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の鹿角市孫右エ門館遺跡・案内 I遺跡・妻の神II遺跡・下乳牛

遺跡・西町 1. II 遺跡の調査結果を収録したものです。この報

、鹿角地方の歴史解明と文化財保護に広く活用されるこ

とを望むものでありますc

最後に、この調査に御協力いただきました顧問命専門指導員

日本道路公団・鹿角市・同教育委員会はじめ関係各位に心から

感謝の意を表しますc

昭和59年12月

秋田県教育委員会
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l 、東北縦貫白 1半い消滅する ため、秋田 よh
-~ 

中一ザ一 した19遺跡のうち、追加契約により された孫右エ

門館遺跡(遺跡番号17)、案内 I遺跡(向18)、

I遺跡( 、西町一 II遺跡(同28)

II 遺跡(同23)、下手し牛遺跡(向26)、西町

。。
2. 4-，:報告書に収載されている 6遺跡の所在する鹿角盆地についての地形町地質的な説明は口元

に刊行されている 山
同 1 ~ IX)に詳述しているので参

照されたいの

3. I出士した石器・剥片・石片の石質問定は、秋田県立博物館l嬰J lJj~二郎学芸主事にお願いした 0

4. 遺構内から出土した炭化材を試料とする 14C による年代~WJ定は、日本アイソトーブ協会に

依頼した。

5. 遺跡・遺構内の土産、出土遺物の色調の記載には、農林省農林水産技術会議事務局彦、

財団法人日本色彩研究所色票長修『新版 標準土色JIJ占』を使用した。

6. j室物の実ì~JJ には、画像工学研究所製スケッチグラフ をj舌用した。

7 .報告書に使用した地形図は、建設省国土地理院発行の 5万分の 1_ 2万 5千分の 1及び日

本道路公団作成の 1000分の lの地形図であるハ

8.遺跡の写真撮影には主に次の者があたった。

孫右エ門館遺跡 柴田陽一郎 岩見誠夫

案内 I遺跡 柴田陽一郎

妻の神 II遺跡、 船木義勝 小田

下乳牛遺跡 熊谷太郎

西町 I遺跡・西町II遺跡

9. 遺物の写真撮影は担当調査員の指示のもとで主に次の者があたった。

鈴木功 渋谷志 熊谷安 高橋れい子

ハU-
守
，

S
ム -J采拓・トレース・ の他に次の たった{

孫右エ門館遺跡 藤井安正 学 熊谷恵子

案内 I遺跡

妻の神 II遺跡

下乳牛遺跡

11 

藤井安正 高橋学

山111奇文幸 栗沢光男

関直

佐藤雅子

池田洋一 山田

田中和徳

越後谷晴美

6遺跡の資料整理に際し、次の諸氏から御指導・御教示を賜わった。記して

を表する。

11 
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門主主遺跡
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西町 l

西町II

13. 1の I2 
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秋元信夫

ンター主査 成田

次の者があたった。

見誠夫
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l はじめに

l主 じめに

1 発掘調査に至るまで

昭和32年 4月16I1付けで公布された『国土開発幹縁自動車道建設法」に基き、埼玉県)11口市

を起点に青森県青森市に至る東北縦貫自動車道)11口一青森組の建設計画が策定され、昭和40年

11月1日に鹿角市 青 f~~市!日j 、昭和42年 11 月 22 l::1に盛岡市 鹿角市問の基本計画が公表され、

てい φ ベ

翌昭和43年 4月1日に鹿角市一青森市間約81kmの第 2次施行命令が建設大臣から日本道路公

団総裁あてにあったのをうけ、秋田県教育委員会では、埋蔵文化財保護の立場から、文化庁と

日本道路公団が交わした覚書 F日本道路公団の建設事ー業等工事施行に伴う埋蔵文化財包蔵地の

取り扱いに関する に基き昭和44年 8月鹿角市十和同地区から鹿角郡小坂町の青森県境ま

でi福4km、延長25kmにわたって、遺跡の分布調査を行い67遺跡を確認、その成果を公表したハ

昭和46年 6月1Bに岩手県二戸郡安代町一鹿角市十和田錦木間約37kmの第 5次施行命令が出

され、昭和47年11月27日には鹿角市十和田錦木一小坂町e小坂間の路線発表も行われた。

秋田県教育委員会では、昭和48年 8月に鹿角市八幡平、花輪、尾去沢地内約201、mを4km幅てい

遺跡分布調査と試掘調査を実施し、 46遺跡を確認したっこの結果をふまえ昭和51年 2月12日に

日本道路公団仙台建設局から鹿角市八幡平一鹿角市 1-和田錦木間21.lkmの路椋発表が行われ、

昭和52年10月に日本道路公開仙台:建設局鹿角工事事務所の依頼により秋田県教育委員会ではこ

の発表路椋上の遺跡分布調査を実施し、 32遺跡〔縄文時代17(古代重複 3を含む)、古代10(縄

文重複 3を含む)、中世 5(館跡が多1" )、その他 3(調査不可能であって遺跡のありそうな所)〕

の存在を確認した。

この結果にもとづき、路線上め遺跡への対処や調査方法について日本道路公開1111fi:紹訪日シ

秋社!L，早教育委員会との!却に協議がもたれ、これら31遺跡は記録保存することに決定された

(昭和55年に路根上に新たに 2遺跡が発見され、また工事用活路建設に伴い 1遺跡が記録保

存されることにな t)、最終的にはこの区間で34遺跡が記録保存されることになったゥ)

昭和54年 2 月に日本道路公団仙台建設局から発掘調査依~m吾が提出され、秋田県教育委員会

では昭和54年度 7遺跡(居熊井、 j揚易耕j栴瀬彰頼i自

年)度支1刊9i遺室跡(歌内、烏居エ平F、7飛i長を鳥平、北の材林t寸I、北の林l口l、 土葛岡 I、上葛両日、 上諮問IV、駒

林、中の1]J奇、孫右エ門館、案内 i、案内 II、猿ケ平 I、妻の神II、 下乳午、西町 I、西町Il、

)、昭和56年度10遺跡、(中の i崎、1flケ平日、妻の神 I 、三さの神1II 、手L~i二平、室問、

IIJ、柏木森、明主:長根、一本杉)の発掘調査を実施した。
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1 はじめに

註 1 昭和47年に Itl鹿角郡十和田町、花輪町、尾去沢町、八幡平村が合併して鹿角市となっており、

本来ならは当時の町名を用いるべきであろつが、便宜上現地名表示にしたっ

註 2 秋田県教育委員会 『東北縦貫自動車道遺跡分布調査報告書一一十和田町・小坂町地区一-dJ

秋田県文化財調査報告書第20集 1970 (昭和45)年

註 3 秋田県教育委員会 『東北縦貫自動車道遺跡分布調査報告書一一花輪町・尾去沢町・八幡平村

地区一一』秋田県文化財調査報告書第24集 1972 (昭和47)年

註 4 秋田県教育委員会 『東北縦貫自動車道遺跡、分布調査報告書一一八幡平~十和国錦木一一三秋

出県文化財調査報告書第56集 1978 (昭和53)年

補註

昭和54年度調去の 7遺跡のうち歌内を除く 6遺跡については 1981 (昭和156)年 3月に『東北縦貫

自動車道発帰調査報告書 I一一明ー掠井遺跡・ 7針転!館遺跡・大地千遺跡 2 上.ijj田遺跡;ー堂の上遺跡・上

葛岡III遺跡'--dJ (秋田県文化財調査報告書:第78集)として公表した

昭和55年度調査の遺跡については、 1982(昭和57)年 3月に r東北縦貫白 II 

一一一歌内遺跡一一ー~ì (秋田県文化財調査報告書第88集)、『東北縦貫

居平遺跡・飛鳥平遺跡・北の林 I遺跡一一jJ (秋田県文化財調査報告書第89集)、 r東北縦覧自動車道

日遺跡・上葛岡 1遺跡・上葛i詞II遺跡・小立沢館遺跡一一-dJ (秋田県丈

化財調査報告書第90集)、 r東北縦貫自動車道発掘調査報告書V一一上葛岡IV遺跡・駒林i童跡・案内 11

遺跡・猿ケ平 I遺跡一一，!] (秋田県文化財調査報告書第91集)として公表した。

昭和56年度調査の遺跡については、 1983(昭和田)年 3月に『東北縦貫自動車道発掘調査報告書VI

--猿ケ平II遺跡・室田遺跡・一本杉i宣跡・案内III遺跡一一(秋田県文化財調査報告書第99集)、

1984 (昭和59)年 3月に『東北縦貫自動車道発掘調査報告書羽トー柏木森遺跡・中のl埼遺跡・明堂長

根遺跡一一つ (秋田県文化財調査報告書:第105集)、 r東北縦貫自動車道発掘調査報告書VIIJ-妻の神

I 遺跡・乳牛平遺跡一一一jJ (秋田県文化財調査報告書:第107集)、 r東北縦買

IX-一安打神III遺跡一一Jj (秋田県文化財調査報告t書第108集)として公表した。
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2 調査経過

、昭和55年 4月15日から 12月13日まで行われた 0

4月14日に鹿角市立花輪中央公民館で発掘調査に従事する

2 調査経過

、調査の目的、発

掃の仕方と諸注意、勤務内容、賃金等について説明し、班編成を行ったっ 4月15日に、

在員が継続調奄の歌内遺跡、小林調在員が駒林遺跡、桜田調査員が小豆沢館遺跡の発I届調査を

開始。駒林遺跡は工事:用道路予定部分から発ilulを開始した。 4月16日に岩見調査員が北の林 I

4月22日に橋本調査員が飛鳥平遺跡の発掘調杏を開始c

5月1日に駒林遺跡の工事用道路部分の調査が終了し、隣接部分の調査を

遺構の検出なく、縄文土器!十の出土のみ、小豆沢館遺跡では、縄文時代のフラスコ状

ピノト、竪穴住居跡、中世の竪穴住居跡、 J屈立柱建物跡等を検出したが、重複多く調査は難行

したず 5月29日

林 I

中で小単r)-{舘遺跡の発掘調査カi終了した。飛鳥平遺跡、北の

も順調に進み、縄文・平安時竪穴住居跡が数栂確認された。

が 6月1日に北の林II]宣跡、 6月2日に|議接する

した。 6月 9B飛鳥平遺跡を前交中の橋本調査員が隣接する

をfjj:行して

を{井行

Lて初当開始した。小林調査員は駒林遺跡の調査と併行して 6月 8日から上葛岡IV

を相当していたが、 6月16日に平安時代の竪穴住居跡 31京を検出して駒林遺跡の発掘調査が終

了した、歌内遺跡、では、縄文時代のフラスコ状ピット、平安時代の竪穴住屑跡の検出が相次い

だー 7月22日に、日本道路公団鹿角工事事務所4 と、用地問題の解決していない

について協議した。 7月30日橋本調査員が中の111奇遺跡のグリッド

小林調査員が 7月23日から案内 II遺跡の試掘を開始し、 8月6日からは猿

に移動する。 8月8日縄文時代の竪穴住居跡 31束を検出し

I 遺跡の試ilul

を終了。

8月18日に日本道路公団鹿角工事事務所と今後の発問調査行程について協議したじ 8月21日

鳥居平遺跡の発掘調査が終了ご桜田調査員がよ葛岡 I遺跡の調査を開始。本年度発掘調査追加

契約について文化課から指示あり。 8丹22自に文化課門間光夫参事と冨樫泰時学芸主事が追加

契約遺跡の現地踏査を行い、調査員と発撮調査方法について協議した。情本調査員が中

跡の発il;l¥，f!M rtを開始した。 8月23日に追加契約遺跡発掘調査につき、日本道路公毘鹿角工事事

務所と用地等について協議したo 8月出日に県立博物館学芸課庄内昭男主事が、鈴木秋良補佐

員、花田孝夫同J助員と北の林 I遺跡の発im!調査に合流。 8月29日に

助教授が北の林II遺跡と小豆沢館遺跡出土中世陶磁器を調去のため現地を視察っ 9月6日に!主

と鈴木秋良t:tH佐員、花田孝夫補助員が北の林 1遺跡;の調査から秋田市・に帰る。 9

!こj9日に財団法人岩手県』町注文化財センターの高橋丈夫、問、ソ井謙吉!日Jj技ftrjiが北の林IJi立跡地

‘J 



1 はじめに

の発掘調査を視察。 9月10日に東北縦貫自動車道発掘調査の専門指導員である国学院大学小林

達雄助教授が各発掘調査遺跡を視察し、調査方法その他を指導。 9月11日に県広報課員が「県

政ニュース」制作のため北の林 I遺跡、他を取材。 9月12日に払由楠跡調査事務所の船木義勝学芸

主事、秋田遺物整理事務所の柴田陽一郎文化財主事、能代発掘調査事務所の熊苔太郎文化財主

事と佐々木金正補助員が追加契約遺跡の調査わため来所。熊釜調査員は郡日下乳牛遺跡の試掘

を開始する。 9月間日に縄文時代中期・後期・晩期の竪穴住皆跡、土墳、平安時代の!竪穴住居跡

などを検出した飛鳥平遺跡の調査が終了わ船木調査員が萎の神II遺跡、柴田調査員が案内 I遺

跡、それに上葛岡IV遺跡の諮査を終了した小林調査員が案内II遺跡の発掘調査告開始した。

東北縦貫自動車道発掘調査の顧問である奈良国立文化酎研究所持井清是所長が各遺跡的発掘

調査状況を視察し調査全殻にわたって指導。

9月24日に 2カ年継続で調査し、縄文時代の竪穴住居跡、フラスコ状ピット、平安時代の竪

穴住居跡、中世の立柱建物跡を検出した歌内遺跡の発掘調査が終了。 9月26日に

文化財調査センターの北山峰一郎所長と工藤泰博調査第三課長カミ北の1・*11遺跡地を視察『 雪月

27自に小五調査員が西町II遺跡の発掘調査を開始。中の崎遺跡で排水溝が外部に延び、る平安時

代の!竪穴{主居跡、土師器合口訣棺を検出。 10月4自に岩見調査員が譲ケ平 I遺跡の発掘調査を

開始。

沼山j出喜治岩手県北上市史編纂専門主査が中の11I奇遺跡他を視察。西町II遺跡では時期不明の

霊穴住居跡が2棟検出されているが遺物はわずかであったo 10月18日に児玉調査員は西町立遺

跡の調査と併行して、丘陵上の西町 I遺跡の調査を開始。 10月議半は降雨が続き調査が難行。

10月25日に縄文時代の竪穴住居跡、 平安時代の竪穴住居跡等を検出した北の林 1j宣跡、

の発掘調査が終了した。 10月28日に明堂長根遺跡の南側に土師器片の散布が認められ、一本杉

遺跡(遺跡番号33) とするョ

11月8E1に萎の持II遺跡の調査を損詣した総本調査員が払田楠跡調査事務所へ帰る。案内 I

遺跡、案内II遺跡、猿ケ平 I遺跡では縄文時代後期の竪宍住居跡、フラスコ状ピットの検出が

続く。各遺跡とも午前中は降霜の処理に時間を費やし、調査行穏に狂いを生じ始めた。縄文土

器片、弥生土器片を出土した西町 I遺跡の発掘調査が終了。

11月12日に縄文時代の竪穴住居跡を 1棟検出し 岡I遺跡と、時期不明の援穴住居跡 2

棟を検出した西町II遺跡の調査が終了したo 11月初日に乳牛館の一部とも考えられている妻の

神II遺跡が、縄文時代、平安時代、中世の竪穴住居跡などを検出しi調査を終了した。

11月27日に百本道路公団鹿角 と来年度(昭和56年度)から発掘調査が予定される

鹿角郡小坂町地内の路線上の遺物分布調査について協議した。案内 II遺跡南側の平坦地で縄文

土器片と!笠穴住居跡の一部が検出され、案内III遺跡(遺跡番号34) とする

4 



3 調査の組織と構成

1:2月 2日に縄文時代の腎穴住居跡、 7 ラスコ状ヒ、ノトを検出した案内Il遺跡の発査を終

了 12月3Bに秋田大学教育学部新野直吉教慌が、北の材、II遺跡他を 下乳牛遺跡を担当

する熊苔調査員が能代に、孫右エ門館遺跡を担当する柴田調査員が秋田へ婦る。 12丹6日に抜

I 遺跡、の発掘調査を終了、降雪が続くが各遺跡とも遺構上に覆屋をつくり精査続行。

12 月 12 日に小坂町地内の路綜内を踏査したが、枯革と桔雪が多く、試~J1l1調査を来春に実施し

」 Zシ ることにした 孫右エ門館遺跡の発掘調査終了。

12 月 13 自に :~t (7) H、[1i主跡、中の崎遺跡、下乳牛遺跡の発掘調査が終了し、昭和55年度の東北

縦貫自動車道関係の発掘調査は全て終了した。

3 百周 の組識と構成

(Jf故名は発掘調査u寺)

調査主体 秋田 s1ヨ3司、 Lvf--2、• 

調査顧問 l古 h~ 奈良出立文化財研究所所長

片: ~J (長介

専門指導員 小林

議在

羽田L 1iJ7ヨ主主ミ

ζT-乏
え

[阜 j投開;

在 j召主1; J~ 資料館考古研究判長

調査控当者 7
山

「ゴ 見誠た

北の 1 電設ケ:;TJ:1 当

本 !j毒 七、出

主:の神II

煎行太郎 丈{七三果

日

. ~ヒグ)林 11 !詞 l

同Il同:1刊当

!日 1;;易一郎 文化課文化財主宰

案内 l . {系ノJこ1ェ門主a，i立蹄;i11

児 -f_ iH 

b 



はじめに

歌内遺跡・商町 1j室跡・西町II遺跡担当

橋本高史 文化課文化財主事

飛鳥平遺跡・鳥居平遺跡・中の崎遺跡担当

小林 #ノLfJ 文化課文化財主事

駒林遺跡・上葛|珂IV遺跡・案内 II遺跡担当

調査補住員 菜沢光男 井安正、 直、 111 j埼文幸、

=ヶ田俊明、鈴木秋良

調査補助員 一阿部明 入、石木田正 小田島 二、神 回 公男、

北JlIm己ρi 、児玉昭彦、児玉悦郎、児玉 士~J 、

佐々木金正、佐藤幸夫、回 中和徳、 山

ず己 田 孝夫、松 間忠仁、米村博美

事務補助員 藤}II長子、金沢万里子

調査協力 庄内昭男 秋田県立博物館学芸課主事

利音Ij {I多 立正大学大学院院生

高橋 東北学院大学文学部学生

調査協力機関 鹿角市教育委員会 秋田県東北縦覧自動車道対策事務所 鹿角市建

設部建設課高速道路対策室

4 調査の方法

(1) 発掘区の設定

東北縦貫自動車道の調査では、路線内の遺跡地に 5mX5mのグリソドを して発Ji討を

うハグリッド設定基準稼は、廃史時代の遺跡は 合わせ、他は日 した任

中心杭を結ぶ線を設定基準椋とし、路線の進行方向に沿わせる。

(2) 測量と実測

地形や遺構状況に応じて、遺り をとる円

の縮尺は1/20、 図は 1/200、 カマド、 、断面図、土

層断面図は1/10を原則とするが、必要に応じて任意の縮尺も活用する。

(3) 遺構発掘と遺物のとりあげ

遺構の発掘は 4分割法を原則とし、平面、断面、

レスターに記入し、水糸高は標高を記入する

レベル、遺物の実測はセクショント

遺物の取りあげは、 1点 1袋 1括 1袋とし、遺跡、名、グリソド名 遺物の種類、層位、出
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4 調査の方法

士年月日の記入された造物カードを同封するョ

遺構・遺物記号は、平城京発掘調査で実施しているものを参考に定めたものを使用する δ

記 遺構・ 物 記号 遺 構.J量 物 号 構・遺物

SA rfl!t 列 '1+ 亨iJ S K(I) 区丞 rノムーに， :1犬 構 RC 月r.Rミ 化 物

SB 建 物 制; S K(円 ピ 、J、2 ト RM 金 属 製 ロ仁ロ1 

SC 明I~ S K(S) 墓 RN 自 与りと ;告 物

SD 講 :ltlll {写ご S K(T) T-Pit 状土 J広 RO 角 裂 日r:-日1 

SE 井 戸 間; SL i可 111 RP 二t_ 製 口口口

SF 築 I也 a 土 宅}去正三三 SM 路・倍・階 段 RQ 石 製 ロロu 

SG 夕立 池 SX、 J司tr . グ〉 fむ RT 日 告%ミlj• ロロロ

SH 広 1卦ー S X(F) 生尭 土 1‘-LfIl 2. 構 RU 人 ，工同a. 

S 1 {主 屑 蹄; S X(p) 主会ー RV 紙・布 製 口p口

SK オ』 土産 S X(S) 記石(集立石・会l-i石)
スン→ナク Yし

RW 木・竹製 I1E1 口

S K(F) フラスコj犬ヒット S X(U) 土器埋 設遺構 RY 〈ヲ グ〕 他

(4) 写真撮影

写真撮影には35ミリサイズのカメラ 2台と、 6X4.5サイズ(または 6X 9サイズ)のカメラ

1台を能用し、モノクローム、カラー 1)パーサんの各フィルムを装填して撮影するが、モノク

ロームフィルムによる撮影時には、損影データ(被写体、撮影方向、撮影日等)を撮影後に一

方向につき露出・絞りをかえて 3枚の撮影を原則とする。また、ポラロイドカメラを日誌や遺

構の検討、打合会に活用する。

(5) 遺物整理と実測

出土漬物は遺物台帳に とのスムーヌ:な活用をはかる

② 土器の内面実iAIJが必要と思われるものは、 4分割方法をとり、左去に外面、右去に内田jお

よひi新而ーを記載する。突出JI習には輪稿!伎、文様、調整痕を主として記載するつ

@ 大破片の実担Ijは、土器の中心械を算出し 180度回転して作図するつ

破片の拓本は、土器の外市を左に置き、中央に断面、右に内面図を表す方法をとる

⑤ 石器の実mlJは、原則として第三投影図j去をとるの

7 



II 遺跡の立地と環境

11 遺跡の立地と環境

秋田県の北東隅に る鹿角は、東に八幡平を介して岩手県と J立を持 L 、 ~ILには lli fMlLぺ

中田山系を控之、年間平均気温花輪9.4
0

C、年間平均降水量月 168mmを;l!IJ1)、fu'J;':，l:l'Jl{して少な

く、年間を通じて畳夜の温度隔差の大きい内陸Ri11気候を示す地である

山脈中に形成された地j者盆地である忠角盆地は、八幡平から北jれする米代111、イー和問か

ら南流する大尚)11， /J、以JIIの三本の河)11流域に聞けた;中桔地と、使合扇状地及び東部、西部の

両山岳地帯からなっている 詰:地を流れるう長代川 大沿JII、ノj、坂111の三本の河111には、東西の

雨j 山岳地から多くの小便蝕谷を伝わって小j可 JII が流れ込み、 ~liJ積曲ーよりも 70-80m

る標高 200m 前後の山岳地裾野の段丘を開析している 3 そして、 こうした小河川の問は、 きら

に小さな沢筋によって匿切られる場合が多く、それらの沢筋によって分断された舌状の台地が、

となっていくつか速なって存在するの

鹿角盆地は多くの遺跡をその中に抱えている それらの遺跡は前述の標高 200m前後の段丘

面に立地し、その段丘が多くの小侵蝕谷によって開析されているため、遺跡は多くの小河]11に

よって分断された個々の段丘に群在する。盆地内で特に 中する をあlずれば、究員yJ(

川と米代川の合流地点南東の長嶺地区、米代川に西流して注ぎ込む歌内JIIが開析する大型地区、

同じく米代 JII 支流である福士 JII 周辺の産土神地区、米代 )11 、大湯川、小坂JII の合流地点南1~1j の

神田地区、同じく北1~U の j頼回石地区、小堤 )11 に j主ぎ込む荒川の周辺等がある また、盆地中央

音1)東側の風張白地も広範間に遺跡が点在する。

鹿角では!日石器時代の遺跡は確認されておらず、調査が行われたり遺物が採集されたりして

確認されているのは、全て縄文時代以降の遺跡である u

縄文時代早期の様相は、未だ不明維である{

係遺跡の調をで、 句、 J¥._ 

二戸市等で出土例があり亦御堂式と呼称される表裏縄文の土器が破片て、確認され、同様の土器

は大沿付近からも されているにすぎないっ また、 同IV 猿ケ平II

跡からは、胎土に多量の繊維を含み複節の羽状縄文の施された所謂砲弾形の深吉本カ してお

り、早期末~前期初頭に位置づけられている。上記の遺跡からは、縄文時代早期東北地方北部

に通有のトランシェ様の石器も併せて出土している。 他に極く少量ではあるが一一本杉遺跡、から

は貝殻丈土器の破片、 レコ 八戸市でも出土し、草創期の可能性も指摘され

ている爪形文類似の土器も破片で出土している。

縄文時代前期の遺跡としては、 八幡平玉内にある清水向遺跡があげられる。 この遺跡は昭和

29年武藤鉄城氏等によって調査され、県内で初めて縄文時代竪穴住居跡 2j:束を確認した と

8 



n 遺跡、の立地とJl{{J完

b 1)、また円 d 

d式を中心として、円筒下層 a式、円筒

山形県11欠浦遺跡等に類

してyj=.目された、 した土器は、前期j後葉p]

例の求められる大木 6

井j室跡、 上は|出

している n また、

d式を中心とした前期後

1+1-:-1-.をみている

縄文時代中期jの遺fil奇;は されている什

石組!の段式炉をもった!笠穴住出助;カi検出され、大木 9~

を出土しているーまた 、フラスコ:1犬ヒぃ，トのf民!まから中ノ を出

土しているハ

後期H土、 における縄文時代各具)jを通じて、 、時期jである 東北縦

J-.~ UJ-r1.官
民日

穴住居跡を確認した 同時期の石有10')炉をも

?麦期

あるむさらに昭和43年には奥山il封氏等によって、十和田

を{‘rった石組をも j している

また、

回にわたって周辺

27年の両年仁 史跡指定された 司↑庁、

、野中立のi向j亨IJ石の他にも付近数箇所に配

工七

晩期では、 台地に立地する られ、 H免均j レし

もに所謂日 されているとまた、この玉内遺跡の立地する台地とちょうど米

までのj宣物を多く出土している戸東北*1it1.\~ J 11を侠ん

トー、
E
一一一-

t
E，
 

Lっ され、 11免却j初組

を多く出土しているパ

秋田県内における弥生時イそのi宣跡は王rttj~ までのところ縄文時代のそれと較べると、知:)lLて

いる遺跡数、その も少右な:く E口iムつコ可不Tド;明確な点が多L

てでで、ρ、しい3る主血f或である

はその中にあっては

h

月
白
色

事

T
1
/

小坂町周辺では、奥山;1辺、 活動により、 l，i~ノ 山
本
引

後北C されているつまた鹿角市尾去沢か

らは田 している

ら縄軌の給条体の[lJJ転施丈された土器片、 l丸山;1封

の調査では、 ，U2
 

{
 

c
L汁
d

器が出土し、さらに訟ケ平 1

しかし、ニ jしら

乙 l十
'..J あるてだ EUJ

によるところのノト月fiX式土

出土している

ところ|新ilia的なti¥.土にi民られてお 1)、する

今一



II 遺跡の立地と環境

遺構等、未だ不明な点が多く残されている。

奈良、平安時代の古代の遺跡も近年調査例を増して来ているつ古くは昭和初年に木村善吉氏

等によって調査され、その後、後藤守一氏等にょうて調査された菩提野竪穴群遺跡があるのこ

の遺跡は計12ケ所の竪穴群からなると想定されたが、その調査当初から覆土中に入る火山灰層

が注目され、以来鹿角における該期の遺跡調査は、この火山灰層との関係解明を大きな読点の

ーっとして据えることになる。近年では大湯環状列石周辺の分布調査、鳥野i室前源国平遺跡、

小平遺跡等の調査で、該期竪穴住居ー跡が検出され、また、東北縦貰自動車道関係の調査では、
電J 空事 号 @ @ @ 

歌内遺跡、飛鳥平遺跡、北ノ林 I遺跡、北ノ林II遺跡、 上葛向IV遺跡、駒林遺跡、一本杉i室跡、
l_ lj)⑬@  C)) 議

中ノ IlJ奇遺跡、案内 I遺跡、案内田遺跡、妻ノ神 l遺跡、妻ノ神II遺跡、下乳牛遺跡などで竪穴
{佐野

住居跡が検出されている。さらに御休堂遺跡、高市向館遺跡でも同様の住居跡が検出されてい

る。菩提野竪穴群から現在まで確認されている該期住居跡の総数は、 144棟にのぼる。

他に、奈良、平安時代の遺跡としては、十和田錦木字曲谷地にある枯草坂古墳、尾去沢字東

在家にある三光塚古墳群があげられる。いずれも終末期の小円墳であり、玉類、万装呉等を出

土している。また十和田字室田にも古墳群があったと伝えられている。

中世鹿角は、鎌合時代にこの地に移住したとf云えられる成田氏、安保氏、秋元氏、奈良氏の

所謂鹿角間氏の支配する地域であった。これら四氏から出自する各々の庶流は、盆地内に所領

を得て『鹿角由来集Jl [f'鹿角由来記』などに伝えられる鹿角四十二館にそれぞれ居を構えて割

拠する。この状態は近世鹿角が南部領となるまで続く。

鹿角には、鹿角四ト二館あるいは四十八蕗に該当するものを含めて計58カ所に及ぶ「館」跡

が確認されている。これらの「館J 跡は、舌状に張り出した台地を、 1~数本の掘切をおこな

って造りあげている多郭連続式のものが多い。すなわち、ーケ所の「館」跡は数個の郭が連っ

ている。また、郭自体が元来舌状台地であったため、 「館」として使用される以前にも人間の

居往域として選定される事が多く、郭上部の調査では必ず縄文時代、平安時代の竪穴住居跡等

が中世の遺構、遺物等とともに検出される c

([1) @ ⑧j 

現在までに発掘調査の行われているのは、小技指七ツ館、長牛鶴、御休堂遺跡等があり、
(乙 ② 号訴

北縦員自動車道関係では、 j易j中iJi館遺跡と乳牛館の一部と考えられている妻ノ神 i、向11、同111、

乳牛平遺跡が調査終了している。

く註〉 本文中のC内の数字、アルファベットは、第 1表・第 l図中の番号・記号と同ーである

- 10 -



表IWご

む込断:遺j互周第 1表

炉-<
ト嶋田4

路
事
S
M
N
怪

~H凶鋭部

〈東北縦覧自動車道路線上の遺跡〉

ffi:号 II/j 代 時 lj:}j ]立 11寄 。1宣 4匂 m ，1返却;と i1i: 名

l 

2 1/ 

3 II 

4 II 

5 1/ 

6 /1 II 

7 /1 IIJ 

8 /1 1II 
/1 III 

10 /1 IV 

11 /1 IV 

12 " 
" V 

14 " V 

15 " VlI 

16 " VlI 

17 /1 XI 

18 " Xl 

19 V " 
20 " 
21 /1 

】')?】 " 
23 /1 

24 // 

25 

26 

27 

2ぷ

29 

:31 

:32 

33 

34 

3!i 

ニ

ー



，_， 
ト吋

協
富
一
3
M
N
H倖
什
部
ぃ
時

(fl~ ) 

新 :f-米l.:r:jTj:(奈良)

小平彦次郎(奈良)

小技指左!ら之助(奈良)

奈良)

〈鹿角の中世城舘〉

、γ土Jn~ グ長千J~;Iえ ål.
(伝)ヨ三}成域館名

谷内高館

谷内館

谷内館

館

長富

2 

p、2

〈鹿角の馬辺遺跡〉

毎号 7‘正a 
番号 選 助; 名 1許号 1主主 問、 名 番号 j宣 fIi~; 1:1 鋭、 名 番号 i自 矧l 名 i'l之}:~勺 I主i 湖、 名 1ffサ iii 日曜、 名トー一一一一
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6，~ 76 側壁l' [L! 88 

65 89 盟 iJ(
長 知j 5:3 77 的1: 型r 1 [1:-: 

778 t} 
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孫右エ門館遺跡

)11 湖; 番 号 No.守17

所 在. 地 鹿角市花輪字孫右エ門館14番地の l他

調 在 WI 問 昭和55年 9月22日-9月30日、 11月1日-12月12臼

発:tT:11調在予定面積 1. 386m' 

発掘調査面積 1.600m' 



1 遺跡、の概観

1 遺跡の概観

孫右エ門館遺跡は秋田県鹿角市花輪字孫右エ門館14の 1他に所在する。この地は国鉄花輪組

陸中花輪駅の東方 2km、戦後に開発された住宅団地である東山団地の北西 0.3kmの地点て¥北

緯40度11分10秒、東径 140 度48分35秒に位置し、標高191~197m である。

花輪盆地の東側には標高 1.000m前後の急、!Ù変な山容の奥羽脊梁山田I~が走る。 遺跡、は連山中の

皮投岳(標高 1，122m)に源を発し西流する福士)11の中流左岸にあたり、山麓より緩傾斜

で花輪高位段丘と呼ばれる段丘平盟面の北西端に当っている。遺跡、の北足下10m余りは崖とな

って福士川の河原に続き、東、西方は畑地、南方は山林で、調査区は休耕地、温地、山林から

なる 2，800m2の傾斜地と平地である。字名から判断できるように中世城館「孫右エ門館J の周

辺部に当り、福士川の対岸、北方 300mの地点には縄文・平安時代の案内 l遺跡(遺跡番号No.

18)、南方350mの地点には縄文・平安時代の中の!埼遺跡(遺跡番号No.16)が存在する。

2 調査の方法

遺跡は東北縦貫自動車道の本組及び加速車線にあたり、ここにグリッドを設定し調査を実施

した。グリッドは遺跡の調査対象区域に設定されている中心杭ST A 133十20と134十00を結ぶ

直線とその延長線を基根とし、これに直交する娘を設定し 5mX5mのグリッドを組んだり南

から北へアラビア数字で0から 12まで、東から西へアルファベットでAから Mまで付し、両者

の組み合わせで l-Aのように呼び、グリッド南東隅の交点をグリッド名称とした。

8 ライン以北を全面発掘、山林跡地の斜面部分には幅1.0~ 1. 5m のトレ

ンチを設定し遺構の確認につとめた

確認された遺構の実現IJは、 2本のグリソド杭を結んだ続とその延長棋を基線とし、これに直

るlmXlmの小グリッドを遺構の広さに却して設定する簡易遣り方方法を用い、 1/2

を基本として実j出測日別リ図を{作作乍乍令成した O

遺構番号はその性格ごとに 付した。

3 調査の経過

発掘調査期間は 9 月 22 日~初日、 11 月 1 日 ~12 月 12 日までである η

孫右エi可館遺跡は、昭和55年度当初の発掘調査計画にはなく、 8月に決定された迫力口契約に

実施されたものである。柴田陽一郎文化財ー主事が担当して調査を推し進めたが、 11月

から

9月22Bに

を引き継いだ。

が現地に して発掘作業の打ち合わせを行い、のち

円
j



XJI:;; 

λ 

.守



3 調査の経過

東部、 111林跡地に斜面の代保木棋を避け、道跡中心杭に沿って1.5m X50mの7本のトレンチ

を設定し、遺跡の堆積土層、遺構、広がり、;遺物の出土状況確認のための発掘から開始した。

この作業は27日まで継続された。 30日から 10月3日までは重機による抜根作業と平坦部の表土

掘削・押土作業が行われ、 6日・ 7日の両日は整地面に業者によるグリッド杭打設が実施され

た。 10月8日から 11月7日の 1ヶ)=J聞は、調査班は案内 1J宣跡に移動し、そこの発掘調査に従

したロ

11月10日から

ゃくできるように

8 Fグリッドから を開始、 li遺跡との連絡がすば

たc 南西斜面は29日までベルトコとして遺跡下の福士JIIに橋を

ンベアー を継続するも遺構の検出はなく、出土遺物は縄文土器細片少量に留ま

湿地のためここもトレンチによる調査を行ったが、 -遺物の検出はる。

なかった。

12月1日、北1fi1J

:l--

入る o 4日降雪の中で調査続行、 10-，]グリッド区で

8日には11-，]グリソド内より平安時代の緊穴住居跡を検出し、す

入る。

跡などの実~HlJ図、

ヲカマドが付設されていた。 12日

をネ与え を終了した。

4 遺跡の層位

も
し
V Jま ミ子ー ョf

fn -てl. した A トレンチの東側断面をもとに

すると、次の 6層になる

第 I層 ( 主に南側斜面に

きを有する。

しているもので、。 cm~40cmの

Gn 

第五層 (7，5Y R弘1 Lつ

につれ10cm~30cm と厚さ

Lっ Q 

層である υ

うすーの耕作土でもある。

によい哲祷色土 (lOYR克) 見られるものでO.2crn~O. 5cmの粒i壬

をも で‘あるハ

.5Y R%) 遺物包含濯であるの 宅な 12crn~44cmの

さ 合什

第V層 (10Y ) 地山j斬移層でまれに る。

褐色土 (7.5Y R文) 地山で、
下 の上面 さfLる。」佃帽

19 



孫右エ門館遺跡 Aトレンチ土層堆積

パ Tそ三25vi
H : 197.300 m メギコア三三~-

三~
H : 197.300 m一一

一一一/よ/
/ 

H : 196.900 m-

fζ/n I 撹舌し

/v! 
ト\ー~~一一一一-~~

v ~謡伊平竺ラと二二
VI 

H : 195.300 m一一→

i1-H:194300m 

2m 

浮石堆韓国
H : 190.900 m 

Aトレンチ土層堆積
浮石堆讃

仕吐-士 色
i
y
u
η
 j
 
{
 

手つ

)持iiif! 一七 色 iilii 了月一

I H行 泉 字i~~ 千 J，t 4~IØ i;'r%1 I層と Il司

Il 'l rt ~-l' た B 基本!冒{立第Jl層と liiJL_ 

W 7_5YR%祭 ?お色 基本}吉i.iLi;j'iNI~~ と同L:

lOY R% 褐 色 0_5-lcm大の純正{を命む

'" lOY R ，3-~ にぶい焚掲色

3 JOY R% にぶい11l役色 1 mm大グ)'絞石を合仁志

1/5YR可泉街色

n /7 _5 I 民主将 色

1II /lOY R% にぷい賀補色

NR%黒 褐 色 10_5-1 cm大の際を含む

V /lOY R% 黒褐色 i

VI I Y Rきず 協 色!池111~再

第 2図 よ
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4 遺跡、の)冒{立

※ 堆積浮石

浮石の堆積は調査区南側斜面と平坦部に散在して分布しているご:これらの浮石の堆積壱こま

かく分層し、観察できるものは10-Jグリッドに存主するものである。これは径 3m、厚さ 60

cmの凸レンズ状の自然の田地に堆積したもので、色彩、

とができる。

第 l層 を示し、浮石粒子在 0.5-1 cmo 

第 2J替に 色、褐色土を少量含むの

第 3 層に .~:'~、 0.1 cm以下O

ら次の 3層に分層するこ

この層は浮石粒子径に関係なく、その重量の重いものが層下位に堆積するという、いわゆる

二次的な水流による水平層理現象を示している。このような現象は「大湯浮石層」と命名され

るきっかけとなった大湯遺跡においても、また堂の上遺跡(遺跡番号NO.5)、北の林 I

跡番号NO.9)、猿ケ平 I遺跡(遺跡番号No.21)でもみられる。

21 



孫右エ門諒遺跡

5 遺構と遺物

本遺跡の遺構の構築時代は縄文時代と平安時代であり、遺構と遺物の記述は時代}II貢の配列と

した。検出された遺構数は以下の通りである。

縄文時代 石組炉…………… 1基 基円
心器土設埋

平安時代 竪穴住居跡……...1軒

n
u
 

n
u
 

)
 

H
U
 

(
 

V
ハ

-
h
g

、，，

F

色、、
.

4，，‘.. 

…
 

ート12

十11

，量
a

e

h

v

 

圃

F

49-eh 

S X(U)OOl 

浮石堆讃

+
 
十5

S X(S)OOl 

十 十 + +8 

第 3図
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l 縄文時代

(1)遺構と遺構内出土遺物

① 石組炉・埋設土器

検出地区 I10-Jクリソド

5 遺構と遺物

第 1表 s x ( S )001埋設土器

挿図番号 4 

図版番号 1 3-上 検出面 第百層褐色土上面で確認

検出状態と遺物 l

自然石 (6cmX14cm-15cmX26cm) を11個用い直径60cmの円形に配列した石組炉である。

炉内部にはt立土の堆積はなかったが，火熱を受けた形跡を残す石 3閣が見受けら

れた。またこの炉が住居跡に伴っていたものか否かを明確にする為この周辺を精査したが，柱

/小、十IJ台u占壬且ム凡41U斗cム工l'作FE三p.刃L、具c A 44L2'cんふ叫/Jん-ーノナi，-
、

0 時'け守フ抗1':'日勺本フttマHJ1U +d、JhEFJ1で1
トJ凡5:子 dト、 ハノ 端fiii-iR_寸Kケ出』フ間マハ 体日比フ制引¥1相ノ'J.)，J-_

暗ミ(T)ノ」ート占興官町tyi'μ山」ートt!グ-bn

いづれかの時期のものと考えられる。

第 2表 S X (U )001埋設土器

検出地区 8-J :7'トノド 4ヲ 5 1 

図版番号 一中 検出面 第VI層褐色ゴ二上面で確認

検 川態と遺物|

土器は斜i立に埋設されていたが，この埋設に伴う掘り方は確認されなかった。

土器は底部及びJj阿部 3分の 2が残存するもので，その器形は7'*鉢形

器出にし R縄文を横位方向に施丈するもので?日間部上半には埠状炭化物が多く付着している。

色調はにぶい支援色及び灰賞褐色を示す。構築時期は縄文設期と思われる。

第 3表 SX (U )002 

検出地区 11-.Jグ 1)ッド [挿図番号 4， 5 - 2 

図版番号 3 下 検出面|第百層褐色土上面で確認

検出J時と遺物|

土器破片が直J壬40cmほどのピソト壁l二貼リ付けられた状態で確認された。

土器内部覆土は黒褐色土が入り込んでおり，微量であるが炭化物が混入していた。

土器はわずかに内湾する深鉢土器で'1JI司部下半のみ残存する。文犠帯下限に 2条の平行沈械を i笠

らすものであるの土器は一次的火熱の為赤変している。色調は浅黄概色で治土はむI~t 砂粒を

合むが密で，焼成はもろくなっており磨滅が若しい。

構築時期は縄文後期初回と思われる G

23 



孫右エ門蕗遺跡

モ主

A 

A 

G号
A 

5 X(U)OOl 

C) A' 

A' 
H : 191.300m一一司

A' 

H : 190.80001 ご

事 5 切O

L rw 
A 

2 

1m 

第 4凶 S X(S)OOl石組炉.S X(U)OOl・

- 24-

A' 



第 5国 SX(U)OOl・
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5 j章構と遺物



孫右エ門館遺跡

(2) 遺構外出土遺物

3 

ヰ

5 

ぷ参ミ弘 ~ 

m7 
9 

8 

U 
11 12 

10 

U 
13 

14 15 16 

一

P
Uげ

第 6図 遺構外出土土器拓影図(1)
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土器観察表 (1)

外 rfii 内 間
図版番号 挿図番号 出土地区 一一一 飴こf二 {詣 考，

文 j裳 色 調 文様 色 調

6 3 6 --1 9 --K 縄文→沈線→磨消 Jす 色 にぶい 1登色 密

4 2 9 K " にぶい貰燈色 " 一
5 3 9-K 1/ j莞 " " 
6 4 11 明赤褐色 持j 色 " 
7 5 11 灰黄褐色 にぷい褐色 11 

8 6 9-K " 11 

9 7 10-1 粘土貼付 日月 褐 色 11 

10 8 9-J， 9-K 網 EI.~伏撚糸文 にふ;い賞半島色 11 

11 9 9-.J に Jト:い褐色 にぶい褐色 11 

12 10 9-J " ぶい貰掲色 j実
ト一一一一一一一一

13 11 9 J 縄文→潜消→条痕文 l.;~ い〆褐色 にぶい褐色

14 12 9 J /1 /1 11 /1 

15 13 10-1 褐色 によい黄概色 /1 

16 14 10-1 /1 11 

17 15 10-1 1I 11 11 1/ 

18 16 10-1 11 11 " 
7 -19 17 縄文:→撚統圧痕→壊j消 }炎 7寄 色 j実 JE 色

20 18 7 --H 縄文:→沈組 j美賀撹色 j芙黄樟色 11 

21 19 9-K 縄文一→沈~;乳弧線 宇品 色 色 11 

22 7 -20 9 --.J 縄文一吋色料i，弧伶→麿 にぷい;掲 灰 寺島 色 11 

23 21 J 1/ に j~' い概色 字詰 r* 色 11 

第 4我
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土器観察表 (2)

外 誼i 内 I百
図版番号 挿図番号 出土地区 一 胎土 官5 1支J岳

:丈 様 色 吉司 文様 色 調

7 -24 7 -22 K 縄文→沈ま;R，弧根→!砦出 半島 灰 色 Jl主 字詰 51 'a;、

25 23 10--1 縄文一→沈線→謄消 1在 色 に ... ~~~い様色 1/ 

26 24 2-K 縄文→沈椋→踏消 j究 責主 色 浅草主燈色 11 

一一一一一一一一トー

27 25 9司-K 貼付刺突→沈線 lit 持] 色 にぷい経色 11 

28 26 9-K 沈線→車;消 色 キ登 色
" 

29 27 9 K 縄文→1t線→鷹山 半島 灰 色 に v~;-い黄澄色 1/ 

一一一一一一一一一一一ト
30 28 6 G 縄文→麿消 灰 ゴEゴ"lュ 半島 色 にぶい櫨色 1/ 

:31 29 9-K 縄文→沈総→磨泊 にぶい褐色 褐 灰 色 " 
:32 :30 8 J 11 にぷい黄燈色 にぶい賞褐色 I! 埋設土器

ト一一一一一一一
33 31 9-K 縄文→!軒高 亙1 十褐 色 11 

34 32 9-K !I にぶ:い賞鴇色 j美賀樟色 /1 

ド一一一

35 K 縄文→沈椋→磨消 桜色または黒褐色 i明赤褐色 /1 

36 34 10-J " ネ笠 色 11 

8-1 8-1 9 11 にぶい貰探色 灰黄禍色
" 

2 2 9-K 縄文→;川氏弧線→}費消 灰 Zを 宇品

色色I 
/1 I! 

3 3 9-K 横位の磨き )死 字詰 ヤ昌 灰 色 " ト一一
4 4 K 1尤i首i，狐線 i培 萌t 4品 色 明 字詰 色 11 蓋

5 5 9-J ヘラミガキ Z電 字詰 色 思 色 11 把手

6 9 J /1 宇品 色 11 " 把手

一 一
7 7 10ー-J 枯付→工具による抑圧 によい賞褐色 I! 注口土器

第 5表
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孫右エ門館遺跡、

てこ一
¥ 

¥ 

5 

4 告喜一2>7

第 8函

当遺跡より出土した土器はすべて破片でコンテナ 2箱である。これらの破片より推定される

器形は深鉢形土器が主体で、他に数点の浅鉢形土器、蓋形土器、注口土器片が含まれる G 破片

のうち接合し図化できたものは埋設土器の他 4点である。出土した土器は縄文時代中期のもの

と後期のものと 2群に大尉でき、それらを施文方法により前者を 2類、後者を 8類に分類した。

第 I群土器…・・…・縄文中期末の大木10式土器に比定されるものである。

I類 (第 6図 1- 6 図版 6) 

沈線によって文様帯を区画し、その内部又は外部を磨り消すいわゆる磨消縄文手法を用いた

ものである。 1、2は|司一個体で、使用された原体は LRである。

2類 (第 6図 7 図版 6) 

ハUつd



5 遺構と遺物

口縁部小突起の内・外面に見え隠れするように粘土紐を貼り付けたものである。

第II群土器………縄文後期に比定されるもので、 1-3類は大曲 I式に、 4-7類は大湯式、

十腰内 I式又はその粗製土器に、 8-10類は関東地方の加曽利B1式に比定されるものであり、

地の土器も後期のものと考えられる。

l類 (第 6図 8-10 図版 6) 

LRの網目状撚糸文を施文したもので、 8は口縁部付近から施文されるのに対して、 10は口

縁部にも横位方向への施文が行われる。 8、 9は同一個体である。

2類 (第 6図11、 12 図版 6) 

LR縄文を磨り消したのち、 6-8条が 1単位のくし目状条痕文を曲線的に施文したもので

同一個体である。

3類 (第 6図13-16 国版 6) 

2本の平行沈線で、入組状曲線文が施文されるもので、同一個体である。

4類 (第 6図17 図版 7) 

撚糸庄痕文で口縁部無文帯と腕部文様帯とに区画するものであるの

5類 (第 7図26 図版 7) 

2-3本のi隔の狭い平行沈総を弧状又はウロコ状に重層させたものである。

6類 (第 7図25 図版 7) 

明部にボタン状貼付文を行い、貼付文中央には刺突がみられるもので、これをはさむように

太めの沈椋を施すものである。

7類 (第 7図24 国版 7) 

文様帯上限、下限に 3~数本の平行沈線を施文し、この沈線を弧線によって連結したもので、

更に内部を磨り消すものである。

8顎 a挿 (第 6図18、19 図版 7) 

LR縄文を地文としたもので、口，縁部に 3~数本の平行沈穏をめぐらすものである。また、

この施文方法を用い平行沈線開を弧線によって連結するものである。

8類 b種 (第 7図20-23 図版 7) 

8類 a種の施文方j去を用い、文様帯の上限、下!援を磨り消すものである。平行沈総簡を弧線

で連結するものと、円形沈線文で連結するものが存在する。 20と21、22と第 8図 2は同一個体

で、胃、体は LR縄文が使用されている。

9類 a種 (第 7図28、 29、33、34 図版 7) 

太い沈線によって口縁部無文帯と腕部の文様常とに しているものである。
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9類 b種 (第 7図27、32 図版 7) 

口綾部無文帯を一段低〈作り出し、胴部文様帯を浮き出させる工夫をしたものである。

10類 (第 7図30、31 図版 7) 

口縁部が沈線によって無文帯と文様帯とに区画されるもので、 30はRL、31はLR縄文が摘

されている n

11類 (第 8図 3 図版 8) 

無文土器で、ていねいな箆みがきが行われているものである。

葦形土器 (第 8図 4 図販 8) 

口縁部推定径 3cm、現高 2.5cmを測る。約半分を欠損している。文様帯は平行沈線を上限、

下限にめぐらし、この沈線開を弧線で連結した楕円形文を作り出しているもので、内面には明

瞭な輪積み痕がみられる。十腰内 I式に比定される。

把手 (第 8図 5、 6 図版 8) 

耳状を呈するもので、箆みがきを施している。

i主口土器 (第 8図 7 図版 8) 

胴部破片で、器形はソロパン玉形を示すものと思われる。粘土紐の貼り付けと刺突が加えら

れている。晩期に比定されるものである。

② 石器

当遺跡、より出土した石器類は11点で、その内訳は箆状石器 1、掻器 3、不定形;石器 1、フレ

ク6で、表土及び第IV、V層からの出土である。

箆状石器 (第 9図 1、図版 8) 

横長の剥片を用いたもので、横断面はカマボコ状を呈する。刃部には大きめの押庄剥離を加

え調整している。

議器 (第 9 図 2~4 図版 8 ) 

いずれも背面に剥離調整を加えている。 2は左側縁に、 3は右側縁にこまかな押圧剥離を加

え刃部を作り出している。 4は打嬉が除かれている。

不定形石器 (第 9図 5 図版 8) 

ニケ月状の)11原石を用い、両側縁からの敵打によってくびれを入れている。
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第 8表出土若器観察表

ζ〉 図版 折v図 出土 法廷 (cm) ヨ五
石賀 1

名称
番号 番サ 地区 設大長最大l幅最大!手 (g) 

8-8 9 1 :{I 箆 5-H 6.8 4.2 1.5 56.6 砂岩

9 2 掻 器 10-1 (4.4 ) 3.7 0.9 18 yl:宕

10 3 掻 若号 日一-.J 5.7 4.2 1.6 33.8 {沙岩

11 } I tili ~i但T 1 J 6.8 4.8 0.9 43.5 支え~I

12 5 l::f定Jf3石器 10-H 11.2 3.2 1.5 67.3 }望者

第 9図 出土石器実測図
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5 遺構と遺物

2 平安時代

(1)遺講と遺講内出土遺物

① 竪穴住居跡

第 7表 S 1001竪穴住居跡

2-下

検出地区 11-J， 12-J 挿図番号 第10-11図 図版番号 4…上，下

5-上，下

東壁 西壁 南壁 北壁

法 壁 長 306cm 312cm 289cm 298cm 

壁 問口 20-22cm 17-22cm 22-24cm 19-21cm 

量 壁 溝 l幅 4 -22cm 

壁 溝 j菜 5 -l1cm 

平面形 方 積 9.97m' 主軸方向 N-19
0

-W  

者在 吾阻刃む
第VI層上国で確認された。

援
四度とも床面よりはぽ垂直に近い角度で立ち上がる。壁高は17cm-24cmと若干浅い

感じを受けるが， しっかりとした作りである。

カマド焚き口とその周辺，住居跡南東部には焼土を，さらに西壁とその周辺には炭

床 面 化材，炭化物が多く見られた。北西隅には柱と思われる丸太材を検出した。床面は

カマド周辺が非常に竪くしまっており，地は軟弱で、あった。

壁 溝ー 南援に沿って長さ280cm，編 4-22cm，深さ 5-llcmの規模で擁認された。

r一一一ー一一一ー

ピ 、ソ 検出されなかった。

付 主壬EZL L 

位 議 i東壁牧よ叫に存在 |素材|第百麗褐色土を使用

カ vマ カマドは住居跡構築時に第VI層掲色土を残して袖部としているものである。

天井部には自然石を使用したものと考えられ，崩壊の際崩れ落ちた石が焚き口に見

られる。煙道は壁外にわずかに張り出している。

遺物とその
出土遺物はすべて土師器で，カマド内及び床面直上から出土した。

出土土器のうち約 4割はカマド内からの出土である。出土破片から推定すると饗形
出土状態

土師器である。

イ蕗 考
焼失家麗である。
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5 遺構と遺物
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ド?吋
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1m 

}吾

l lOYR予五 日斤 fjる色 手，Jj性

2 lυYR% 祭禍色 :j:òn~!Íl 、 ;1 石、 Ut土微量混入!

~.5Y H.% 1J; l'め色 l't'ij'.'l'i 

4 2.5 Y R五 111i赤補色 。Q;絡色焼一1:多iifに混入

5 lO YR紅 HI~ tH色 焼土ilL入

第11図 S1 一?、
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孫右エ門館遺跡

10cm 

第12図 S I001竪穴住居跡出土土器実測国

第 8表 S I001竪穴住居跡出土土器観察表

ヤト 11!I 内 H耳

|色
1古 土 iJ1il すす

j岳号喜子号地 [Li 調 .W!: 品開 調 警長 色 司司

8 1 I 51001 
ロ綾部， 11最ナテー

によい吉IH在色
口絵1司;守指ナテー iい鵡色

~ mm大の小4i
IJ阿部，ヘラケズリ 括IJ毛日→ナデ 胸部，刷毛自 を含む

14 2 お[00]
11州都，ヘラ十デ

It 
腕部，刷毛日

1/ 
底在日，ヘラサズリ ill:nr"ヘラナデ

15 3 I 51001 
11同音[1，ヘラケスリ

t在 色
!ま1扇，砂1長

②土師器

当遺跡より出土した土師器はすべて SI 001竪穴住居跡からで、コンテナ 1結である。破片

より推定できる器形は長腕または小形の護で、ロクロを使用したものはみられない。

口縁部の形態は、①ゆるやかに外反するもの、② r< J 字状にやや強〈外反するもの、③嗣

部に対して車角に近い角度で外反するものがみられ、底面においてはス夕、、レ状庄痕を箆なでに

より磨り消したもの、砂粒の付着したものがみられる。

調整から見ると口縁部内、外面は指なでを施したものが多く、②においては口唇部付近まで
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6 まとめ

箆なでを施したものがみうけられるの制部外国は箆なで、刷毛自が擁され、内面は刷毛目が施

されている。底部外面は粗い箆けずりが施されているの

6 まとめ

孫右エ門館遺跡は秋田県鹿角市花輪宇孫右エ門館に所在し、地形的には花輪盆地東側山地末

端に形成された標高 191mの花輪高位段丘上に立地する縄文時代と平安時代の複合遺跡である。

縄文時代の遺構としては、屋外炉、埋設土器で後期のものと考えられ、出土遺物には中期末、

後期、晩期の土器と箆状石器、掻器などの石器がある。

平安時代のi宣構としては、竪穴住居跡、 1軒で、床面や理土から多量の炭化物、焼土が検出さ

れた焼失家屋である。一辺 3mの小型方形で南東壁にカマドが付設され周溝がめぐる歌内遺跡、

:jtの林 I )-，、
さH と設計、構造の同類のものである。王子安時代の後半

期のものであろう。竪穴{主席跡からの出土遺物は長銅の棄形土師器て・あるつ

これらの遺構と遺物は調査区の北西隅の狭い範囲からの発見であり、このことから遺跡の主

要部分は西に隣接する草地、畑の平坦面と考えられる。

主要参考文献

今井富士雄、磯1[1奇正彦 1968 I十腰内遺跡J iJ岩木山』

鈴木克彦 1974 iJ中の平遺跡発掘調査報告書』 青森県埋蔵文化財調査報告書第25集

葛西 励 1979 I十腰内 I式土器の編年的細分J 11北奥古代文化第11号』

中村良幸 1979 11立石遺跡、』 大迫町埋蔵文化財報告書第 3集

秋田県教育委員会 1979 11塚の下遺跡発掘調査報告書』 秋田県文化財調査報告書第61集

秋田県教育委員会 1979 iJ館下 I遺跡発掘調査報告書』 秋田県文化跡調査報告書第62集

成田滋彦 1981 I青森県の土器(後期の土器)J If縄文文化の研究 4dJ 

発掘調査参加者

安保隆生、小田幸吉、小田藤次郎、海沼仁太郎、木村省三郎、黒沢 猛、根本市蔵、

福本雅治

安保洋子、内田トキエ、小田島カチ、海沼栄子、 )11又 リサ、黒沢アキ、黒沢栄子、

黒沢サヨ、児玉春子、児玉 ヒサ、児玉ミツエ、斎藤節子、佐々木満子、佐藤カン子、

佐!蕗 トミ、佐!露 ミサ、問中ヨシエ、成問 ヒサ、松岡 ヒサ、
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案 内 遺 跡

遺 跡、 番 号 No.l8 

所 在 地 鹿角市花輪字案内18番地の 1他

調 査 期 間 昭和55年 9月22日-11月4日

発掘調査予定面積 2，205m' 

発掘調査面積 1，600m' 



案内 I遺跡

l 遺跡の概観

案内 I遺跡は鹿角市花輪字案内10-1他に所在する。この地は国鉄花輪様陸中花輪駅より東

1.8 km、県立比内養護学校東山分校と東山団地のほぼ中間

140度40分40秒の地点である D

し、北緯40度目分20秒、東径

山)jJi(の -~I華をなす二ツ森 739 m) の111麓から西dへゆるやかに延ぴる、

200 m程の花輪高位段丘上西端部に る。南・北1~U は大きな沢に切られ、南方 200 mの所

を福士)11が西流する。現状は畑地である。

r、 ニエt:n'-4←- 弓『

乙 司母委主じ1)

遺跡、は東北縦貫自動車道の本総にあたり、調査予定地内に存在する中心杭ST A 137十60と

S T A 137十80を結ぶ直線とその延長総を基総とし、これに直交する線を し5mX5mグ〉

グリッドを組んだ。グ l)'/ドの名称は南東隅の杭をその名称とし、南から北ヘアラビア数字を

8から15まで¥ ら西へアルファベットでEから Pまで付し、これらの組み合せにより 8

Eグ1)、ンドのように呼ぶようにした。争JJめ4本のトレンチを設定して遺構の確認に務め、その

ら精査を開始した。 遺構の実?NIJは、 2本のグリッド杭を結んだ棋を

とし、これに る lmXlmのノトグリッドを る簡易遺 t)方方法を用いた。

3 調査の経過

9月22Bに現場にプレハブ2煉とトイレを設置して器材を撮入し、発掘調査の準鑓を整える

26日に遺跡の東側から組掘りを開始する。縄文土器片、土師器片が出土する。 遺跡、の中央部分

が慌に削平されて田地になっていたので、ここを排土の捨場とする。

10月4Bに14-Pグリッドで検出された丹7訟の落ち込みを S支 001土壌とする。 7日に12-

Pグ1)ッドで埋設土器が確認され、これは SX(U)OOlと命:名、吉田に SK001に重複する

ランを確認し、精査の結果石組炉が検出されたので、これを S1 001竪穴住居跡とする。 13-

Pグリッドで S1 002竪穴住居跡を確認n 13日に13-Lグリッドで円形の遺構を確認し、 S1 

003努穴住居跡とする。この住居跡は北測の壁が再Ij平きれていた。農繁期のため作業員が減 1)、

発掘作業が遅れがちになる。 16日にll-Nグリッドで検出されたプランは、 10-Nグリッドで

カマドが確認されたのでS1007竪穴住居跡とする。 2]日には S1003の南ー西隅に士墳を検出し

たので、 SK 002とした。 25日に 9 Fグリッドで黒色土のフGランを確認、内部に完形に近い
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4 遺跡、の層{立

土器が押し損された状態で検出された。 30日にl1-PグリッドでS1 004 I竪穴住居跡を確認し

た。 9-Fグリッド、検出のプランは竪穴住居跡と土墳が重複したものであり、 S1 006竪穴住

居跡、 SK005、SK007土墳とした。 13-KグリッドでS1 005竪穴住居跡を検出する σ

11月3日に遺跡全体のコンター図を作成し、 4日には全ての作業を終了して器材の撤収を

了した。

4 遺跡の層位

層位を把握するために、遺跡西側に幅 1mの南北 (Nライン)のトレンチを

し、観察を行った。

._}._) 



案内 I遺跡

5-一一一

~~算用数字は 5 1007霊宍性器跡の
土塁断題国の土急説明と一致する。

11 !lOY R先渇色

iIl 110Y出附色

w 110Y R'7i 褐色

V !lOY R;J{黒色

竺 土色 If結

w11げ黒色
z

m lmR% 矧色|大湯j拓粒子を含む

m110Y R3i 黒色
i

双 110Y 茶色

X lOY R% 賞掲色

沼 110YR% 笈褐色 IJ也UJ屑である

第 2隠 Nライン土層国
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十14
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ぐ三ノ

額三xω
3 二土よ。SK(F 

十13

。CEJjsK00
f三

S K010 
S I 004 

十12

~己主デ子、 田 地。
S K013 

十11

QSK006  
/ '---______/ / I 十10

。SK014 
I I I /' n A / ~ ¥¥ 

1-
/ 1¥ 可ニニf、 /1 +9 

S K005 

十 十 十 十 十 十 _L 十 十 十 十 十8
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自 111 m 

第 3図案内 I
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5 遺構と遺物

5 遺構と遺物

本遺跡の遺構の構築時代は縄文時代と平安時代であり、遺構と遺物の記述は時代)1頃とした。

検出された遺構数は以下の通りである。

縄文時代

平安時代

1 縄文時代

竪穴住居跡…ー…一-一一 6軒

フラスコ;!犬ピ、込ト…… 2基

" 1軒

(1)遺構と遺構内外出土遺物

① 竪穴住居跡・土墳・フラスコ状ピット・;埋設土器

ミート
fヱ三

確 C;;7J 
p.c，、

表

不整円形

立層上面

ぴ) I I ;口
… i鼠

主ili出方向

- 57-

，..・・ 9 

8 ・...........1

220cm 

N-3Ct-E 



案内 I遺跡、

出

A 

一{ 

，r， 
v 
fで

( 

亡コ
'---' 

H : 196.000111 
出

S
E
S
-
-
1
ム
智

第 1J百 10Y H CJ士

2 lOY R写例色 黄色 L、炭化物を徴況に含む

3 lOYR% 11 11 を少ill含む

4 lOY H予ゴ l' I! を多に含む

5 lOY 11 11 ざふ こパグ守M主[，1-むL 

6 lOY R% " 11 

rn 

第 4図 S 1 001竪穴住居跡およびS

58 



5 遺構と遺物

第 2 表

遺構名 !SI002
遺

構
12-0. 12-P 

検出地区 I~~-;司 13-P σ1 

位
挿図番号|第 5r~Rl，第 14図

一千 I I 0 

図版番号 I 4 (上)， 11 

336cm 
法

12~42cm 面 積 i 10.62凶

豆Eヨ王

円形 主車111方向 N-86
0

- E  

確

ムぷ

r) 号 l~il い。床面中央西側に炉がある。

J
i
 

-
-

一T
L

A--、
け
日
川

ド一

住居‘内に F\~P7が存在する。 P1 (61 14) P3 (32) P4 (21) 

ps (28) 1¥ (11) h (11) 

f扇平な JIIJ京石を慣用した方形の石組炉 (6，1X である。

床面ili上より遺物が出土している υ

遺q1nとその

出ニ1::.:1え態

59 



案内 I遺跡

Qを
-Il--

、
向

B 

勺
i
5
0
0
ト喜一一山

ho

一
m
 

ハ
υ

ヴ

i
ρhu 

ハ
叶
U

1
よ

第 5関 S 1002竪穴住居跡実測図

- 60ー
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第 〈円3 表

遺

構

グ3

{立

震

4 (下)， 11 

lp由 435cm 

。

5 遺構と遺物

短 jli由 410cIl1

。~
量

円

五在 認 i地111街i

壁

ff.j慢が確認できたのみであ i)，北 m~は床面まで削干を受けていた。

国hkp 

ド
ι

全体に平:[-11.であるがヲ炉開辺は 11:1]8カ1見られる。

十。

Pl-~ PlOiうf見られる。 F¥( P2(51) P:J(65) P4(66) 九(40)

I¥( 28) Pi( 82) 九 p以19)

F'q1)'セトになる(? ) 

北壁に接して不整長方形の掘り方と 1St土があり数ヶ

もの等からラ長 )jJf~ を悲調とする石組炉の存在が考えられる。

遺物とその

出土状態

f脂考

i皇土中より出土している。床開に近い所から石IDlが検出された。

61 



案内 I遺跡

，/' 

/ 

/GP 。
P2 

/〆

G
 

② P 5 。
P4 

@P3 OP8 
C 

。P7 

m 

第 6図 S 1003竪穴住居跡および SK003土壌実測図

位一



5 遺構と遺物

ん弟今ヤ

i章構

I葺
11-0. ll-P 

検出地区 I ~= の

挿図番号 |第 7図
しJ J θ 

5 

車由 車自

法

確 認 IlX層下田

西壁と南壁の一吉15が確認できたのみである c

幸
一

p
m
十一
一

床面中央北側に炉がある。

面床

と思われるがセ、ソトは不明。

002に破壊されて

遺物とその

出土状態

S 1004炉を破壊して SK002が構築されている。

備考

63 



案内 I遺跡

，/
f
l
l
¥
¥
 

S K002 

¥ 

¥ 
¥ 

R _:.:::...-<> 

/ 
/ 

/
 /

 /
 / 

。P5 

¥ 
ム¥

H : 196.3UUm 

イ
寸

5
0
0
0
ド
♂
円

z 

m 

JISiJIIl'i 色 1Jiii ぇιJ 

i第 l層 lOYRj:{褐色 主詑z色十茶色ゴこの混合土

? 10Y R%  Ilt"itお色 JJ 1E~入

札ηJ 10Y R%  黒褐色

4 lOY R%  IJ音褐色

5 10Y R%  黒褐色

層lili'l イて 色

第 GJ言 lOY Rxi 時褐色

i lOY R%  時褐色

8 10Y R先賞褐色

10Y R%  黒褐色

10 10Y R% 褐 色

第 7図 S 1004竪穴住居跡、および SK002土壌実itilJ図
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第 リ「 表

遺構名 S 1005 

構

検出地区 13-K 
1 (7) 

{立
挿図番号

思1主主 10  

図版番号

長 J屍 軸

法

。-10cm 面 積

最

確 認 | 豆層下出

壁

床面i

2個検出した

ピ

床面車上よりの出土が多い。 ト腰内 I式土器。

遺物とその

出土状態

S K004と重複する。

備考

65 



案内 I遺跡

/ ， 
/ ¥ 

f OP27  

¥ OP155ク引
(( SK似り

¥ぐ ¥え 三ρ、

1OY R% 黒褐色

3IIOY R 1克黒色

411川百黒色

~ 

lOY R究黒 色 i鴇色土粒子を含む

第 g図 S 1005竪穴住居跡およびS

66 

{〆3
1焼土



5 遺構と遺物

第 6 表

遺構名 S 1006 
1ヨ8邑

構

検出地区
8-F， 8--G 

9-F， g-G の

第 9図，第14図，第15図
C 

司、¥

挿図番号
第17図，第18図 。 ¥ をヨ置

6 (上)， 6 7 (上)，
図版番号 υ 7 (下)， 11， 12 

長 軸 395cm 短 軸 310cm 

法

壁 高 。-10cm 面 9.72m' 

量

平面形 楕円形 主軸方向 N-51
0

-E  

石室 壬口』刃仏、 立層上面

削平をうけており，遺存状況は良くない。

援

床

面 I中央部に SK005が存主する。凹8が著しいe

{主)苦内にPI-P7を確認した。 P1(25) 7) P3(32) 18) P6(20) 

ト。 P7( 13) 
d寸

柱穴としてどのような配置をなすか不明である。

南西壁に接して作られ，平面iUJ字形を呈する。 る石の配列から石組複式

炉
炉カf考a えられる。

床面産上にjliぃ位置から中期末と思われるこ仁器が検出された。

遺物とその 確認、面ヒの土器は十!l要内 I式の土器が多く，西側に隣接する SK007と当住居跡

出 土 状 態 が廃棄されたあとに，これら まれたものと忠わhる。(10間参照)

に隣接する SK007は当住居跡よりも 時期と考えられ SK005

{詣 考
は住居跡より新しいc

ρ
h
U
 



案内 I遺跡

ィ

γ

S K007 

.......--r--__...，.，.，. ...... ..... 
ー ¥一、γ 、

/" ~ ~. ..... ， / 、

ノノ 、、
I 、、“・

/ / 
/ノ

ノノ， 
J 

1， 
e 

/ノ

¥、、、

、 、、

。一N
U
U

ノ/

1; 
J 

，〆
/ 

/ 
/〆

〆
ノ

一一

JL H : 20().600m~ 

第 1層 ]DY R古巣f.)，~色 にぶい賞段色土多量に含む

~ lOYR1}i黒色

3 lOY Rヲイ黒色

副t lOY R 1~石黒色 ft行責褐色土混入

5 10Y R% 黒褐色

イ
寸
5
0
2
.
c
c
m

出

nl 

第 9図 S 1006竪穴住居跡、および SK005・007土墳実測図
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案内 I遺跡、

i雀

A 

A 

S K006 

!言目白 色

1 lOY R 1;J{黒色

2 lOY R% .'.1.'，褐色

3 10 Y R 3f 黒褐色

WY R% .~.'，協 B

b lOY R% 11者総色

b luY R% f品色

I 1 1りYR% 黒褐色!

S K013 

A 

A' 

A' 
H : 197.600m → 

jlli 1] ι 

日:197.200 

口]

舎ム

A 

第11賠 SK006・010・013・

- 70-

局時点

i 

ワ

'号J一'

4 

。
ι 

7 

自

~ 

10 

S K010 

A 

A 
日 :197.000mム'

層lilii ゴ二 色 jl前 Jj' 

l lOY R% AIHi毛色

2 10Y R3{ 黒色

日 7.5Y R封筒色

4 lOY R~-:; 黒錆色

5 lUY Rl.)/{黒色

伯 10Y R).:i f昌色

J lOY Iミ災 時十品色

S K014 

H:197.000 mi  

J~ f!; fliH 1'; 

10'1' R% 尚 色

lOY R% 111;褐色

lOY H% 褐色

10'1' rU'iI Il自褐色

lOYR% 潟 色

lOY H% 十'i-j 色

10'1' R% Yt約色

lOY R% Iザl黄体i色

10Y H~，;í Bffi 1.品色 i可f品色こ土を含む

10'1' RX IItf 潟色



~⑮ 
S K(F)015 

A， 

。 2 rn 

層)11員 色 {胎 華J子

1 10Y R%時褐色 結性強、炭化物、小石を少抵混入

つ lOY R% 0音褐色 *1片性強

三CJ lOY R.%友裕色 粘性~~

4 lOY R%泉溺色 十占性強、炭化物、褐色土混入

r 口 7.SYR~f，褐色 I'I~性強

lOYR%碕治色 結|笠 5~H 、炭化物

i lOYR%黒褐色 *15'1笠強

え lOY R五.w.色 キ占'1'1:強

5 遺構と遺物

S K(F)OI8 

: A' A 
宇一-

層)1阪 1二 色 ュ#j-

l lOY R% a奇禍色

2 lOY R% 褐色

3 7.5YR% 褐色

4 lOYR% 賞褐色

b lOY R% 褐色

6 lOY R% 寅褐色

7 lOY R% a苛掲色

8 lOY 氏支補色

日 lOY R% ，信機色

10 lOY R% 褐色

第12N!J S K(町015窃 0187ラスコ状ピヴト

¥ 主総i
A' 

11計局色 | 池山松子守を含む

A I ¥ 

eη 〉 l()Y HX  

7.5 Y Hヲ

A' A 
日 197，000m -→  

第13図 S

() 1 111 

- 71-



案内 I遺跡、

S K001 S K002 S K003 

j市 図 第 4図，第15図 第 7図 第 6図

図 )夜 3 (下)， 11 5 (上) 4 (下)

13-P， 14-P 11-0. 11-P 13-L 
よ

平面 71ヲ 円形 楕円形 小判形

主車[8方位 ←一一一一→ E←一一→W NE←一→ SW

長軸 110cm 
法

118cm 72cm 

短軸 110cm 96cm 50cm 

豆Eヨ王

深さ 40-50cll1 55-74cll1 11-13cm 

出土遺物

SI004を切って構築してい SI003を切って構築されて

と重複，注居跡より新 る。袋状の土填 いる n

しミ。

S K 004 S K 005 S K 006 

挿 間 第 8図 第 9図， 第15図
第11図，第15図

第17図

同 j;反 5 (下} 6U主 6Cf)， 8 (i~) ‘ 11 ち 12 8 (i中)今日

9 。‘ 10-0 

円干f;

N←一一→ S

245cll1 

a 短軸 210cm 

室巨さ主号

よ{オタロ立 ぷと士》

出土遺
覆土 1-面

{蒲 考‘
Sl005と重複する。 SI006と重複する。 聴層で確認、

同時期であろう。 SK005が幸庁しい。 袋状の土境

第 7表土壌観察表

72 



5 遺構と遺物

9 (中)

8-P宅 g-p

円形

主軸方位 NE←一→ SW N←一一→S N←一一一-+S

法
長軸 260cm 125cm 170cm 

短軸 180cm 105cm 140cm 

量
深さ 75cm 75cm 87cm 

覆土中より大将A'式と考え

出土遺物 られる寵形土器検出，大木

10式土器混入か。

vlll層上面で確認

袋状のニi二壊 袋状の土壌

持'i 第16図

図 !坂! ヲ( I~ ) 10(中・下)， 12 

検出地区 12-L 13-K句 13-L 12-P 

平田形 円形
検出状態と遺物

卵形のJ語り方 84X
モー一一……一一一令 NE←一一→sw 36)の北部jにほぼ接して，

f本部上半をやや甫↑則に向け

160cm 175cm て埋設されている。頚部よ

1)上を欠く。なお周辺部よ

車由 150cm 145cm りの破片接合で，図上完31ヲ

となる。

j菜さ 50cm 50cm 土器は最大琵が体中央部

出土遺物
にくる壷形のものであり，

直繰・曲椋・弧練の組み合

地山面で確認，断面はフラ J 、 わせによる。十桜内 I式土

{詣 芦J スコのくびれ部分が削平さ 分が~Ij平された逆台形の断
器の典型であろう。

れ逆台形を皇する。 面が観察された。

第 S表土境，理設土器観察表

73 -



案内 I遺跡

(2) 遺構内外出土遺物

①土器

の〉

2 

3 

5 

7 

5 g 

2 10 

-ff 
12 i3 

15 

11 

17 
18 

16 

遥空語 第14顕 S1 002・003・

19 74 
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案内 I遺跡

% 

o 5 cm 

36 

第16図 S X(U)OOl埋設土器実測図
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5 j章構と遺物

37 

38 

39 

cm 

第17図 SKOI0 . S 1 006・SK005 



案内 I遺跡

j
 

J
/

ノ

/

凋

斗

・

/
Y
J
4
-
-

J

/

 

〈

一

ノ

/

九

43 

¥益三7
/'7 

46 

o 5 cm 

第18図 S 1006・001・003緊穴住居跡、 SK007 ・ 010土墳出土土器実~WJ図

第 19国遺構外出土土器実~WJ図
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5 遺構と遺物

げ
山
げ

U
門
別

，f，~q存!川

智醇川

〈建諮札 口
ヘ¥¥室" U 63 

第20図 遺構外出土土器拓影図
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耕一
J
H
跡
事

(1) 

文
考

にぶい褐色

北閥'A什fe白土目台
調

表

面

色

察

内

様

観

| 外面 i

~~t 様 !?色調

ヨヲE7戸17仁:主主E翌十三 -IJ

n.口

一-'1'，，1' ゴ二第思議

図版番号|挿図番号

;掲

にぶい樺色" 
色褐灰ヰゴ

，d
l
-J

 
1
、

に.~~' ¥'、褐色LR縄文:→ J!~î 付・

網目状撚糸丈

I! 

一一一一一ト ー

色字詰J思掲灰色円み
1
1
J
 

、t
B
P
4[

 
n
b
 

4 
十一一 l 一四

5 i芙黄間色/1 11 5 

" 
L 縄文→沈椋→.ft~~1W

i土統→[何百

11 6 

にぶい樟色にぶい桂色11 

i実質権色 " 
撞

色

色にぷい栂色

灰

褐

褐∞C
 

色灰

に .h'い燈色RL縄文→沈組→磨消 1/ 

褐 灰色 褐灰色

" 12 

13 11 13 

にぶい褐色によい樺色

i明 ij予褐色

明黄禍色

1/ 
ト 一向iτ「つ

にぶい赤褐色

ヤ一一一一

" 
11 15 15 

によい賞褐色

に v~~' い撞色

によい鐙色

浅黄桂色

にぶい褐色

色

!明褐灰色

l'笠

11 

トーー斗一一Lι一一二一一一一一一ーと一一一一一 黒 t!i~ 13 
17 I 18 I " I ~，ltJ 自状撚糸文 JI 

ト一一一一…一一→一一-..-一一一十一一一一一一一一一一一十一 一一一ート一一一一一一一一一→
18 I 1川 11 什凶→断w 1m 5己 色i

1--一一一一一一ぺ一一一一一…一一一ート一一一一一一一一一一一一一一一一一 一一一一 一一一一一一一一一一一十一一一一一一一一一一
19 I 15--20 I SIく005 ! L縄文→沈線 υ こ..，.，~-;~ l，. ':1 桜色

ト …: 一一一一一←一一一一一一一一一;一 一一一一一一一一十一一一一一一一→
11 20 21 I S10川 縄文→沈椋→麿消 川芳賀地色j

ト l 一一一一一一←一一一一一一一一一一十一一一一一一一一 一一一一一一一一一一一一十一一一一一一一一寸
| 立 1f 什t~、京→1P7ji!j 什二よい|笠色l

" 
J! 

16 
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タ十 語] F可 面
図版番号 4弔問番号 出土地iま 日台 二1-: ;，~-

コピ ，様 色 調 文様 色 言明

S1006 沈線→!霧消 色 にぷい笹色

24 11 /1 宇品 色 明褐灰色

つム.i;_)に S1006、::;1003 /1 字詰 F疋 色 色

26 S100G /1 に，~:'い般 l色 に，，~~'い賞、:1'歪色

27 /f !I /J 色

28 " fI 色

28 つ】9 11 にぃ摂色 /1 

29 30 }/ 11 11 

" 
30 31 SK001 LR縄文一〉沈線→j告出 にぶLミ貰褐色 !長賞宇，)~色

31 :32 11 RL縄文→沈線→謄消 資隅色 1/ 

32 :33 SK006 " 
寸柿 色 j支黄桂色

一一一…ー
33 34 S.K010 " にぶい褐色 r;金線貼付 に ぶ い 褐 色

34 35 I! " 
11 にぷい赤褐色

36 SX( U )00] 沈線一→酪~W にぶい間色 色 4単位

:37 8KOI0 RL縄文→沈線→ l~げ~?磨消 灰 f品 にJJい芦;燈色

37 3お S10013 L~lílli 丈 浅黄 1音色 j支黄桂色 波:1犬口減 8単位

38 8K005 LH縄文→沈~ífit→!砦消 に よ い 樺 色 野音15亥IJ目 4金 色 波状自主主 5単位(?) 

81 006 LR縄文，折り返し仁川改 :褐 Fk 色 に ぷ い 褐 色

I! LH縄文 にい褐色 によい桂色

，12 81 001 11 ，底部ナデ 褐 色 に v，;::~ 1 ~2mmの小石 ノづ3' 

43 81 006 L出llLiC にぶい按澄色

44 8K010 褐 I~ïミ 色

表1現君主土第 10表

Cむ
トA
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土器観察表 (3)

タト 前i 内 面
図版番号 挿i沼番号 出土地区;

;文様
日ム口 こと 1;信 ゴJι 

文 {蒙 色 司竜 色 調
一一一

45 81 003 LR縄文 にぷい黄櫨色 灰黄褐色

12-42 46 81 浅黄 t登色 浅黄桜色

43 20--47 14-P LR縄文 灰 半島 色 によい掲色

44 48 9- i.-:iZ-序:nぎ によい;澄色 にぶい j澄色

45 49 
" 

縄文圧痕 褐 灰 色 にぶい褐色

|によい賞後色46 50 8-F 網目状撚糸文 灰黄禍色
ト一一一一一一

47 51 
" 

11 I! 灰賞補色

13--48 に、JLつd 9-F 11 に v~-;'い赤褐色 にぶい樺色

49 53 13--L 網目状;撚糸丈折り返しにI~~ま 里 掲 色 褐 灰 色

50 54 81006 RL縄文→沈線→麿消 ネ登 色 中登 色

51 55 13--L 11 11 にぶい，澄色
ト一一一一一一一一一一

52 56 11 11 j究賞樟色 i芙黄控色

53 57 8 --F 1/ によい黄櫨色 浅黄燈色

54 58 13-L 11 にぷい黄櫨色 にぷい黄櫨色

55 59 8 --F 11 11 1/ 

56 60 9-F 沈締→)喪消 灰賀補色 11 

13--57 61 8-F 沈 11 にぶい雄也 キ笠 色
ト一一一一一ー一一一一一一一一

58 62 15-N 11 灰 i当 色 唇部沈総 灰 自 色

59 9-F RL縄文→沈線→車iJ突 毘 掲 色 褐 灰 色

64 13-F 貼付 に"，6';~ い黄撞色 灰 白 色

65 1/ 底部一貼情状の脚部 j実寅 1笠色 によい貰澄色

13-60 19 15---N RL縄文→貼付→沈線→磨消 i支寅概色 唇部沈線 明 子品 色 査 形

第 11表
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案内 I遺跡
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10 
第盟国 -外出土石器実?MiJ図(2)

5 ! 68 I描 3.1 1.0 

6 69 t蚤 君号 SI 006! 5.3 3.2 0.8 

7 701円盤状石製品 i14 N 4.0 0.9 

22-8 71 出 石 SI001 10.1 7芯 4.5 551 

9 72 間 石 SI006 9.9 8.2 1500 

10 73 石 盟 SI003 29.3 24.4 7.4 5451 

第12表 出土石器観察表
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5 遺構と遺物

遺構について

遺跡は、舌状台地端部にあり、調査区はその平坦部から北西部に向かつて、緩やかに下降し

ている。調査区中央部が既に削平きれており、遺構の配置等を考える上で大きな障害となっ元。

縄文時代

ア霊宍f主題題i

6軒検出した。いずれも壁が制平を受けており、確認面一床面という住居跡も見られた。

面形態は、円形もしくは楕円形を呈するものと思われる。面積から見ると、 5m'未満の小さな

もの(S 1 001)、ほほ10m'以上のもの(S 1002-006)に分けられる。確認された炉は、石組の

もので、その形態から二つに分けられる。一つは、方形、長方形の石国炉をもつものである。

位置は、床面中央より周壁に寄って設置されている。もう一つは、石閤複式炉をもつものであ

る。 S1 003は、どちらに属するか不明確で、あるが、後者が壁に接して設置されていることを

えると、石間複式炉と思われる。

柱穴は、 S1 001のように見られないもの、 S1002・003のように住居内に存荘し、上屋の

想定のできるものがある。しかし、それ以外は住居内に幾つかのピットが見られ、それが柱穴

の一部をなすと思われるが、どのような配置を示すのか不明である。

イ 土壇・フラスコ状ピット

これら土墳群は、 11基を数える。断面形態は、袋状を呈するものが多い。しかしこれらが全

てフラスコ状ピットとなるかは疑問が多く、一応断面が逆台形状を呈するものを、 SK(めと表

し、それ以外を SKとしておいた。

平面形は、円形を基調とするものが多く、径も 1m前後、 L5m前後、 2.5m前後のものとぱ

らつきが見ら丸る。 住居跡、と切り合いの見られるものもあり、住居跡を切っているもの、切ら

れているものがある。また同時期と考えられるものは、住居跡と土壌の埋土状態の視察によっ

たが、断定はできない。時期的には大部分は、住居跡と同期の中期末~後期初頭頃と考えられ、

S K 010のみが晩期末の構築と想定できる。

遺物について

出土遺物は、縄文土器、石器、石製品である。

(1) 土器

出土土器は、いずれも縄文土器であるの 遺構内からの出土が多く、遺構外出土は相対的に少

ない。

に
d
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案内 I遺跡

I群 中期に属するものである。

1類大木9・10式に比定されるものである。(14図11~ 15)、111土、 S1006床面近くから

一括して出土した土器の一部の拓影である。この土器は、口縁部から底部まで縦に半載された

ような状態で、確認されたが、遺存状態が非常に悪く復元が困難で、あった。口縁部は、平縁で横

位の刺突が回る。体部文様帯は LR縄文の地文に、沈様と磨消によって 'fU形に区画された

文様が横位に展開するものと考えられる n この文様帯の下位にも異種の区画文様帯の一部と思

われる沈線も見られる。 13・15は11と同一個体である。

2類 大木10式の組製土器を成すものであろう。 (15図34・35)、34は、内面口縁部に「ノ」

字状の貼付が付されるもので、この部分が、大きな波状口縁の頂部となっている。外面口縁部

は沈棋が巡る。胎土には小石の混入が多く、焼成は良くない。 SK 010理土より出土した。

II群 後期の土器である。

1類 縄文の地文に沈線と磨消縄文の見られるものである。 (14図 1 、 6 、 15図 21 、 31~33

17図39 、 20図 54~59)、磨消縄文は、車線を主体とするものと、曲線的なものがある。 17図39

は、 5単位の波状口縁を呈するものと思われる。文様帯の上下を画する平行沈様間を I----'J :1犬

の 3本沈線で連結充填したもので、文様帯上下を磨消している c 波状口縁下には、平行沈縁部

まで達する IX 様の沈娘が見られ、波頭部に刻自が施されている。地文は LR縄文である

2類 綾絡文の見られるものである。 (14図 1、 2)、 1は、綾絡文を付した地文に 1類の

文様構成をもつものである。

3類 網目状撚糸文が施されているものである o (14図 4 、 5 、 20図50~ 、縄を軸に巻

く方法が異なるためであろうか、定型的な網白状を呈しているものの他、不整形のもの (14図

4、20図52、53) も見られる。 53は折り返し口縁部に横位の撚糸文が施きれている。

4類 沈綜と磨消手誌の見られるものである。(14図 7、9、19、15図22-30、16包36，20 

図60、61)、調査区東側の S1006・SK005・007から比較的多く検出され、 S1003・SX(U) 

001からも出土している。 16図36は、;埋設土器で、ある。図上復元の輩形土器である。頚部から

体中央部まで沈j誌のみによる文様が砲されている。上下を平行沈線で画し、 4単位の入組状の

渦巻文を右函り横位に展開させている。この主モチーフと平行沈線簡を埋めるように三角形の

沈線文が施されている。

17図38は、無節の縄文に波状口縁部に縦{立の降線貼付を行っているものであるつ出土レベル

は、 4類土器の多くと同じである。 20図64も同一個体と思われる。

5類 口縁部に 2条の縄文圧痕の付されたものである。 (20図錦、 49)、いずれも遺構外出土

である G 居熊井遺跡第III群 5類 6種に類似する。

6類(20図63)、日縁部の横走する平行沈線下に、三角形 ると思われる沈線モチーフが

- 86-



5 遺構と遺物

あり、その中に円形刺突を行っているものである。沈線の彫りは、いずれも深い。

20図65は、粘土溜貼付により脚部を作り出している底部片である。

III群 晩期のものである。

1類 資形を呈するもので、口縁部に 'BJ字状貼付を伴う。頚部には一条の沈線が巡り、

体部には縦位の縄文が砲されている。口唇部内面にも沈線が見られる。

2主日 る{ 刻自をもっ山形LH哉のもので、口縁~t本部上半まで 7 本の沈

る。この体部上半の沈線をこえていくつか貼溜が付されている。内面口縁部にも沈線が

見られる。地文は縦位の RL縄文である。

(2) 石器・石製品

出土した石器類は10点である。 S1006・SK005出土石器以外は、遺構内外出土ともに

中している。

石器は、麿製石斧=石箆怠掻器 a 凹石ー石血があり、石製品には円盤状石製品が見られる。

、大形のものとミニチュアのものがある c 掻器には、縦長剥片を利用したものと、

したものがある c 石IlILは楕円形に整形した安山岩を上部には隅丸長方形に削り

Ify.. 1)、下LWには方形の回開] (~---車、1] 欠 J員)を昨り出している。

を素材会としており、円形に甫i取りした徒に、両国穿孔が施されている。
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案内 I遺跡、

2 平安時代

(1)選構と遺構内出土遺物

(主) 竪穴住居跡と出土土器

第 13 表

遺構名 IS 100 
i童

構

検出地区
10-N， 10-0 

:40 ll-N， 11-0 
σ3 

位
。

挿図番号 第23図，第24図 θ 置

図版番号 10(上)， 13 U 
東壁 西壁 南壁 北壁

法 壁 長 461cm 430cm 444cm 472cm 

壁 F口ヨ3 30cm 30cm 30cm 26cm 

量 壁 溝 l幅 12-30cm 20cm 20-30cm 15-25cm 

壁 溝 深 30cm 25cm 30cm 35cm 

平面形 方 *~ 22.74m' N 4
U

-E  

確 圭ロ，刃ぃ、 I也山面

壁 垂直に立ちあがり，四壁ともしっかりした作りである。

床 面 カマド前面，南1~U は特に竪くしまっている。

壁 溝 周壁に沿い一巡する。一部に炭北村が壁に接して見られた。

ど 、ソ 21臨検出したが，柱穴と考えられるものは確認できなかった。

イ寸 壬E又11-

位置 l南壁西寄り |素材 lJl!原石，粘土

カ ー、? 
南壁壁溝を埋めて燃焼部を構築。 JII原若を芯材として，それに粘土を貼り付けた

ものである。芯材となる石の掘り方が見られる。焚口部も凹んでおり，焼土が堆積

していた。煙道部は160cmを有し，煙出しに向って上昇する。

遺物とその 床面直上より土師器の護と坪が検出された。

出土状態

イ藷 考
埋土全体に浮石が混入している。
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5 遺構と遺物

記)
<r;1 

c@) 

<r;l 
m 

出 1
土色説明

婦問fil :t二 色! f!有存

IOY H ，.:.ゴ黒色

2 !luY 比五 Ji.¥i品色

3 IlfiY H 2~1 思色 i軽石を含む

れ.fiを;う守も

カマド土色説明

第23図 S1 よぴカマ
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案内 I遺跡、

寸
J

¥ 
-------

cm 

3 

第24図 S 1007竪穴住居跡出土土器実制限i

第14表 SI007竪穴住居跡、出土土器観察表

(2) 平安時代

ア 皇室穴住雇跡

平安時代と考えられる遺構は、調査区西側で検出された竪穴住厨跡 1軒のみである。

においても平安期の遺物はほとんど見られなかった。

S 1 007としたこの住居跡は、一辺 4.5m程の方形の竪穴で、あり、南壁西寄りにカマドを

する。出土遺物は土師器のみである。床面直 tより杯と護が検出されている。 i不は推定口径

1ι8cmで、内外面をロクロ整形、調轄後に内面に横{立の磨きを入念に行い、黒色処理を施して

いるものである。底部は欠落しており、底部切り離しは不明である。なお、思土中より
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6 まとめ

i不が出土している。護は、体部から内j電気味に立ち上がり、頚部で緩く外反し口縁部に至るも

のである。胎土に 3~ 5 mm大の小石を含むが調整は丁寧である。 体部外面に軽い箆けずりが、

内面には箆なでが施され、口綾部は内外面とも横なでが行われている。

一方、住居跡の埋土状況を見るとレンズ状に堆積を見せており、自然堆積を窺わせる。この

担土に十和田火山起源とされる軽石賀(径 1~ 2 mm) の火山灰が 3~5%の割合でまんべんな

く見られる。このことは、火山灰降下後に住居を構築し、廃棄後に火山灰を含んだ土が二次的

に入り込んだものと考えられるのである。床面出土の土師器は胎土も精選されている定形的な

もので、鹿角地方では平安時代末には同類の土不は見られなくなる。それに火山灰の降下時期は

現段階では11世紀前後と考えられている。以上のことからこの住居跡は、平安時代も後半期に

まれたものと考えられる。

6 まとめ

案内 i遺跡は、秋田県鹿角市花輪宇案内に所在し、花輪盆地東側山地の末端に形成された標

197 mの花輪高位段丘上に立地する縄文時代と平安時代の複合遺跡である。北側には沢を挟

んで問時代の案内 I・II遺跡があり、南側には語土)11をへだてて本書で報告のある孫右エ門皇室

遺跡が位置する。本遺跡、もまた花輪高位段丘禄に所在する遺跡の内の一つである。

縄文時代の遺構として竪穴住居跡 6軒がある。これは円形もしくは楕円形で、石間炉もしく

中期末~議期のもので、貯蔵穴と考えられる土墳を伴っている。出土遺物

は土器のほかに!?善製石斧、石箆、掻器、白石、石illLの石器がある。

は一辺が4.5mの方形を呈し、南壁にカマドを有する竪穴住居跡 1軒があ

る。竪穴住居跡内から出土した遺物は土手形、翠形土師器で、歌F'q遺跡、北の林 1・立遺跡で検

出きれている住居跡、と同じ平安時代も後半期のものと考えられる。

以上の遺構は台地縁部に位置しており、内部は削平が行われていたため遺構の存在は、不明

で、あったハ

主要参考文献

1981 I青森県の土器(援jtJjの土器)J !i縄文文化の研究4

再西 励 1979 i十腰内 i式土器の編年的知!分J iI~ヒ輿古代文化策 11号J

1979 

霊苦手fI寺 1979 iI J訴の下 秋田
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案内 I遺跡

1974 ii中の平遺跡発掘調査報告書』青森県埋蔵文化財調査報告書第25集

中村良幸 1979 IF立石遺跡」大迫町埋蔵文化財報告書第 3集

名手Q;ま朗 1981 ii水上遺跡、第 2次発掘調査報告書二J 山形県埋蔵文化財調査報告書第40集

子男 1979 ll]fJ遠坂遺跡J IF東北縦賞自動車道関係鹿蔵文化財調査報告書 1.JJ岩手県文化財

高1警泰時 1978 I大湯浮石層と鹿角盆地の遺跡J どるめん19号J

発掘調査参加者

安保隆生、小田 幸吉、小田藤次郎、海沼仁太郎、木村省三郎、黒沢 猛、根本市蔵、

福 本雅治

安保洋子、内田トキエ、小田島カチ、海沼栄子、 )11又 リサ、黒沢アキ、黒沢栄子、

黒沢サヨ、児玉春 子 、 児 玉 ヒサ、児玉ミツエ、斎藤節子、佐々木満子、佐藤カン子

佐藤 トミ、佐藤 ミサ、田中ヨシエ、成田 ヒサ、松岡 ヒサ (五十音順)
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妻の神 11 遺跡

遺跡番号 NO.23

所 在 地 鹿角市花輪字妻の神36番地他

調査期間昭和55年 9月16日-11月25日

発掘調査予定面積 1，937肘

発掘調査面積 2，330rrr 



妻の神日遺跡

1 遺跡の概観(図版番号 1・2) 

妻の神E遺跡は、秋田県鹿角市花輪字妻の神36番地他に所在する。

遺跡の立地する花輪盆地は、盆地の西縁と東縁部に生じた断層によって地盤が陥没してでき

た地溝盆地であり、盆地の西側山地の裾に沿って北流する米代川流域に開けた沖積低地と、米

代)11に流入する諸河JIIの浸食作用を受けて形成された段丘からなっている。

遺跡は、盆地の東側奥羽山脈に水源を発し、河岸段丘を浸女 a 関析して米代)11へ流れ込む乳

牛)11が山間を抜けて沖積低地に出ょうとする付近の右岸に発達して西にのびる舌状台地の先端

近くに位置し、国鉄花輪線陸中花輪駅の北東約2.75km、市道乳牛不動沢線の北側にある。遺跡、

の標高は約160~163m、沖積{民地からの比高約25-43mである。

遺跡、の現状は、台地西側の杉林と東側のりんご閣にはさまれた南向きの緩い斜面に立地する

畑地であった。なお、遺跡が立地する向台地上の南側には、東西に走る農道をはさんで妻の神

l 遺跡(遺跡番号No.22)が所在し、深い沢自に隔てられて隣接する北側の台地上には、妻の神

III遺跡、(遺跡番号NO.24)が所在している。

2 調査の方法

日本道路公団が建設区域に設定した東北縦貫自動車道の路線中心杭ST A 155十80とSTA

156を結ぶ直隷及びその延長続を基準娘として、これに直交する線を設け、 5mX5mのグリ

ッドを設定した。なお ST A 155ート80とST A156を結ぶ基準線は座標系第X系から西へ20度50

分 1秒偏しているが、一応南北ラインとし、この基準線に直交する織を東西ラインとした c ま

た南北ラインの南から算 r弔数字で 1-16、東西ラインの東からアルファベットでA-Kを付し、

各ク 1) ノドの名称は南東i塙の交点の算用数字とアルファベットを組合せて呼称、した。

、土層堆積状況を把握するため遺跡中央部から東西(10ライン)と南北 (Fライン)

に幅 1m のトレンチを設定し、さらに補足的に遺跡の南東偶から北と西へそれぞれサプトレン

チを入れた。この結果、表土はほぼ調査区全域にわたうて農機具等に掘り返された耕作土であ

ったので、表土除去は重機を用いて、その後精査を行った。

発掘調査によって検出された遺構には、検出)1原に番号を付したが、後に検討の結果遺構て、は

ないと判断したものは欠番とした。

遺跡地形や遺構等の実測は、各グリッドの隅の杭を利用して、簡易造り より し

たc 実iWJ図の縮尺は20分の lを原員IJとし、炉とカマドなどはその状況に応じて10分の lとした p

また20分の lで実測した遺跡地形図と遺構平面図を原図にして、200分の lの遺構配置図など必
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3 調査の経過

要な図面を作成した。

遺物の取りあげ、にあたっては、その遺物の出土状況によって取り扱いを区分した。遺構内出

土の遺物については、その出土地点とレベルを実~NIJ図(遺物出土状況図)に記入後、出土地区、

レベル、遺物番号、出土年月日を記入した遺物カードを付して 1点 1袋、 1括 1袋

として収納した。遺構外出土遺物については、各グ iトソド、毎に層位fR分し、重要と思われるも

のについてはその出土状況等を実誤IJ図に略記するが、その他は地点の図化、レベル計調IJは行わ

ないこととし、出土グ 1)、ノド、出士層位、 Il¥士年月日を記入した遺物カードを付して 1括 1

で11又車内した。

3 調査の経過

11遺-跡、の発掘調査は、昭和55年 9月16日から 11月25日まで実施した。

9月16日、発掘前の写真撮影・テント設営・発掘器材の搬入後、遺跡中央部から東西・南北

トレンチ 2本と遺跡南東隅から北と西へサブトレンチ 2本を入れて、土層堆積状況の観

察をするため掘り下げた。翌17日には、引き続きトレンチの掘り下げと精査をし、二仁層図の作

成及ぴ土色註記を行うた ο 土層観察の結果、表土は調査区全域にわたって、耕作を受けていたっ

予のため18Hから20日まで、遺跡の南端部から北へ重機をf要用して表土除去を行い、除去終了

地区から)11自に

') 

を開始し、遺構の確認に努めた o 22日、遺跡中央付近において、

る住居跡(S 1 001、S1002)の平面プランをはじめ、あらたに 3軒の

( S 1 003、S1004、S1 005)を確認したσ24f::l .25日の両日は業者によるグリ、 y ド杭

の打設とつレハブの設置作業を手伝つ。 26日、精査もかなり進み遺物の出士も多くなってきたc

を作成しつつ、

1 [1守、溝:1犬遺構 2条、

9日には S1001と

Q 

を進めるなかで住居跡を 1軒確認した。その後10月

どを検出した。 遺構の確認面はほとんど

にある S1002に切られる S1025を検出し、11日

3 1~~の土J晶を 11食出した。 17 日には、
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6 基とあらたにフラスコ状ピット 1 基、土器埋設遺構 2~基を検出したυ11 月 8 日、ほ

JJit¥ f)下げ及び桔査等を終えたが、各遺構・その他の示11I部実iWJおよび写真撮影がまだ桟うている

ため、 10日からこれらの作業に重点を置くことにした。 15日、遺跡の西端部の低地に重複する

2 [~干の{主居跡を時認した。 22 日、実記IJ 及び写真撮影を終了し、 25 日、器材の搬出とプレハブの

をして全ての発端調布iを完了した。



妻の神H遺跡

J H G F E D C 

-15 15一

-14 14一

-13 13ー

12一 -12 

11一
-11 

-10 10ー

9一 -9 

-8 

7L 

W品、:泳三¥) j(~ 
一7

J 

-6 

5一 ¥0¥._¥ ¥¥午、 "¥¥ ¥ ¥ ¥ ¥ ¥ ¥ ¥ I -5 

④ 4し ¥""-¥¥¥¥¥¥i ¥¥¥¥¥-¥ "-..._ ¥ " T ""J ¥・ L. . I -4 

3L -3 
H 

G C F E D 

。 10m 

第 2図遺構配置図

。，白
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4 遺跡の層位

4 遺跡の層位

を重機で行う前に 10ラインの北側に設けた東西トレンチの南壁

セクションと Fラインの西側に設けた南北トレンチの北壁セクションを基本層として、 14層に

分けた。第 1・8層は表土層で、耕作やその地の撹乱を受けていた。第 2・3層は調査区中央

部では非常に薄かったり、確認されなかった部分もあった。第 4 5層は主に北側の傾斜地に

していた自然堆積層で、上部平坦地にも若干確認された。第 6J語は10--Bラインと 9-F

ラインの S1 001上部に認められた層であり、第 7J畜は10-8ラインにわずかに堆積している

層であった。第 9・10・11・12層は西側の傾斜地に堆積し、 11・12層は南側の緩傾斜地も認め

られた。第13層は 4 Fラインと 5-Fラインの 8層と 11層の間層であった。第11層は寅褐色

粘質土の地山持Ir移層であった。以上の堆積土層には縄文・平安時代の遺物が入り混じっており、

遺物を層位的に把握することはできなかった。また大湯浮石粒がまばらに混入し、とくに傾斜

地の堆積土には多く j昆入しているのが見られた。

5 遺構と遺物

妻の神II遺跡発掘調査で検出された遺構は、縄文時代の竪穴住居跡 5軒、土墳24器、フラス

コ状ピッ i、1基、土器埋設j童;構 2基、 i溝状遺構 2条、平安時代の竪穴住居跡4軒、中世の竪穴

住活跡 l軒などである。これらの遺構は、ほとんど地山上面において検出されたものである。

、H寺其rJ別に取り扱わずに検出)1頃に付したものであるため、精査後に遺構と認められ

なかったものについては欠番扱いとしたの

出土遺物J土、縄文時代前期 a 後期 a 平安時代後半嶋中世の各時期のものがあり、縄文時代と

平安時代の遺物が大多数を占めている。

遺構・遺物は各時代別に取り扱い、遺物は遺構内@遺構外の)11長で図示した。
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妻ノ神II遺跡、

第 1表 5 1004竪穴住居跡

3・4検出地 i玄

法長軸
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版
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図
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一
形

片岡一
|壁献1-

表土から遺構確認面まで浅くわずかに炉跡とピット 51聞を検出。
プラン確認

時の状態

壁面の状態

不明

と床面

の状態

不明

布組炉の北側に 1個、東側に 3イ問、西側に 1個のピットを検出したが柱穴と

ピ : ト|は判別できなカヮた。

柱穴

一一一一

炉

河原石を能った石組炉である。石の欠失している部分は抜き跡が確認できた。

西側の石は炉にri'iJいた方が、北側の石は表面全体が熱を受け赤化している c

炉内には黒褐色717:が詰っていて底面に 2cmほと♂の娃土が認められた c

黒褐色土中に木炭が入っていたり

ーしゃな土今出

i
!寸
ー

ー

ー

のふ、レ」3
 

v
f
 

山亙

出土状態

トー一一一一一一一一一一一

備 考

開墾や整地作業により、住居跡の壁は消失したと思われる
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5 遺構と遺物
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第 4図 S 1004竪穴住居跡・炉実測図
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委の神日遺跡

第 2表 5 1005竪穴住居跡

日寺の状態

不明

壁面の状態

(黒褐色土)を掘り下げ、たが床面と思われる黄褐色の聞は軟らかく、聞く

たたきしめられた状態ではなかった。

と床面

の状態

ピット

である。石の欠失部分は抜き跡が確認できた。

しているものが多い。

っていて底面に 2Cmはどの焼一士が認められた

る 2f聞のピットを検出。

柱穴

一口
J
'

縄文二仁器片 i点と
遺物とその

出土状態

開裂や整地作業により北西壁は発見できなかった。
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Qυ 
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第 5関 S 1005竪穴住居跡実測図
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妻の神II遺跡

第 3表 S 1025竪穴住居跡

検出地区 10-F， ll-F |図版番号 I7・46

法 長軸 壁j葬幅 同乞コ1 5 ~ 8 cm i主軸方向 t

里Eヨ 短軸 壁溝深 面 |形 台ぺμfg、• 

地山面において黒色土の広がりを確認。
フ。ラン石定三刃|

/ 時日心、|南側は S1 002に切られている。

時の状態

壁面の状態

北東援は遺存状態がよいが北西壁は破壊されている。

住居跡の埋土は黒色土(10YRl.χ)で、床面もよくたたきしめられていた。

北側よりに焼土面確認。東・北西側で床面に密着した炭化材を発見した。

覆土と床面|この炭化材は本住居跡に伴ったものと思われるが詳細は不明である。

の状態

ピット

柱 穴

炉

遺物とその

出 土状態

備考

東側隅に近いところでピット 1個検出。

住居内北側よりに焼土面を認めたが、炉跡、とは判断できなかった。

住居内床面より縄文土器片 9点出

S 1 002に切られている為、壁高以外の法量は測定できず。
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5 遺構と遺物
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第 6図 S 1025竪穴住居跡実測図



妻の神II遺跡

第 4表 S 1037竪穴住農跡

図版番号 8 .47 

主軸方向

遺跡西側斜面において黄褐色土に褐色土がわずかに混入している不明確なプラ

ンであった内

時の状態!

ほぽ君主1直に立ち上がるが遺存部分は50%で他は削平きれている。

壁面の状態 l士宮両はない。

覆土は貰褐色土に褐色土がわずか混入している。 住居跡が斜面に位置すること

も考え合わせると流入したものであろう。

覆土と床面 l床面はやや軟弱でかなり起伏がある。

の状態 l

なし

ピット

柱穴

なし

i貴[1;おと

出土

S 1 038にザJられている。

備考

凡
/
一
]

什

L
4zi 



5 遺構と遺物

第 5衰 S 1038竪穴住居跡

検出地区 1 8-1、 9一上 9 J 挿図番号 1 8 . 18 1 図版番号 I8 . 9 .47 

れ軸(一回I幅 I - 1 ~ ~ 1 1;---21cm 1A:'ffrJJrPJ I -

J短軸l 下-1面積I7. 828m
2 I形態1-

S 1037掘り下げ中に S1037の南側に重捜し検出された。
ラン確宝刀 i

叩じ l賞褐色土に褐色土がわずかに混入しているだけで明確とはいえなかった。

時の状態

S 1 037と切り合い関係にある部分だけしまりがよく ゆるい傾斜で立ち上が

壁面の状態|るが、他の壁は住居が斜面に位置するため確認できなかった。

竪;害はない。

覆土は暗褐色土中に明寅褐色土がわずかに混入しているもので斜面に位置する

事から全て流入したものであろう。

覆土と床面|床面は軟弱で覆土と区別できなかったが、石組炉を検出したのでその面を床と

~'" Iした。の状態 1

ーレJ
7
 ?

ト
i

リ
ノビ

柱穴

10~40cmの河原石を 20数個用いた石組炉を検出。

炉から抜けたと思われる石 21聞を床面から検出。炉を!羽む石の内側は焼けてお

り、炉内より焼土を検出。 I

土出
土
門
川
山

に
U器土文縄

の

能

山

そ

犬

、

戸

」

?

物
斗
」

遺

出

S 1 037を切っている。

仕
問
問

r必
q
E
1

う
d

り
ん

1
1
A
 



妻の神II遺跡

⑮ l 

さヲ

i
'
1
1
1
切

A一一一一

U 
v 〆/

¥ 

~ 

--斗'

H : 160.30 m一一一-A'

ト;: 161，100 m-開・-8'

。 2 m 

第 7国 5 I 037・5I 038竪穴住居跡実測図
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5 j章構と遺物

A一一一 /〆 /0 一一一人 F B一一 P 

、J
一-8'

s x (U) 039 
s x (U) 040 

A一一一 一一一}¥' 日一一一
曲幽ー一一一由 h主::::;'

u 

30cm 

層 土 色色 勺乙 JfiJ 色 11詰 ゴj+

1 I hlA補色土 IIOYRち) キl~ i性中、 1It褐色士約千少量~1~，入 1 I i.¥¥潟色 L(lUY R%i 問1; 1札制色対立け長Ü~人 i

2 褐色 jこ (lOY]{:X) 中lJitlJ:ι1"、i羽試褐色オ二粒子微量混入 2 褐色:1:(10Y R:X) 粉1'1:111、lVn立褐色土粒r微泣iJ.1h入

3 I j;t~絡色土 il0YH.%) 紡I生中、主主総色上枝子少lik泌入 ::; 'l{褐色土(lOYRJiI) キii'l全 11' 、よH褐色_-1:粒 f 少主lil~ 人

4 黒褐色土 110YR%J キ1~'I'f:中、 tlt掲色ごi 粒子少量Üt入 4 虫色l:(lOY R予{) *lï'l*-rl" 、 1ft褐色j二i'~J.-

5 I N主色土 (lOYR3{) 松i生中、Ii'tt品色j:粒子微量iJt入 5 茶色土 (lOYE1~\j 粘性5Bl、 純黒色1ニ

I~ nJJ赤潟色 12_5YR%1 焼土

第 8図 s x (U) 039・040埋設土器実測図
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妻の神II遺跡

第 6表 S K009土壌

検出地区 12-F、12-G 挿図番号 9 図版番号 10 

法 長軸 234cm 深 き 64cm 主軸方位 N-48
0

-W  

軍Eヨ 短 軸 198cm 面形 円 背三 断面形 4Iコ品 形

床面状態 わずかに南西側に傾斜していて堅固である。

出土 ヰ却 出土なし

f蕗 F J 

第 7表 S K010土壊

|検出地区/l1-E、ll-F l挿図番号 I9 l図版番号 110
法 長軸 152cm j菜 さ 15cm 主軸方位 N-53

0
… W 

豆巨三ヨ
王 短 i袖 131cm 平面形 不整円形 断面形 鍋底形

床面状態 平坦で堅固である。

出土遺物 出土なし

イ蒔 考

第 8表 S K011土壇

検出地区 12-E 挿図番号 9 図版番号 11 

j去 軸 228cm 深 き 52cm 主軸方位 E 

塁庄三事王 短軸 204cm 平面形 円 背3 断面形 J仁'::i 形

床面状態 東側半分が20cmほど低いため段差を し、全体的に凹凸がある。

出土 ヰ均 出土なし

f詣 考ー

第 9衰 S K012土壊

検出地区 ll-D、12-D 挿図番号 9 図版番号 12 

法 長車由 115cm 7菜 き 10~35cm 主軸方位 N-60
0 

-E  

短車出 86cm 面形 不整円形 断面形 ヰ仁コー 先手

床面状態 東側に傾斜し凹凸がある。

出土遺物 縄文土器 2点出土。

f蒔

-126 



一一-A
一-A'

A-叩 H : 162.80m' .--A' A一一一 H : 162.80m---A' 

i曽 巴 jl雨 コ有

l 黒 色 (lOY Rl.J{) 粘性強 賀補色土粒子少量出入 浮石多量出入

2 黒褐色 (lOY R7'f) 粘性中 黄褐色土粒子多量混入 浮石少量混入

3 褐色 (lOY R%) 粘性中 賞褐色j二粒子多量混入

4 にぶい賀補色 (10Y R，%) *，li性中 責措色二仁粒子多量混入 黒色二iニ粒子少量悦入

5 I黒掲 i色 (lOYR%) 'l'ej性中 黄褐色土粒子少量混入 浮石少量混入

与)5KG12

一一一A

入一一一 H : 162.80m---A' 

1 

第 9図 S K009・010・011・012土壊実測簡
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妻の神II遺跡

第10衰 5 K014土壇

検出地区 9 D 挿図番号 10 図版番号 13 

法 長軸 132cm 深 き 77cm 主軸方位 N-18
0 -W  

董s 短軸 121cm 平面形 不整円形 断面形 iDJ字形

床面状態 堅固で平坦で、ある。

出土遺物 縄文土器片 2点出土。

イ庸 考

第11表 5 K015土壌

!検出地区 D l挿図番号 10 lo版番号 14 

法 長軸 110cm 深 さ 20cm 主軸方位 N-6f-E 

短軸 80cm 平面形 不整円形 断面形 4E3 A 形

床面状態 堅田で平盟である。

出土遺物 出土なし

イ藷 矛J壬

第四衰 5 K016土壊

検出地区 8 E 挿図番号 10 図版番号 15 

法 長軸 138cm j架 さ 63cm 主軸方位 N-55
0 -E 

EEZ豆3 短 軸 113cm- 平面形 不整円形 断面形 4仁:J 形

床面状態 堅固で平坦で、ある。

出土遺物 出土なし

{蔚

第13警護 S K017土議

検出地区 8 E_ 9-E 挿図番号 10 図版番号 16 

法 長軸 104cm j菜 ~ 20cm 主軸方位 N-28~W 

藍匹ヨ 短 軸 100cm 平面形 不整円形 断面形 .仁LAI、 背5

床面状態 堅固で平坦である。

出土 物 出土なし

f蕗 考

Qυ 



5 遺構と遺物

互主
5 KOlヰ

5 K016 

A一一一 一一-A' A一一一 一-A'

八一一一 H : 162.60m一一一一A' A一一一切 H : 162.60m一一一一A'

5 K015 5 K017 

A一一一一 一一一A' A一一一 一一-A'

"-.v 

A一一一 H : J62.50m-一一一A' A一一一司 H : 162.40m--A ' 

第10関 5 K014・015・016・017土壊実現。図



妻の神H遺跡

第14衰 5 K018土壌

検出地区 8-F 挿図番号 11 図版番号 17 

法 長刺l 94cm 1菜 き 60cm 主軸方{立 N-8f-E 

短 i副i 90cm 平面形 円 背3 断面形 rコL、 背三

床面状態 堅固で平現である。

出土遺物 出土なし。

{賄 考

壊
一

C

土
一
一

9

一
9

1
・

n
U

目

以
一
区

一

山
U

M

，下，
r

操
一
出

1
・

-
i
B

圃

A
3

、

企
同
J

E

，E
1

法 長軸 140cm 深 さ 53cm 主制l方位 N-62
0

-E  

短軸 116cm 平面形 不整円形 断面形 形

床面状態 堅闘で平;坦である。

出土 物 出土なし

儲t プラン確認面において炭化物微量検出。

|挿図番号 111 l図版番号 118

第16表 5 K020土壌

検出地区 9 B 挿図番号 11 図版番号 19 

法 長制i 95crn 1呆 ヲミ 14crn 主軸方位 N-640 

E 

短車由 86crn 平面形 円 形 |断面形 -仁rI 背5

床面状態 盟国で平坦であるの

縄文土器片 l

備考

第17表 5 K021土護

10-C， 10-D 

円形

72cm 

出土

備



A一一一

5 j章構と遺物

5 K018 守 5 K019 

一一-A' A一一一 一一一一 A'

A 一一 H : 162.30m一一ーに ¥ 
J 

〆
， ， 

A一一一一 H : 162.20m--A' 

じ二手二イ

均一ゾ
5 K021 

一一一-j¥‘ A一一一 一一一-A'

A トj: 152.40m--j'，_' 
A一一 H : i52.60m一一一ωA'

m 

第11図 5 K018 • 019 • 020・021土壌実測図
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妻の神11遺跡

第18表 5 K022土壌

検出地区 10-C 挿図番号 12 図版番号 21 

法 長制1I 113cm よ{オタE三 ラミ 54cm 主軸方位 N-sr-w 
EEさE3L 控軸 90cm 平田形 不整円形 断面形 ，仁Lヨ、 形

床面状態 堅田てい平坦である。

出土 物 出土なし

{席 云ZJA 

第19表 5 K023土壊

l検出地区!10-B つマei
一
喜
一
J

一
番一;
 
;
 
;
 

一
括
γ

一'Z11 i図版番号|つつ

j去 長軸 106cm 1菜 さ 64cm 主軸方位 N -590 -W  

短軸 90cm 平田形 不整円形 断面形 ネ自 形

床面状態 堅固で平坦である。

出土 物 出土なし

f蒔 考

第20衰 S K026土襲

第21表 S K027土壌

不整惰円形

ら北へゆるい傾斜をもち凹凸があるの

|帥番号-!23

判
HC

 

民
U

円

b W 

/
ノ
ノ

ずだ
f了
Jl

J
 

U
 

なし

備考

132 



A一一一一

5 K022 @ 
5 i章構と遺物

5 K023 

A一一一 一一一-A'

対:162.50m一一一A'

人一一一一- 11 ii 一一一一一 A一一一一一 一一一-A'司

トー一一
ミ一一 H: 161.60m一一一-Ar 

』町一時由市........"

一

/

つ

u
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~
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-

1
ム

戸

¥

一

イ

ω

国

…

占

戸

q
u
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ω
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第12図 5 K022 • 023・026• 027土壌実i期間

lつつ
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妻の神E遺跡

第22表 5 K028土境

検出地区 8-H 挿図番号 13 図版番号 24 

132cm 深 ~ 90ClJl 主軸方位 N -89
0

-W  

量短軸 108cm 平面}f; 不整円形 断面形|箱 背3

床面状態 堅固で平坦である。

出土遺物 出土なし

{霜 考

第23袈 5 K029土壌

7H， 8-H 

163cm 

120cm 

13 

32cm 

不整惰円形

堅固で平坦で、あるが東から西へゆるく傾斜している。

24 

N -320 -E 

台形

第24表 S K030土壊

6-D 

第25表 5 K031土壇

堅田で平坦である。

出土なし

壊
一

J

一

土
一
二

2
一つん二

n
u
m

一

一一一区一
一
・
山
出
一

段
一
山
中
「

内

4

E

B

I

一。

第
一
検
一
法



5 遺構と造物

全う 5 K028 
5 K030 

A一一一 一 -A'

A一一一 一一-A'

A一一一
H : 162.30m一一一-A'

A一一一時 H : 161.40m一一一一A' 

5 K031 

A-一一 。一一一一A'

A一一一 H : 162.20m一一一一A 

5 K029 u 
A一一一 一一-A'

一-A'

A一一一 H : 161.10m 一一一-A'

A一一一… ハハ 一一一一円八 rH : 161.20m 

1m 

第13図 5 K 028 • 029・03ト 03い 032土壊実測図
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妻の神II遺跡

第27表 5 K(F)033フラスコ状ピット

検出地区 14-G 

法 長軸 94cm 

短軸 68cm 

床面状態 堅田で平沼である。

出土遺物 出土なし

{詣 考

第28表 5 K034土曜

l検出地区 111-H

法 長軸 144cm 

亘長司 短 軸 124cm 

床 面 状態 堅田で平坦で、ある。

出土遺物 出土なし

イ蕗 考

第29袈 5 K035土壊

検 出地亙 ll-G、12-G、12-F

法 長軸 100cm 

短軸 70cm 

床 面状態 堅屈で平坦で、ある。

物 出土なし

f高 考

第30表 5 K036土壌

検 出 地区 14-G 

法 長車由 80cm 

再Eヨ三L 短車由 54cm 

床 面状態 堅固 てやある。

出 土 ヰ勿 出土なし

イ席

挿図番号 14 

7菜 さ 48cm 

平面形 不整円形

|挿図番号 114

深 さ 14cm 

面形 不整円形

挿図番号 14 

j菜 さ 24cm 

平面形 不整円形

挿図番号 14 

深 さ 6 cm 

面形 不繋長方形

図版番号 27 

主軸方位 N-23
0

-W  

断面形 フラスコ状

|図版番号 I26 

主軸方位 N-340 -E 

断面形 ギ自 背5

図版番号 27 

主軸方{立 N -19
0

-W  

断面形 箱 売3

図版番号

主軸方位 N-78つ E 

断面形 dにι、1 形
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川
付

ら 遺構と遺物

⑨ S K(ド)033 S K034 

A-一一一 一一一一A'A一一一一 一一一-A'

" 
--一

A-一一一 H : 161.30m一一一一一A'A一一一一ー H : 162.40m一一一-A'

しょこごふエコ弓
土色|備 考

11褐 色( lOYR対)I粘性中 黒褐色土粒子少量混入

=黒褐色 (lOY R%) I粘性中 褐色土粒子少量混入

l培褐色 (lOY R先)I粘性中 葉褐色土粒子多量混入

S K036 

一一一一A A一一一 一一一一A'

A一一一一 A一一一一 H : 161.90m一一-A

(7 .5Y R百)

;}!，. 
/'J 

Z立褐色土キ:i子微量:込入

む
m
 

第14図 S K(ド)033• S K 034 • 035 • 036土壌実測密



事の神II遺跡、

第31衰 50008溝状遺構

検出地区
2-D， 2-E 

挿図番号 15 図版番号 44 3-E 

法 長 さ 7.14m 上 ltf_i!i 10~40cm 方 向 N-800 -W  

亙13 底幅 6 ~ 18cm 深 き 底面は問状に落ち込む部分もある。 2-30cm。

プラン確認
地山面において黒色土のプランを確認。状況

遺物の出土
出土なし状 台b包、

イ藷 f J 

マζB' H 
162.100m A- -A' H : 162.100m 

て7

第15思 50008溝状遺構実測箇
n
u
l
l
L
 

第32表 50013溝状遺構

検出地区
ll-D、12-D、

挿図番号 16・20 図版番号 45 13-D、13-E

法 長 ム.. ぞ 15.26m 上 中高 27-45cm 方 1[0 N-420 -W  

草E語 底 i幅 15-35cm 1菜 さ 8 ~ 17cm 

プラン確認
地山面において黒色土のプランを確認。状況

遺物の出土
縄文土器片 2点、撞器 2点の計4

状態

{高 考

B-∞-B' H : 163.00m 
~γ 

第16図 50013溝状遺構実測留
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ヮ、
U

1
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第17図 S 1025竪穴住居跡出土遺物実;期間
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5 遺構と造物
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第19図 5 X(U)039・040埋設土器実測図
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妻の神H遺跡

占，Y:¥
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5 D013溝状遺構出土遺物実j期臨
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5 j輩横と遺物

唱ひ

当

第21図遺構外出土遺物拓影図 (1)
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妻の神II遺跡
，口......

一一一一、一由誌也品 μゲ
ハ遁ち持品開按' れγγ

議総為
替宗主~~~y

帯設.:;~可アー 15 

11 

13 

18 

。 10cm 

第22図遺構外出土遺物柘影図 (2)
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川

竪穴住居跡

持}陸i図版 社l 外 [量i f7;J 函 器厚
立口日l' 土 焼成 1m! J!j-

議長 モト 番号 ー地
}白2目、1、 文 1葉 色 話1 吉司 ヰま 色 言語i (mm) 

偽間(7.5 Y R封)
H者褐]7-1 46-1 S 1 025 [J努 ffl~-- 底 t~[S HL縄文の科/E{立回転

黒黒掲褐

5 長石、石英 普;ffi

ワーず 2 S 1 025 )Jliij LR縄文の縦位回転; [こ _J>い赤Y禍R {立 5 長石、雲母、石英 良好 外出に少量:の煤状炭化物付着

ー一
(5 Y R%) YH先)

3 :ぅ S 1 )!frij LR 縄文の縦(立出来 灰褐(7.5Y R封) :f.'↓ YR克)
6 長石、雲母、石英 良好 外出部分的に煤.~I犬炭化物付議

4 4 S 1 025 仁i 品設 HL縄文の縦{立Iillft:; に，i;'い赤Y褐R 縦 Ul: ，=-ぷい赤Y字E萄t 5 長石、石英 良好 少量の煤;1犬炭化物付着(5 Y R%l 黒褐( 5 Y R~4) 
b 5 S 1 025 [l ~\ま RL 縄文の縦{立回転: !夫掲げ YR%') 税制立・糾位

5YR封)
6 長石、石英 良好 保状炭化物付着

も 6 S 1 025 仁i tま RL 縄文の縦{立i団転 に 5、赤Y褐R%l 縦{立・事'H立
}夫補

6 長石 良 ~1 係状炭化物付若(5 Y R%) 

7 i ウ S 1 025 )]1司 H.L縄文の縦{立回転 に .5、補Y R%l *ii{: 黒褐(7.5Y RiJ1') 7 長石、石英 良好 煤:伏炭化物付着
L 

S 1025竪穴住麗跡出土遺物観察衰第33表

S I 037.038竪穴住居跡出土遺物観察差是

挿尽i図版 出 外 i到 内 面 器!享
音日 1ち 二仁 焼成 1M; 二13.

1ft万E二1台 番 号 1也 /、r、 文 様 色 fill>l 調 主E 色 調 (mml 

]8-1 47--1 S 1 ll:37 ij/iij詰11-底部 縄文(n反体不明) fI音赤(2禍，5Y R%) 機 {立 赤禍(2.5Y R%) 4 長石、石英 普通 外商胸部に煤状炭化物付着

2 つ“ S 1 0:37 制昔[1-底 lj;11 無文 横 援(lOY Rl.]{) 4 長石、石英 普通 内部に炭化物付着

3 3 S 1 lJ:37 )J関 LR 縄文の~!j&{立回転; 料足 位 明赤(禍5Y又元) 7 長石 良好

4 4 S 1 0:37 )]河 H. Ul弘文の縦位回転; 市i是 f立 ネ在
9 長石、雲母、石英 良好(5 Y R%) 

ト一一一一一一ト

褐灰(7.5Y R.}f) ひ 5 S 1 0:37 l制 L H. *ii!i文の ~:jíÊ tv: ml 伝; 持t 7 長石、雲母、石英 良釘 内閣に少量の煤状炭化物付着
ト一円

黒褐(lOY R%) b 6 S 1 0:3お 日開 LH 縄文の~HiÉ位回転; 位 7 長石、雲母、石英 良好 内聞に煤状炭化物付着
トー一一一一一一

褐灰(7，5Y R.}f) 7 S 1 1)38 JJI~j LR 縄文の ~Hr日立 IÞJ転 陣: {立 7 長:石、雲母、石英 良~T 内部に煤状炭化物付着

8 8 S 1 0:38 !J/iiJ LH縄文の横{立関車ム 機 位 ti笠f圭k 

11 長石、雲母、石英 良好(5 Y R%) 
トー

ににに 川日77(いい555、椴瞳桂

lこぶL寸Y射R器 腕底部部181 9 9 S 1 0:37 ff!iiJ LH縄文の縦位回転; 縦{立
(10Y R，Vz) 

長:石、雲母、石英 良好
ドー

lこぶし吋笠10 10 S 1 0:38 )JliiJ HL 縄文の斜位間転 横 1:li: (5 YR%) 11 長石、雲母、石英 良好 外鹿部分的に煤状炭化物付着

11 11 S 1 0:37 illiiJ HL縄文の備位i自転、 械 f立 に .5沖Y笠氏!瓦) 8 長石、雲母、石英 良好 煤:1犬炭化物付着

第34表

中 h

(x) 



内 iJ百 器!享
日台 :土 焼成 iilff 主~-

i調 i調 (mm) 

8 石~!.'粒 良好 外面、内閣ともにスス付着

9 砂粒 |良好底部内肱スス付着

S X(Ul039・040増設土器観察議第35表
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t完成
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引
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ド
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56.8 
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長石、石英

長石、雲母、石英

質石

山石

山石
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rnmJ 
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1.0 

去、)享

去、

7.4 

4.7 

主主
」

11[，11 

f中

番

)J[<il S D 013 

S D 01:3 

士也

l~反

号

図

番

i沼

j;> 
〕

)
ナ
悼
む

υ1 

協
議
什
臨
書



叫
明

3
事
口
焼
事

)
 

-(
 

J中!沼 l問 )ilii 11¥土 l百l I;I~ 面i 器厚苦[S 位
IJ台 土 対'tljX; 1務 岩J手番号 一昨 号 地点 戸文 様 色 調 ;調 宅主 色 調 (mm) トー 一民

灰貰褐21-1 49--1 1:3---E I Jl[fiJ 
10Y R%) 7 長石、雲母、 良好

キ!1ll1にL却を貼f寸後RJ地:え:局li本jljl
パ.5符YRJ;i) 

イ2 ;と 13一一 GI l![IiJ j翁 位 9 長石、石英 良好 外出部分的に煤状炭化物付着一 一 一
lこ、半島J 1 ;-l一 GI lJluJ 1'ILjJ二を貼付後R縄文!ll:(体J1!l日i 1質 {立

.5Y R%，') 8 長石、 :{Îlt~ 良lJ]-

4 5 B ¥ )j[dJ 

R R R しLし俗磨麿LLLj舗縄消間消置li文土文し砧ごf8c出施文施丈後後し喰ししててて}刈y沈いいいt;拙d線るるるi壌ででで医区区師耐画

1黄 {立 lこぶし寸Y前Rft 5 長石、雲母、石英 良好(10Y R.%l 
5 5 5一日 桝 符i

灰一泣褐
長石、雲母、石英10Y R%) 5 良好一一

!夫前:褐6 5戸 B I fJp~ 行立
¥IOY R%) 

5 長石、雲母、石英 良!zfトーー 町一一一一一十一
7 7 14-'-H ， Ll持 弐 L縄文の ij\1，Ef立~l訓示 1賞 位 I篭

9 長石、雲母、石英 ~Fょ4(5 Y R%) 一

i究賞(7概.5Y R%) 
8 8 日 ij'決 HL縄文の~iiiÌ~f立!回転 相{ 9 f~，:石、旬、 T:i英 不良

4在9 ]4.......H I !lFiJ lミL縄文の説U立臨i転:
¥7.5Y FUa) (5 Y R%) 10 長石、主旬、石主主 っ;ド l'~

一一

|川|一IににニーA(7ぷ7Mいしい5Oコ暗憧政YY Y 一監 令4)) ) 

指22-10 50-1り 14-" H I )Jr;;J H Líî~丈の$1;É fïl: 1亘i 転 長買 {立
(5 Y R%) 10 長石、雲旬、石英 不良 外面まばらに煤;[た炭化物付議

11 11 14… H i iJliij HL 縄文の縦位[d]転
掲げ 5YR対) 10 長石、雲母、石英 不良

12 12: 14---H I )JI~j H Lk:iul丈の縦fj立rm転 ネ在
9 巨石、雲母、石英 不良(7.5Y RJii) 

!氏自(10Y H%) 
j莞黄櫨13 14向日じI ~\訟 しlミ縄文のfl;EilL[ii[転

10Y R%) 9 長石、雲母、石英 不良一 一
協灰(7.5Y R封)

14 14 IJ河 R訓i丈の*，IIE()1:回ifま ~:ííË !立 9 長石、雲母、石英 良好

15 15 9 --H 1 IJI可 L縄文(7)縦f:u:回転 *従 褐}(災7.5YH;r{) 8 長石 良好 内閣部分的に煤状炭化物付着

1G 16 9 1 I 1]1可 LR記述一丈のff.iifui:田転 宇+ 掲灰( IOY沢釘) 8 長石、雲母、石英 良好 内泊jに'kll;;1犬炭化物付議一一一一一

F反賞(半1島OY H%) 
17 9 1 I ffI母 L R~:r，t丈の市í，Ï'f立問転 *1if 7 長石、雲母、モj~定 良好一一一 ト一一一一

褐灰(7.5Y R釘)
lぷ 18 )]luJ L Ri:1Ui丈の縦足{立出il記 横 8 長石、雲母、石英 良好

23-19 51-19 13--1 刷 l二lL縄文の縦位回転 i疋白(10YR%) 8 長;石、雲母、石* 良好

20 20 J4._._l-J ¥ fJ[tiJ RL縄文の訴え11[副転
同白(lOY R%) 

円/ 長石、石英 良好
一一一一

i耐 (10Y r-¥}/i) 
21 R[iij f-( L 縄文の~:jíï: 枝問恥; 7 -Bl:石、石英 良好

遺構外出土遺物観察器第37表
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妻の神II遺跡、

第39表 5 1001竪穴住居跡

検出地区 190--EF、 9-F、10-EI挿図番号 126・27・35 i国版番号 lii:ii32 

東 i~ij 壁 西 1~U 壁 南 1~U 壁 ~t mu 
法 壁長 414cm 230cm 440cm 456cm 

壁 向 24~26cm 7 ~ l1cm 6 ~25cm 16~27cm 

主区主ヨ主 壁溝! 一
壁溝深

形 有，"-量』 1J 形 l主軸方位 N-2r-w 

地山面において黒色土の方形プランを確認。
プラン確認

S 1002と重複関係にあり S1002を切っている。

時の状態

しまりが良くはほ垂直に立ち上る。

壁面の状態

覆土は 2~4 層が浮石層で、20~30cmの厚さに堆積しており、住居中央部におい

ては、床面に接している。浮石は流入したものと考えられ、それを何度か繰り

覆土と床面 返して:t~左手費したものである。

の状態
床は貼床され堅国で部分的に小さなくぼみがある地は平盟である。

南西壁際にピット 11屈のみである。
ピ 、、f ト

柱 r/-L九， 

位 置|南東壁南寄り 構築素材 i河原石・粘 ー-4しA 

袖は芯材の石と共に粘土もかなり良好に残存しているが天井部は崩落している。
台、 ま ど 燃焼部において土器片が検出された。支開jは検出できなかったが支脚を誼いた

と思われる小ピットが確認された。

床面より 11点、カマド内より 20点、住居東側のピットより 53点と石器 l点の計
遺物とその

85点出土。

出土状態

住居中央部において径70cmほどの範囲で焼土及び炭化物 さ1cm内外)を検

イ席 ~ 出。
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A一一ー

ヱ
一
一
回
一
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岨
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三
1
1
1
1
回
『

H: 162.90m -A' 久一一

~jヲ.fi層
2m 

層 了仁 色 {桁 考

1 黒褐色 (lOYR%l 粘性中浮石少f丞i1~ 入

2 にぶい女院色 (lOY RJ:i) 粘性中 i手石 ìÌ~八

3 1)災黄褐色 (lOY H%) 十ffM占性主弱中 7手石混入

4 にぷい1有権色 (lOY R瓦) 浮石jLi入

5 黒褐色 (lOY R%) 粘性中 寅褐色土粒子少量出入浮石少量iLL入

ら巣 色 (lOY Rl・.?{) ギ，~'I'4:中浮石微量ìJ:~入

7 然 色 ( 1υYR先) 粘性中 J子石微量混入

8 黒潟色 (lOY R%) ギ~j'l生中 汗'-::ti少量出入

9 I 11ft褐色 (}OYR.%;J 粘性強

。

5 1001笠穴住居跡実測図

-15.3-

第26図
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第40表 S 1002竪穴住居跡

I 9-F， g-G、10-F
検出地 IKI110-G 

東 m~ 壁 lîffi 側壁|南 f~U

法

主豆

5 遺構と造物

34・35・36・54

{関空

614cm 

25~40cm 

4 ~ 20crn 

3 ~ 8 cm 

形 態|正方形 |面積 136.551mゴ l N-2山

|地山面において黒色土の方形プランを確認。
プラン確訳|

.t> I S 1 001と重複関係にあり S1001に切られている

時の状態

しまりが良く垂直に近い立ちとがりをする。

カマド部分を除いて全周する。

られ、 3層以下は炭化

では炭化j寸カ吋会出された。

の
である。又多量の炭化物(炭化付を

さjした

にそれぞれ 1側、 にそれぞれ 211fi1の計 8i闘が
ド ぃノ

j土

かま

、カ?F内およびその近くから

155 



{務 与一

貫褐色粒子 浮石少量混入

寅褐邑粒子 浮石多量混入

貰褐色粒子 浮石少量炭化物微量混入

明賞褐色粒子、浮石、炭化物微量混入

黄褐色粒子 浮石i昆入

賞褐色粒子 浮石少量炭化物微量混入

賞褐色粒子 浮石少量出入

粘性中

粘性中

粘性中

枯性強

宇I~'I全強

粘性弱

粘性~!Íi

色

(10Y R完)

(lOY R対)

(lOY R五)

(10Y R百)

(10Y R3{) 

(lOY R%) 

(lOY R l，.:yn 

黒褐色

時十品色

黒色

黒色

黒色

黒褐色

黒色

層一

1

一2
一3
一4
一5
一6
一7

妻の神II遺跡

心
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雪量

1もし

\f~ 

宅ち
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号泊
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識
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5
 

噌 .... 

建言言

語F

¥ 
S 1001 

焼土

163.10m 一…-.A'H A一一一

S 1002竪穴住居跡実測図

戸。

第28図
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第29密 S 1002竪穴住居跡カマド実測図
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土 色

l11蛸 褐 色 土 i7.5YR%i

21時 褐 色 土 {i.5Y附)

31日高赤褐色土 (5Y R%l 

41赤潟色 L( YR%) 

51虫色土 R五J

6 赤褐色仁 (2.5Y J(対}

一 一
7 II月赤褐色土 (5Y R%i 

日|偽色土 17.'oYR托}

9 I 果樹色仁 (7.5Y H汚!

霊童げt土
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妻の神II遺跡

第41表 5 1003竪穴住居跡

検出地区
3 C、 4-C、
4-D 

東側

法 i壁長 I353cm 

l 南i 1NU 

15~ 27cm 

341cm 

19~28cm 

340cm 

8 ~ 18cm 

350cm 

25~ 27cm 

10~20cm 

2 ~ 8 cm 

主軸方位 IN

おいて浮石混じりの方形プランを確認。
。ラン確認 i

確認時点において河原石14個を検出。

時の状態

しまりが良く垂直に近い立ち上がりをする。

北東隅から東側及び北側にそれぞれ約1.5m検出されたが他は確認でき

覆土と

の :1犬

に浮一石の混入が認められる。 8~1l層においては炭化物の混入が認められ

カマド東袖から東壁にかけてお~40cm大の河原石30数点検出5 これらの石

は受熱変化認めらtLず。床面は全体が貼 1)床でi張関ー平坦である c 方マドから

北側にかけて笹山~15cm位の丸太炭化材が10数本検出された。長い炭化材は

ピヴ

力、

遺物は72点出土している
遺物とその l

l 内訳は土師器片69点、鉄製品 3点である

出土状態

カマドの袖石下に薄い浮石堆積層が認められ、カマドがその上に構築されてい

ることからカマド構築時期は火山灰降下後と思われる。その後火災により焼失
止府

'
A
i
s
 し周囲の浮石が他の土と して流れ込んだものと思われる。

Q
O
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層 i イて 巴 考会

1 一色 i]OY R日) h日性会h btt品色し紋了少託 iJ.1J多fT[話i人
] ワ 黒色 (lI)Y R五i *I~îtt I)~i 手干Î!ト砂多品品入

AつJ 虫色 (lOY l{汽) hrj位二3虫

褐色 (10Y Rせずj 'h~'I{!:強主出色土約;ニ少入浮石少iLil 入

尚色 lnY 号j :l't1i性111 手:fi少最混入

む ，9，¥褐色 (lOY *~iH: rtJ iy.:j'j少量出入

黒色 (lUY 1ミーゴ) キii註 浮イ117Ïx 量 Ü~ 人

褐色
け

約Et強 ;子石少なíJ~人 民化物少 jü~l~ 入

十} 黒褐色 (lUY R先} 約百'~!il i王子イイ少註混入 炭化物少註ig人

]り [l{1 今日VJビ"主j (lOY j{先) fji i45強汗石少fdiit入炭化物少i註iii入

11 褐色 H対) 約lif:~!il 少 fFijii人炭化物少世iH 入
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妻の神II遺跡

第42表 S 1007竪穴住居跡

検出地区 1 8-B

東側

什ヘ

u
q
J
 

一
キ
中
し

口
十
ワ
一
口
h

番
一

凶
一

1

1
市
'
一
侃
山
い西'・ヤー

ロ
h

一

Eヨ
_ID_ 

345cm 

7. 8~ 13. 2cm 

345cm 

9. 6~ 14.0cm 

法

形 L空竺空
第 l層(黒色土10YRl・J1)を除去したところ、第 2層(黒色土)中に浮石を

混入する範閣を遺構と判断した。規模は長軸約4.00X短軸3.00mの隅丸長方形
プラン確認|

|である。ただし東側壁は範囲確認調査のトレンチ調査で破壊されたため、長軸

時の状態|規模は推定概数である。

壁画iの状態

黒褐色土(lOYR，%)で、 (2 %)混入し、底面

で軟らかいが、はぼ垂直に近く立ち上がる。

には、わずかに明貰褐色土の小塊を認めたむよ里土は 7~ 10cmの自然堆積土であ
覆土と床面 iiる。底部確認は浮石の混入がなく埋土より多少国さを感じたむ

の状態

ピット
;j;J二大は、壁に沿って10個を認めたほか、 5-11誌のピットを検出した。

柱穴

かまど lなし

出土なし
とその

出土状態

中であったことや、

正確に把躍できなかった。埋土に

乏しいことも震なって

し鉄製品が出土していること

ておく。
土
問 三4

J 

ρ
り
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妻の神II遺跡

第43表 S 1006竪究住居跡

検出地区 1121--Bc、ll-C、12-B 1 挿図番号 1 34 |図版番号 /41.42 

東 mu 壁 間 1~U 壁 南 1~U 壁 北 領1

法 壁長 589cm 540cm 390cm 400cm 

壁 局 1 - 7 cm 14~ 20cm 3 ~22cm 8 ~20cm 

亘E三t 壁溝l幅

壁溝j菜 一

形 資，"-包A、 長方形 |主軸方位 N-21三-w

地山面において黒色土に、明黄褐色土と浮石がブロック状に混入している長方
プラン確認

形プランを確認。

時 の状態

しまり良〈、ほほ垂直に立ち上がるが、 北壁が削平をうけ、ゆるい傾斜
壁面の状態 の立ち上カiりをする。

1、2、3層に浮石の混入が認められる。中でも 2層が浮石を多量に含む。 4層

は貼床である。床面は地山面 (A期)と 4層面 (B期)の 2時期の重複が確認
覆土と床面

できた。 A期の床面は堅くしまっており、部分的に貼床が確認できた。 B期の

の状態 床面は、旧床面全体に貼床をし、西側に50cmほど拡張している。

A、B期共に床面は堅固で平坦である。

A期の柱痕とされるものは19個、 B期 rgA期の建物規模(偶柱~隅柱まで)

の柱痕とされるもの21伺うち14j闘が重 東 miJ、西側、南側、北側

複しており計26個の柱痕を確認したっ 510cm 500cm 275clll 280crn 

ピ?
その他4個の柱痕及びピ γ トを確認し rgB期の建物規模(隅柱~隅柱まで)

、/、

たが、どちらの住居に伴うものか不明 東側、西側、 側、北側

京生 J¥ である。 B期の柱痕21舗のうち 2個が 515cm 475cm 335cm 325cm 

東壁南端において住居外に張り出して (420) 

おり、入口ではないかと推察される。 入口を含む

柱痕はすべて住居内側に向いているの

位 置| 構築素材|

か ま 〉、、 住居ー中央に65X70cmの範囲で焼士が確認されており、やや広い範囲で炭化物が

検出されていることから地床炉と推察される。

i皐ー物とその 出土遺物は古銭 3点のみである。

出土 状 態
1点は中国明朝時代のj共武通費で他の 2点は不明である。

2棟の重複で西側に拡張したものと推察される。
{席

4
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S 1001 竪穴{主居跡出土遺物観察表

Jす!凶 国 I~):i 外 mi 内 耐
:f.~ Jf:.; 町; {立 成 Jf; IJfi 対t fj'X: filil 考託子 ~J- 苦ト 認可 ，1ロ 色 品目 日高 も宅 色 i謂

1 1 半み Lli¥公-J1f部 f羽
協(7灰.5色y R~1) 

明にJ(縞(77J灰い55樟色Y Y 色R y..~) ロクロ 砂 1~ 由子

り'-' 2 目i、i !こi持~刷部 )仁1111!1 株;~Ijへナテラナデ 褐f(代7色SY R}'I) ナ ア 巻きあげ 。仏、 H H 

3 主 !こi姑-IJIi昨日 ヘラナテ

正灰に玉慣(ふ{77目A色立葺YY 宣旦百色R R 皇百) 

ヘラナヂ I長潟色
li少 H 自子 '):~;I犬炭化物f~-~奇.5YH%) 

にぶい 宣F色'ii 4 [1株-IJliiJli=11 ナ ナ 十 ア
(lOY H%l 

巻きあげ 守b i連 H 
F 

5 3長 日未ま-111司rfl) l口liiJ減苦1¥ヘナテラナテ、 lコ織音11ナデ Ht1主(催10Y色R%) 巻きあげ 剤、 H '胤状炭化物付清一一

1間既」賞F貰L(儲係詰巴色H主き%ょユ) 

成 1ft褐色6 弘之 IJ阿部-]底部 ナ 寸

lOY R%) 砂 がf守 良

円j 7 成nls ~ラケ I} 問機(7同色 砂 f主 江r.5Y IU'I) 

ぷ 8 受二口注、 i]li;l音[¥-}在官11 13):l補灰色
ロクロ 砂 t，'j I走.5Y R見)

Jif( t~i 
!日!阿時部ヘ音1¥十ラデナデ にい0賞Y揖R]色~) 仁} 9 口総-!JlriHtrl 口市支部ナデ ji1! むl 良S¥{R%) 

第44表

S 1002竪穴住居跡出土遺物観察表

f示 l玄i 自1 nfi 外 1m 内 1m 
R話形 位 成 )1'; 日台 土 焼 1支 保i ま3

主寺 号 番号 百号 !色 部 5同 1，¥うlZ 色 ヨ司

1 1 車五 日主主-)J阿部

灰にぷ仔白(刊い色5槌Y色RR 町瓦)
ガキ

吋黒浅げ色貰5帯暗Y色R主1 ・]'1) 
ロクロ 古手、 良 白子 内 m 

一一ー一一一一

2 2 杯
%) 

ロクロ 砂 iち¥i. 良 世子

3 3 号室 lコ止ま-ij[i]{jr，

」ににによ(ぷいLい555吋位位日YY 畳色色R色R笠%1i)ょ) 
(見)

ロクロ 砂 1>il. 良 ~t 

4 4 主車r~、 日阿部~底部 にJ(7;い臨Y色 ロクロ 7i'); 良 合子.5YRK) 

明褐(7灰色5 5 さ

.5Y H月)
ロクロ 砂 良 好勾

6 6 妄、t 仁l倣-1)何者[¥ 腕仁1~:部最古ヘ11ナラデナテ 灰白色
ナ ア j支宣5色 砂 良 純一lOY H.~Y2) Y R%') 

7 7 ヨE [1融-!JトHm ヘラナデ ;夜笠5色Y R)VcI) i支賞(7縫.5色Y R.%) 砂 良 H 

8 8 日持-)J阿部 ナ 寸 i芳賀(7捻.5 
Y R%l 

/....ラナデ 浅賀(7撹.5色 T沙 1泣 良 H Y R%) 
校tE j支î:t~色9 主，主iE4L flI，U音l'l-底部 ナ ア

5 Y R.%l .5Y H%) 
ロクロ 砂 非主 良

10 10 込一1九E r:J~公~日阿部 ナ T 
ににAJ(ごい5高艦色RRτPig) ) 

にJ(Jい5燈Y色RJ-ii) ロクロ ji少 良 在!j-

にぷ(い5 色R}i) 11 泊二五品主、 !こH改~劇部 ナ 一「 ロクロ 7i:T 良 t!J-

第45表ドー

ベ]
こ〉



ら可

持
璃
什
路
町
一
叶

)
 

-(
 

挿 [~I 国 1:反 ヤト 段j i勾 HIi 
器形 吉日 )求 Ifう }治 ::t E焼 目立 五~

番号 番号 部町j 繋 色 調 調 務 也 調

37-1 55--1 4ボ はほ先Jf;; -，ラナテ 黒(7色.5Y l{l・y，n ミ フゲキ 指色(7.5Y Rye) ロクロ 砂 *l!. .BA な子 r)~J !H 

トー

2 2 主山1、草 口減~底部
にぜ~.:'¥，.、申立色R lこ 5、盛YR%) ロクロ ji少 良 I;J 

(7.5Y R.%) 

3 3 そ山'1草、 iコ縁-mfij音11 仁i部縁部ナデナ にぶい樺色R ナ ア
灰褐色 巻きあげ。 {沙〉 1;IL 良

腕ヘラテ (5 Y R，Ij'iI) 5 Y R%l 

4 4 きw、豆 仁i織~胸部 胸IJ部維ヘ部ナラナデデ に"'~~.い槌YR色 ナ ア 機色( 5 Y R.~ín 砂、 良 H. 
(5 Y Ry，j:l 

5 5 テ~1旬g、 口減-Il~j育11 ナ ナ 母色(5 YR%) ナ ア 椴色(5 Y R%l 長少 H 的:

6 6 手田n、ii 口総-lJ[iij部
仁i綾部部ナテ。

にJ(Jい5体Y渇RP色:il 滋色(5 Y R%l 託手、 良 好 煤;1犬炭化物付着
IJlii] ヘラナテ

7 7 ，司ú~王 口総~目防音I1
口融部ナデ にぶ(7い償Y色 ノ、ケメ にぶい褐色R 自少 'f.iL 良 な子 ，t込J伏炭化物付着:
IJI司ヘラナデ 5Y RJ.il (7.5Y R，91il 

8 8 議 口縁~臨時1'1 口融音E音11ナテ 日1)1赤(褐5色Y R9iil ナ 寸 にJ(7Jい燈Y色R 巻きあげ 正手、 主主 良
制ヘラナデ .5Y R，1/{) 

9 9 主炉1.ft、 口縁-ij[母音[1 Ij~U部ヘラナテ
灰白色 ヘラナテ‘ にぶし三燈Y色R 巻きあげ 石少 良 女子

.5YR~/2) (7.5Y Ry4) 
一一

口地立11部ナテ 権色(5 Y R%) 
口縁部吉11ナテナも Iff色

10 10 議E 口縁-llftiJ部 Il同ヘラナテ、 lIIuj ヘラデ ( 5 Y R.%) 巻きあげ f多、 粒 上主 立子

11 11 裂 口機-Jl~持11 ナ 寸 樺色( 5 Y R}ti) ナ 寸 明広(2褐.5色YR%') 巻きあげ 任事、 良 tf} 

38-12 56-12 ;孟fl具E、 口融-lJjlij苦E ナ ア にぶい楼Y色R 十

一r
にぶ(7い燈Y色R 巻きあげ 有少 宇立 .É~ 良子

( 5 Y R;;-ii) .5Y R J.~n 

13 13 歪~l宮、E 口縁~胸部 十 ア 境(色7.5Y R.%') 
にぶい黄Y櫨R}色i {沙 事立 f主 挺a 煤状炭化物付着

(10YR}1i) 

14 14 手iま1ま~ 底部-111時[; ヘラケズリ に ~ì~v 寸Y宣色R l底j阿部部へナテフ1ナデ
撞色(5 Y R%l 巻きあげ 砂 おf 良 好 木葉痕

(5YR~<~) 

15 15 害~1宮E、 底部-lIIiij昔日 ヘラケスーリ にぶ(7い褐Y色R ヘラナテ。 縞灰色
砂 キ'JJ. 良 好会 木葉痕

.5Y R%) (，lOY R:何)

16 16 主~l互、 底部-1偶者11 ヘラナデ 楼(色2.5Y R%) ヘラナデ にぶい赤褐R対色 1砂 良 呪・ f自:葉状圧痕
(2.5Y R~-Y.1) 

3添'1えE 底部-ilfiij部 ヘラナデ にぶい赤Y褐対色 ミガきそ Ui'!f!赤褐色 砂 ぢf 良 立子 木葉!痕
(5 Y R%) 5 Y R%) 

18 18 現~1・l、i 底部-Jlr持[1 川、ラケズ 1) Jクi( t~・褐色 十 ア 暗色(7.5Y R.%) 巻きあげ {砂 粒 ，f{ 前ー 水菜痕
lOY R%) 

19 19 ヨ亀[jミ- 政官II-Jj[ii]音11 ヘラナデ
にJ件、指色R にぶい褐色R 巻きあげ 砂 あ7 良 世子 オ三葉痕

(.5 Y R%) (7.5Y R%) 

20 底部-Ilf'l在日 ~'-ラヶズ 1)
裕灰色

てア
禍灰色 砂 キ'J!. 良 立!t 木葉痕

lOY R:~n lOYR対)

S 1003毘穴住居跡出土遺物観察表第46表



叫
明

3
サ
廿
目
立
脚
忠
一

やF

番
I
rコ

心ノ
γ
h
H
V
 

成

2
1
 

f
 

'トル〆
p
u
H
P
 

立子

白子

長f

!iX: 

好

焼

良

良

良

良

良

土

粒

事立必ノ

砂

ー山

y

長少

11台/f~ 成

ロクロ

調

日
則

ナ

色言問

ナテ

ナテ

内

ア

Tm 

5 1003竪穴住騒跡出土遺物観察表

ヤト

25 

器

守二

i仮

仁コ
~ラー

図

番

第47表

24 

22 

23 

号

38-21 

匡i



6 まとめ

6 まとめ

発掘調査の結果、縄文時代・平安時代および中世の遺構・遺物が検出される複合遺跡である

ことがjつかっ fこ。

(1) 縄文時代の遺構と遺物

① 縄文時代前期の遺構は発見されていないが、前期中葉~後葉と思われる、土器片 l片出

土している。この土器片の施文原体は解明できず、後期の可能性もある。

② 縄文時代後期の遺構と遺物が主体であった。竪穴住居跡は南西に傾斜する台地縁辺に集

まっているように思える。住居跡のプランは保存状態が悪く、全体をつかめたものはない。

石組炉は S1004・S1005・S1038で認めたにすぎない。又、炉は河原石を用いたっくり

方など共通点が多い。 住居跡内から縄文土器が出土している。これらの縄文土器のうち時

期決定できるものは少ないが、おそらく後期初頭の十腰内 I式期に比定できるものと思わ

IIる。 なかで、縄文土器を共i半したものは、 SK012・SK014・SK020にす

ぎなかったヵヘ もほぼ何時期と推定した。 SD 013溝跡から縄文土器・掻器が

出土したので、 SD 008とともに当該;民Bとしておくつ

)--

うち、 S1001・S1002・S1003は相前後する時期と思われる。

で切合い関係があり、 S1001が S1002を切ってい

噌入っていたが、 2 次Jti~積であるのかが問題となろ

中にも しているつしたがって、

日IJの と断定することはできないようだ。 S1 003はカマド柱IJ

主1-1ごから j手石が見つかっていることから、

{系や火山灰のかかわりから、 S1 002→ S 1 001 

の時下時期jが10世紀前半だとすれば¥

紀代の年代を与えてもよいと思う。

S 1 007 

年代も下がるだろっ。

(3) 中世の遺構と遺物

J づみ. / 
tJ /J.-¥ 、

る(このように

S 1 00:¥の堆移をみとめることができる。

もふまえて、おおよそ1叶:l:t

プランとも るため、

中世の!経穴住居跡は S1 006とした 1 21時期j であり、西側に拡張していた。

173 



妻の神II遺跡

全体のプランは長方形で、地床炉と思われる焼土が中央にみられた。柱穴は焼土を挟む長軸

方向にもあるのが注意されよう。出土遺物は古銭 3点であり、うち 1点は洪式通賢は初鋳13

68年の明銭であり、輸入してから埋もれるまで相当な期間を考慮、しなくてはならないだろっ c

r秋田県の中世城館』による中世の乳牛館は、乳牛平遺跡・妻の神田遺跡・妻の神II遺跡、

妻の神 I遺跡を含む広大な範囲としている。乳牛舘の主要な郭は乳牛平遺跡・妻の神 I遺跡、

とその周辺の遺構群であろう。また、妻の神田遺跡は館の中心的・日常的な集落の場なので

あろうか。妻の神II遺跡は妻の神 I遺跡とは同じ台地上地続きにあり、妻の神III遺跡とは深

い沢目で隔たっている。このように当遺跡は乳牛館を構成する妻の神 I遺跡、妻の神田遺跡、

に挟まれた空間に位置するとでも呼称しでもよい、平坦な場所である。今回の発掘した範囲

は狭く、竪穴住居跡も 1軒しか見つかっていないため、推測の域を出ないが、両遺跡間の連

絡するような役割を果していたものであろう。

註

l 鈴木恵治 1982 Ii文献史料から見た古代奥羽での天災.JJ Ii考古風土記』 第7号

2 秋田県教育委員会 1981 Ii秋田県の中世域館』

3 秋田県教育委員会 1984 Ii東北縦貫自動車道発掘調査報告書刊1 -妻の神 I遺跡・乳牛

平遺跡一』 秋田県文化財調査報告書第107集

4 秋田県教育委員会 1984 Ii東北縦貫自動車道発掘調査報告書IX -妻の神田遺跡一』

秋田県文化財調査報告書第108集
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14C年代iWJ定結果

付 14C年代測定結果
日本アイソトープ協会

昭和56年 1月23日に受取りました C-14試料 2f函の測定結果ができましたのでご報告します。

当方のコード

N -4129 

N -4130 

依頼者のコード

TW23 S 1 002 NO.2 

T W23 S 1 004 

C-14年代

1310:i::80y B.P. (1270:i::75y B.P.) 

3790:i::85y B.P. (3680土80yB.P.) 

年代は 14Cの半減期5730年(カッコ内は Libbyの値5568年)にもとづいて計算され、西暦19

50年よりさかのぼる年数 (yearsB.P.)として示されています。付記された年代誤差は、放射

と、計数管の力、、ス封入圧力および温度の読取の誤差から計算されたもので、

14C年代がこの範囲に含まれる確率は約70%です。この範囲を 2f音に拡げますと雄率は約と

なります。なお14C年代は必らずしも真の年代とひとしくない事に御注意下さい。

発掘調査参加者 (妻の神 II遺跡)

)11又喜代治、浅水七蔵、石}II 富雄、佐藤富男、 )11又権太郎、佐藤喜:之丞、間 信一、

渋谷鉄次郎、佐藤光雄

)11又 ミヨ、 JII又千代、)11又 スエ、大森、栄子、小沼子ル、木村サト、木村テ 1レ、

山本キサエミ黒沢栄子、児二Ji イワ、高橋敏子、 }II又 ミサ、米村 トメ、杉j工ナカ、

山本 ミサ、山本ツルエ、山本 国子、 111:+:: コト、 }Ii又エイ、米国 ノリ、 }II又スエ、

j芙7k啓子、{音質 J王子、小田島礼子、阿部 シガ、畠山 陽子、 UJ本キヌ、浅水サ夕、

秋足 ミツ、石川 ヒデ、黒沢京子、 JII又ハチヨ、金沢 1)セ、佐藤昭子、安保スエ、

木村 ソワ、木村礼子、木村マツエ

に
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w右組炉 (繭・北}

rn右組炉 (東・萄}

S 101)・竪穴住居館図版3
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の
神
H
遺
跡

図版5 51ω5竪穴住居跡 辻) (西，東}

m (111 ・ ~t)
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の
神
日
遺
跡

図版6 S 1005霊穴住居跡 ω土器出土状態(束'酋)

m右 組炉 {爾叶t)
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図版7 ω5 1002・51025盤穴住居跡{東・西}

ms 1025竪穴住磨跡兜網状穣(東・扇}
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図版8 WS 1038竪穴住磨銚石組炉 (~t .爾}

(F)S 1031・S1038竪穴住居簿{東・高}
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ω確認状態 {繭 ・北}

m断面 {断，北}

5 K011土襲図版11
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ω確認状態 {簡 吋 t)

仔1断 面(廟吋t)

S K012土君臨図版12
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図版13 5 K014土績 (t) 砲総状態 (間 ・ ~t)

('f)断 面(附・北)
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図版14 S KOl5土績 ω確認状慾{南・北}

f拘 置時 菌(耐・北}



図版15 S K016土婿 ω格認状態 {南炉北}

m断面 {南'北)
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ω健認状態 (南・北)

f下}完損状態

S KOl7土積図版16
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u:l喜重認主主望書 {開，北}

停}草野 面 (]If・北)

S KOl8土繍図版17
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図版18 S K0 1 9土塀 ω 確認状態{爾 ・ ~t)

f下1断面 {南，北}
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作)完鼠状態{蘭'北)

S K020土嚢図版19
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、

挙 ー

図版21 SK022土濁 u:l断 面 {南 . ~t)

(f}完施状態 (爾・北}

萎
の
神
日
遺
跡



獲
の
神

u治
跡

図版22 S K023土事 ω断 面{薦'北}

(lHI!鼠状..(蔚ー北}
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図版24 lJ:)S K028土扇実織技量書 (~t・南)

ms K029土庸実施状圏直(北，湾)
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妻
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図版26 (J:) 5 K 032土績兜錨状態 (陶，北}

("f)S K034土機発縄状態 {間，北}



図版27 ωS K035土膚発掘状U (~t .. 碕)

('f) S K (F)OS3フ予スコ状ピット兜縄状態(簡・北)
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図版28 5 XtLG039纏設土器 (.tl出土状態

rn出土状麟(筒・北}
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図版30 5 I 00 I 'l!l穴住居跡 ω(5~東}

f円(南東，北西)
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ω S 1001竪穴住居跡 {北・爾}

的 51001竪穴住居跡兜繍状耳障 (措t.商}

図版31
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図版32 ω 51001竪穴住居跡カマド {北・耐)

(1守 S1001 竪穴住居跡カマド兜織状餓 (~t.岡町}
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鎗

ωヵマド断面(東，否)

('f)カマド内土器出本状態 (~t ・ 商)

S 1002竪穴住居跡図版36
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(f守 カマ l'(坦t~ JIf) 

5 1003竪穴住.1事図版39
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('f守 実施状態(北西・崎東}

S 1006隻宍住居跡図版41



萎
の
神
日
遺
跡
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ms 1006盤穴住居跡内古銀出土状態
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図版44 S 0008驚跡飽確認状態 (lI[T函)

信詰完繍状態 {高 炉東}
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干冒

下 手L 牛 遺 跡

遺 跡 番 号 NO.26 

所 在 地 鹿角市花輪字下乳牛 151番地の 3他

調 査 期 間 昭和55年 9月24日-12月4日

発掘調査予定面積 1，478m' 

発掘調査面積 1，540m' 



下手L牛j立閥、

1 遺跡の概観

との県境に源を発する末、 )11は、県北部を横断して日本海に注ぐ全長 137km'こも

内でも長い河川の一つである、この t流地域に位置する鹿角盆地は南北に長くひらけ、校状に

広がる多くの支流が主主地を買いているつ麗角市花輪はこの盆地のほぼ中央にあるつ市内を流れ

る河)11の流域には段丘が形成され、特に東部ではその発達が著しい。これらの段丘は原始から

生活の場としてもきかんに利用され、中世に至っては至る所に館がつくられたコ近代になると

集落の多くはこの段丘下につくられ、これらを結ぶ道が長く北へのびている。遺跡はこの道を

花i陥から約 3.5km北北東の所に形成された丘陵の東斜面に位置するつ丘陵の東側には道をはき

んでわずか 300111の所まで段丘が迫っており、北及び南北には米代川の支流である不動)11、乳

牛)11が裾部を流れている。 これらの)11は過去幾度となく氾濫をくり返し、 段丘に連なってい

たであろう丘陵東面は侵食され、現在は独立丘の様相を呈する。丘陵は南北に長く馬の背状を

呈し、標高は 138111、斜面は国付近が急1I変であるが、裾部になると緩やかに広がる。

2 調査の方法

遺跡は東北縦貫自動車道の路線予定地内にあたる事から、日本道路公団設置の路線中心杭S

T A162とST A 163を結ぶ椋を

内に設定した n したがって

グリッドにはこの基結方向に

とし、これに直交する形で 5mX5mのグリッドを調査区

:二一三どするため N-29
0 

-WC0方向に示される

ら二!とにかけて ( 1、2、3・…..11)を、東か

らi現にかけてはアルファベット文字(G、H、1...... N) を)11員列させて付し、それぞれのグリッ

ドの南東偶の合致記号を、そのグ J) ソド名私;とした。したカtって調査区南西隅のグ J)、〉ドの場

合は M 1グリッドとなる。

調査i玄は試瓶の結果斜面裾部へ行く程表土の堆積が厚く、一部では 1111余にも達することが

判明したため、東西、 14j北に'1'話1mのトレンチを設定し、表土層を確認の後、

よって除土した。しかし調査区では遺構の確認に大きな要素を持つ大渇浮石層が部分的に良好

な状態で確認されたため、 i諒土には細心の注意をはらった。特に調査医南側では、遺構の検出

も予想、されたので当初から入力に依ったの

3 調査の経過

発掘調査は昭和55年の 9月24日から 12月4日まで行った

「円
J
V

Q
はつω





4 j立跡のl認i立

調査は試掘で遺構が確認された西側の緩斜面から行う。 29日、 S101 

に大湯子石がjbi入Lているのを確認。 10月1日、 S101精査開柏。

j手石は遺構内に深くレンズ-'1犬に Jit枯している ì子c~fi を除去するにつれ多量の炭化物を検出っ焼

と断定する，)日 S 1 01に|泣H安して S102竪穴住居H!J'J;検出 o 13日、 S1 01内のj手石を

除去し炭1Uせの枯去に入る=炭化付は極めて良好に残存しており、この部分で多量のi手形土師

9月24日、

器が出土っ 18臼、 S102の結苦手開始 S101 

1主iに炭化村の混入が認められるつ 21日、

よりフラスコ:1犬ピット SK(刊01、

のため遺構に土砂が流入するつ 11月4目、

S K(I)01を検出、上

より陥し穴:1犬遺構SK(T)01を検出。 23日

S KC)l ~02 を検出っ 25 日、降雨激し。 斜面

のi:El.iTH1を開始するハ S1 01炭化村実iWJ開

始。 10日、 S102の精査完了。 15日、雪が降る。 S101にテントを張 1)中で実iHljを続行「フラ

スコ状ピ、ソト、土墳、陥し穴状遺構の精査完了。 25日、鹿角市教育委員会職員一行視察。 S1 

01の炭化村を除去し、これを保存する。 12月2日、全ての遺構の実iHlJを終了する。 4日、調査

4 遺跡の層{立

~ るため南北方向は Kライン、東 は 3ラインにトレンチを

く 50.~6()じm 、

は 4 層で、堆積士は i~+Híf と吉I~で15~25cm、裾部になるに従い厚

ることがわかうた《以下各層について

1層

子を少量混入。

2層いわゆる

として石更くしまっており、 j竺j 而出古I~ほど i享く j佐話している。 i手石11立

層であるつ料出下位部分で主として検出され、 土佐部分ではほとん

ど認められない

回目Q
リ j子石粒子を

しミずれも

褐 しい

ム1- a ~巴; 黒褐
4 b層 ilI'f褐

入する

十， しているが 4b層 を比l!l主的多く j品

平安時代のものが 3層中位T[Iから地111にかけて、その他は主に地山上雨iである

-Lの造物は量が少ないが 3層から 4層にかけて出土している

つ'-1つ
}リ‘



下乳午遺跡
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第 2図 j二層図

5 調査の記録

(1) 遺構と遺物

の比較的緩やかな斜面上に 2軒隣接して検出された c いずれも

の 3層中位から地山上面にかけてである。 S101竪穴住居跡では、

"7 

Qo  

土に 混入しており、 3層の黒字品色土面て、も明確にプラン きた。

S 101竪穴住居跡 (第 4、5、6図 図版 2、3、4、5、6、7) 

口のつ

ο



!1副主と造物

~ I -~μ 

o ?m 

王Vrl雨Jf::;

一致し、力?ドは

6層よりなる自

2 J語は

第 3図

.5mで長方形を呈する G 遺構の長軸方向はほほ南一北に

ゐ

る

1 ~ 3 層はレンズ~犬の堆桜を示す。 1 層は j手干 1 を

中央部では床面のI底上まで堆積している

{上iニ

一I
J

J
斗
命

q
・

のキLii主からさらに 3層におJI分できるの上位部分の 2a層は粒子の極めて組!かいものを主とし、

灰白色もしくは白 ゃr
}

る tî lJに出荘。 2c 腎は ~;fJ く多孔貿の

を主とする。 3層は層内下

i祭に検出された。 4a、5層は

かけて多量の炭化物と焼土を 4 -6)習はむ主

である と焼土を とし、 ー強く火熱を

239 -





遺構と遺物p
h
J
 

噌 I敬板材と考えられる炭化松村亨IJを検出。遺構内北部及び西部と東部の北寄りの

この状態は遺構内もろくボロボロと剥離しやすい。炭化材除去後の床面は凹凸を呈し、土

りの部分はE更くしまっている

~ø 

。
b 

(支〉

カマド周辺とら北mlJにかけてみらlLるが中

を混入し、昭部にかけてやや?ウンド状に盛り上がゥてい

3
-
4な
si
 

qrムニ;l;Lらグ)本遺構からは多量;の炭化物及、び炭化材が検出されており、

A4 

特に後者の士晶子子氏褐色の粘土

そのfth

る



下乳牛遺跡
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1 A層 10YR3ず黒色

18層 IOYR3{ 黒色

2 層 IOYR% 黒褐色

3 層 2.5YR% 明褐色

4 層 2.5 Y R%  靖赤掲色

5 層 10YR%  黒褐色

6 層 fOYR3{巣色

7 層 2.5 Y R.% 暗赤補色

8 A層 5YR% 暗赤褐色

88層 5 y R7~ a音赤褐色

8C層 5YR% 晴赤織色

9 層 10YR% 黒褐色

g 
e-一一
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5 遺構と遺物

石層を除去した後、 3層間iであらわれ始める η 3層上位出では した壁板付をl徐き主として

炭化物と細片の炭化村であるが、 3層下位面に至って板材の一部が険出され、壁付近にみられ

る火熱を受けた 4a、6層を除去するに jえんで多くの炭化版村が床雨上に現われたーこれらは

主として板材と丸太村で、板材は下両がほぼ、同レベn〆で培面に並行して設置されているものが

多いc 丸太j寸は良好なものが 6本検出され、壁面に直交して一部は板材の下にしかれている形

で検出された。

出土遺物 (第 7、8、9、10、11図 図版12、13、14、15、16)

土師器はi不形土器を主体として察、鍋形土器が出土。 1不形土器は完JIラ及び器形のはほ判明で

きるもの37個で、内351聞は住居跡内北面隅の一酉に集中しており、その一部は 6倒(9、11、16、

19、21、29)及び 4個(3、4、17、22)がそれぞれ重なり合っている。いずれも床面上もしくは床

面に配列された炭化材の上面に接して出土。また、全てが底部付近にへラケズリ調整を砲して

いる。護は40が住居跡内北西部の壁際で出土。 他はカマド内からのものである。 40、41は比較

的小形で、外面にロクロによる繋形痕を留める。 43は鍋形土器で、輪積み成形の後、底部付近

に粗いへラケズリを施し、体部上面及び内面にはナテ?とハケ自を力11えている 3 カマド燃焼部内

より出土。;買恵器は1手形土器かι21国で、共にカマド袖音r~に隣接して出土。 39は高台を付してお

り、内外面の一部にスス状の炭化物が器面のう伝にわたり 灯明血として車云用されたと思わ

れる。土器に関しての個体別の計~~IJ 、器商の調整方法等については第 1 表に示した 44は石帯:

で一面に 21国の対になる穴をそれぞれ両端からえぐり通し連結させたものを 3ケ所に工作して

いるロ全面を平j骨に研磨。堆積土 1J語下位面から出土している。 45は櫛で西面北寄り

から出土。 46、47はj現状の木製品で、北市西寄りの壁付近から出土。いずれもロクロを用いて

製作しており、 46はー上面にj:-'r.7f;土師器がおかれ茶たくの様な状況を呈して検出された。

24:i 
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第 7図 S 1 01竪穴住居跡出土遺物実測図(1) (咋形土師器)
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下手L牛遺跡;

第 9図 S 1 01竪穴住居跡出土遺物実測関(3) (月形土n市器)
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下乳牛遺跡

5 102撃究住居跡 (第12、13、14、15図 図版 8、9) 

平面形 東西辺長 4.2m、南北辺長 4mで、ほぽ正方形を呈する。カマドは西壁を除いた 3

壁に計4基構築きれている。

堆積土 5層よりなる自然堆積を示すが、住居跡、内北面部は木根により土層が撹乱されてい

る。 1J言は南西部にのみ検出され、浮石を比較的多量に混入する。他層では浮石の混入が極め

て少ない o 4、 5層は炭化物と焼土を混入 特に層下位部にはやや多く、一部は炭化材である。

柱穴 南面西寄りで壁に接して楕円形のものが一本検出されたに留まる。

壁 ほぼ垂直に立ち上がっており 壁高は0.28~ 0.3 m。北壁の商寄り部分は、木根により

破壊されている。

壁溝ー 検出きれない。

床面 南東部で2.6mX2.7mの方形に、約0.12m一段深く凹んでおり、この部分の東側には

白色粘土粒子が薄く散布していた。床面は全体がやや凹凸を呈し、土質は軟弱だが、カマド A、

B周辺は硬くしまっている。

カマド 4基検出。北壁、東壁にそれぞれ l基、南壁には 2基が並列ゎカマドAは東壁のや

や南寄りに壁面に直交して構築されている。燃焼部は地山を約0.06m掘り凹めてつくられ、焼

土堆積は少ない。袖部は崩壊が激しいがわずかに地山褐色土の盛り上がりが痕跡としてみられ、

粘土塊が付着。煙道部は地山をくり抜いたトンネル式のもので、断面は逆台形状を呈する。最

大幅0.35m、深さ0.22m。底面は燃焼部末端で一段高く した後、ほほ、平担にのび、煙出し

付近で緩やかに下降するの煙出し部は笹 0.5mの円筒状を示し、上面からの深さ 0.6m、上面

部に底の欠いた護形土師器をはめこんでいる。カマド Bは北壁:のほぽ中央に壁面に直交して構

築され、燃焼部は地山を約0.08m掘り出めて作られ、そこに多量の焼土が堆積。底面は火熱に

より赤褐色に硬化している。袖部は痕跡を留めない。煙道部には焼土の地に多量の地山褐色土

が堆積しているが、構築時は地山をくり抜いたトンネル式の構造であったと考えられる。断面

は袋状を呈し、最大幅 0.2m、深さ0.24m。底面は平坦にのひ、末部で緩やかに下降、煙出し部

に至る。煙出し部はー坦緩く昇った後、ほぽ垂直に立ち上がり、上国部分は円筒状を呈する

上面には底部を欠いた寵形土帥器をはめこんでいたと怠われ、その一部が残存する。加えて周

回には粘土を厚くリング状に貼り巡らしており、その一端に挙大の石を設護。カマド C、Dは

りにEE面に直交して 2基が並列しているつ燃焼部は Cが痕跡無く、 Dは浅く掘り出め

をみる。袖音ISは痕跡、なし。煙道部はいずれも地山を浅く掘り下げ、底面は

のびた後、一段下降、やがて緩やかに立ち上がるつ Dは荒れて凹凸を呈しており、

緩やかに下降した後やや立ちとがるつ堆積士に護形土師器片を含む。埋出し部はいずれも

.. Q 0 

一一つにつ



斤
伊
酒
屋
β

/
 

正)

!I. 
---も

1層 10YR% 黒憾色

2層 10YR'え黒色

3層 10Y R%  暗糞褐色

4層 10YR?4時掲色

5層 10YR月黒色

6層 10YR;~ 黒褐色

「

第12図 S 1 02~三穴住居跡実測図

'JC ! 



i立構と遺物「リ

黒褐色

黒褐色

灰褐色

褐色

黒褐色

黒褐色

赤褐色

黒 色

黒褐色

黒 色

日月褐色

黒褐色

黒褐色

。l
l
i、。

C 
G-

C' 
一一--D

B 
G一一一 137.318m

GE-137318m 

土器

一

A 
G-一一

A カマド

F
H
d
 

t
J
 

q
/
]
 

SI 第13図



下乳牛遺跡

1 層 10Y R1・五 黒 色
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第16図 S 1 02監穴住居跡出土遺物実測図(1) (杯jf?-こi二師器)
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第17図 S 1 02竪穴住居跡出土遺物実~WJ 図(2)

(士子~lf~土師器13~15 j:，(~H~~}l忠器16 護形二t:.n市器17~ 21) 
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第18図 S 1 02竪穴住居跡出土遺物実測図(3) (斐形土師器)

出土遺物 (第16、17、18図 図版17、18)

土師器を主体とし、須恵器はヰ形土器が 11回出土。上手形土師器は堆積土 2、4層から床面に

かけて出土。特に住居跡内東両部、床面が一段方形に撮り出められた部分に集中しており、そ

の多くは破片で散乱している。形態のほぼ判別できるものは15舗であり、内10個は底部周辺に

ヘラケズリ調整を施す。議形土師器は21がカマド Aの煙出し部上国に設置されていたもの。 20

は頭、音1)に段を有し、器面には刷毛自調整が施される。カマド D煙道部先端の堆積土上面から出

土。地はカマド A 、日の燃焼音l~))之びその屈函からの出土。よ手形須恵器は力マドAに隣接して床

聞から出土。土器に関しての計測等については第 2表に示した。

。
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S 102出土土器観察表

Ni 回i 間);反 j去 (cm 

/器|コifケ言土if J/l[或〆!〆{{壬主， 
ロ~ij: If: JJi. ，'/1¥ ~~I品 l創設司終 (外面il 器出誹j務(内雨) 内面黒色処理! 色 ぷiJ 日千i

話 話:号 仁If壬 !ほ:Us. i長生高

1 土手形土師器 iコ4定欠 体育/1 LlA 6，1 にυ.つ』 !底部周辺ヘラケズリ ì~ ，，'tl;j:登色 砂:fiL含有 ()，3B 0，45 

[7---2 :l千}f)土silj器 {一本一吉斉llji!底欠如部 12，1 4，5 灰白 色 {J争中，'d放:与:=?l~ 入 0，37 

3 [7--3 上手If)土自in総 f*奇/1-一斉/;欠.m LL4 6，5 (3，0 I宣 13 砂*'!~i 色、 ;fj 0.44 0.4行

4 [7.--4 Iド J/; 土(~r/i 器

目kV部7部欠k5人 両底体，調制~Ij品r】2 庶部

12，8 5，2 5，(1 底部周辺ヘラケズリ j支賞滋色 {Jj;、約微Hti比入 0.39 0.40 

仁1
5 7---5 13，[) 5， ¥:) 5.4 底部周辺ヘラケズ I} !予(~t1，品色 0.41 0，，15 

」一一一一一
6 Jド形土(ir/i昔話 底部活hQ~，ラケズリ j交官tt草色 砂粒jWkMig入

r:i 

国EU日欠kトi損JJl 体育「】 底部

一
17-7 Iド形:1:.sr/i器 11 ，6 ti 5，0 i支貰撹色 仲*，'1: j数iUILl入 () ，4;:1 0，48 

口
ト一一一一一

17-8 [7---8 よド?日二仁日ilii辞 12，8 4.8 灰白色 ()，:-i7 0，42 

17-9 Jド!日七si/i*詰 12.9 ;主主Hi立邑 砂:f，'i.i数izliLi入
L一一一一一一

l() Jド.lf;土si/i*是 13.6 5，8 5.4 Jま音/51司辺戸、ラケズリ ヘラミ力、キ 灰褐色 i些 () . :3 ~I 0，42 

17--11 中.lf;:L(ii/i器
i二 13，5 6，0 5.4 底部!詰辺ヘラケズ 1) ヘラミガキ 灰褐色 iTh ().40 。駒44

ι一一日
仁]

17--1コ [7司 12 J ド )f).:仁 I~i/j'1詐 底部!習辺戸、ラケズリ ~，ラミガキ 。 賀補色 iEi 

1約一13 [7一一B J( .lf:;土Jrn総 13.6 5.9 5.1 Ji音/5filiJ 辺~，ラケズリ ヘラミカキ 。 灰白色 府} j謹 0.37 0，4:3 
L一一一

じ1H-14 [7--14 .f(;)Ht_sr/i器 l:Lti 5，8 5.5 底部周辺へラケズ I} 品、ラミガキ 。 十註 色 jíiH ，:(~苛;釘 0.40 0.42 
L一一一一一一 ト一一一
I品 15 [ 7--15 JドIf;土削i一時 はほ完.11ラ 1:3.5 5.7 5.0 底部周辺ヘラケズリ ヘラミカキ 。 {実質燈色 1IiJ;i'立少:註合手] 0.37 OA2 

18-l() lぷ Hi 1+ )f: Wi !，¥T器 13，5 灰白色 砂粒微量i1~入 0，36 
1--一一一一

口妹都ナデ
]1¥-[7 りト仁giii!;，i主 15，0 

ll/iiJ 下半ヘラナデ
仁l純音[¥.胸部ナテ 灰褐色 砂粒少最i比入

服iコ縁部部ハナケデ/3 口立総li:音/¥ィーテi凶lH l討 1出 日仁郎H~十 19，31 
)l/ii] ハケ自 j支黄褐色 砂粒iJ~ 入

:llEI日十.JlIjj時 ¥]8.7) !ロJ/'ほ枇/¥存ハ/¥ナケテ目、 仁l縁吉/1者/1ナテ +章 色 (JYf)[iJ:t入)]/ii] ヘラナテ

W~)f) 二仁自/ji総 1. 14.7) 口株仔か/1ふ百/¥ナデ 口融音1¥ナデ 4在 色 ii少申立多 :lr，{:ut入腕ハケ目

I凶-2J ~H! 11':土JlIij若手 127.7) [::J枕剖音¥|;ナテ 仁l縁部ナテ 灰褐色 iî~j;阜、:i.iJ:t 入lJIiiJ ラナデ

1¥)---2こ iぷ 22 をl!:ff:::仁f，jli昔話 24.0 :32.6 []音紘11部ナテ 口百紘τケ/1一部ナテ i支吉tt登色 {ゆキ.ii.多i設iLt入IlJiiJ ヘラナデ 刷へラナテ

[::J給守Iケ王1¥ぷ自1¥ナテ、 日枇部ナテ、
1ぷ . IJolif/i欠-til 2:3，::1 11何 _'"，ラナテ 目的 ノ¥ケ目 褐 色 砂粒多註i1t入
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(2) 竪穴状遺構

S 101竪穴住居跡南部に隣接して 1棟検出。出土した 2点の土手形土師器小片から平安時代に

属するものと考えられる。各辺長軸の方向は S101のそれにほぼ一致しており、本遺構も焼失

の痕跡を留めている事から、 S101に関連する施設(例、小屋等)と考えられる。

S 101霊宍状遺構 (第19図)

平面形 東西辺長1.3m、南北辺長1.4mでほぼ方形を呈するつ

堆積土 5層よりなる自然堆積。 1層と 2層の上位部に浮石を多量に混入。 2層下位部から

底面にかけて多量の炭化物と焼土が混入し、一部は炭化材。

壁垂直に立ち上がり、壁高は南、西壁で農聞からの高さ 0.30-0.32m。他は0.14-0.21m。

遺構確認面で控に沿いミ経板と思われる炭化材亨IJのト端部が一巡しているのを確認したが堆積

土中ではほとんどみられなく、わずかに北壁の一部で少量の壁板材が壁面に付着。

壁溝上面11扇0.04-0.U7m、深さはo.03-0.05mで、壁に沿い一巡している。

底面 東面から西方向に緩く傾斜。土質は軟弱で凹凸を呈す。北東隅と中央部南寄りにそれ

ぞれ上面径0.18m、0.22m、深さ0.09m、0.19mのピットを有す。

その他 2層下位面から底面にかけ多量の炭化材を検出。炭化材は板材と丸太材で、板材は

主に遺構内南面部に多い。良好に残存するものでl幅0.05-0.25m、長さ0.9m-0.9mのものが

ほほ下面と向一レベルに保って並列しており、敷板材と考えられる。丸太材ーは直径0.03-0.04

mのものを主とし 長さは0.1-0.3m、板材の上国で検出されるものが多い。

出土遺物

士手形土師器の/J、片が 2点、 2層下位面より

(3) 土 境

調査区南西部の緩やかな斜面上に 3基検出された。遺物は出土せず時期は不明。

S KOl土墳 (第20図)

平面形状は円形を呈し、関口部径0.85m、JIIl状に掘り込まれ、底面壁面共なめらかで硬くし

まっている。 深さ0.34m、堆積土は 2層よりなる自然堆積で、 1層に浮石粒子を混入。

S K02土壌 (第20図)

平面プランは円形を主し、関口部径0.88m。深さは0.15-0.2mと浅く、底面は凹凸が激し

い。堆積土は 1層よりなる自然堆積で、 j手石粒子を少量混入。

(4) フラスコ状ピット

調査区南の極めて緩やかな斜面上に、隣接して 3基検出。
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S K(ド)017ラエミコ状ピット (第20図 図版10)

平面形は円形で関口部径1.06m。上面下0.6mで緩くくびれる。深さ1.07m0 底面形0.7m。

堆積土は 5層よりなる自然堆積で、 5層に少量の炭化物混入。

S K(F)02フラスコ状ピット (第20図 図版10)

平面形状は円形で、関口部径1.0m。深さ 1.21m。底面は平坦で中央部に径0.17111、深さ0.1

mのピット状の回みを有す。底面箆O.75m 0 堆積土は 7層からなる自然堆積で、最下層の 7層

は炭化物を含み硬くしまっている。

S K(F)03フラスコ状ピット (第20図 図版11)

平面形プランは円形で、関口部径 0.8m 。上直下 0.8mでやや強くくびれ、深さ 1.2m 。底

面は平坦だが、やや凹凸気味、底面径0.85m。堆積土は 5層よりなる自然堆積。

(5) 陥し穴状遺構

調査区北西の比較的急勾配の傾斜地に 1基検出された。遺物は出土せずo

S K(T)Ol 臨し穴状遺構 (第20図 図版11)

関口部長軸3.5m、短軸0.2m、深さ1.45m0 断面形状は Y字形を呈する。地積土は10層より

なる自然堆積で、 2、4、6層に壁崩落土である褐色土を比較的多く含む。

S KOl土層註記 S K(F)02土層註記 5 K(T)Ol土層註記

1 : 10Y R%  黒褐色 1 : 10 Y R 1. J{ 黒色 1 : 10Y R3 { 黒 色

2 : 10Y R%  黒褐色 2 : 10Y Rl.J{ 黒色 2 : 10Y R.% 黒褐色

3 : lOY R百 黒色 3 : lOY R先褐色

S K02土層註記 4 :10YR% 黒褐色 4 : 10Y R%  精子品色

1 : lOY R五黒色 5 : 10Y R多j 暗褐色 5 : lOY R託 子 品 色

6 :10YR% 黒色 6 :10YR% 暗褐色

S K(F)Ol土層註記 7 :10YR% 黒褐色 7 : 10Y R%  黄掲色

1 : 10 Y R五黒色 8 :10YR% 褐色

2 : 10Y R%  暗褐色 5 K(F)03土層註記 9 :10YR% 黒褐色

3 : lOY R五時褐色 1 : 10Y R% 黒色 10 : 10Y R先褐色

4 : 10Y R%  暗褐色 2 : 10Y R %  黒褐色

5 : lOY R%  黒褐色 3 : 10Y R%  黒掲色

4 : 10Y R %  暗褐色

5 :10YR7{ 黒褐色
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下手し午遺跡

(6) 遺構外の出土遺物

量的には極めて少ない。土器は縄文土器の小片で器面の風化が激しい。土師器はよ手形士器の

小片で、 l点は底部周辺にへラケズ、リ

れも図化するには至らなかった。

を施している c 石器はフレーク類が 5点出土。いず

6 まとめ

出土遺物について 本遺跡からの出土遺物は、土器が縄文土器、土師器、須恵器で、石器は

少なく、数点の剥片石器に留まるつ他に石製品として石帯、木製品として血状のものが出土し

ている。縄文土器はいずれも遺構外出土で量的に少なく、器聞の風化が激しいが縄文時代後期]

に属するものと考えられるつ本項では出土量の多い土問i器と須恵器について記述するつ

土師器と須恵器の大部分は 2!~干の平安時代竪穴住居跡から出土しており、中でも土師器は

的に多い。器形のほぼ判明できるものは土師器がヰ形土器52個、護形土器10fJll!I、鍋形土器 1'1屈

で、須恵器はよ手形土器が3個であるつこれら器形の判明しているものについてみてみると午形

土師器では、いずれも底面に回転糸切り痕を留める。器問調整は外面の場合、 (1)底部付近にへ

ラケズリ調整を施すものと、 (2)無調整のものとがあるつ (1)は47個、約90%のf手形土器に方自され

ており、調整は底部外局を手持ちにより、0.8-1 cmのrp話て、平沼1こ行っている。内面は、①へラ

ミガキを施すもの、②ミガキの後、黒色処理を施すもの、③これらの処理を一切施さないもの

があるコ①のミガキは13個25%のものについて行われており、いずれも底部外国にへラケズリ

調整が施されている。又これらのミガキは内面全体に及ぶものと、内面の一部、特に口縁部や

底而付近を集中的に行うものとがあり、後者の場合、底面付近では放射状もしくは斜状に、日

縁部付近では斜;/犬か横{立に施される。②の黒色処理は①のへラミガキを殖すものの約半数、 7

1Jl1!Iに施されている。器形は体部がやや内湾して立ち上るものと、ほぽ直線状に立ち上るものと

があり、その出土比は 3 5である。又、後者の器形には内面に処理を施す場合が多い。口縁

音f~は約 1 害IJ 弱の 4 i間がややくびれる様に外反するが、他は直線、状を示すの色調は浅黄援色を基

調に、灰白色、黄褐色がiziさり、焼きむらによる色調の多様さを示すものが多い。

口縁音lii.r"強< rく」の字状に外反するものが80%を占め、残りは緩く外反する。前者の

場合、一例は口縁部カqlJ面広で、口頚部に段を有する。器形は比較的大形のものが多いが、 2個

{土器高は10-12cmと小形で、ロクロにより成(主主)形されている。整形及び器面調整として、

外面には口縁部にナデ、腕部には刷毛自やへラナデ、底部付近には粗いへラケズ 1)を摘してお

り、内面には、いずれも横位、科位の刷毛目痕跡、を留める。

須恵器はいずれも坪形士器で、内 11間は高台を付す。底部の欠損するものを除き、他は底面

po 
p
h
u
 

つω
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に回転糸切り痕を留める民出!日は体部が内湾気味に立ち上がるものと、 i直総状に立ち上がるも

のとがあり口縁部は、前者の場合外反すると~頁恵器は土師器に比べ、出土量は極めて少ない。

述べた土器について、それぞれ出土した 2軒の住居跡毎に観察してみたい c

S 1 01住居跡では器形の判明できるものは、土師若手がよ手形土器37個、護形土器 3個、鍋形土

器 1i由でそのf也、 I手形須恵器が 2 である 3 土下形土布li器はし 1ずれも底面に回転糸切り痕を留め、

底部付近にへラケズリ調整合地している c 内 7f問、約20c，;，oのものは内問にへラミガキ調整を行

い、その内 3個については内面に黒色処理を施している。器t1ラは{本部が直線:1犬に立ち上がるも

のが33悩で、残りは内湾気味に立ち上がりその比は 8 1であるつ又、前者の場合体部中半部

付近でややくびれ口縁部にかけてより鋭角に立ち上がるものが約半数を占める。口径を 1とし

た場合、底怪の比率は0 .42~0.49で、その内0.45以下が20例である。これらの午形土器はいず

れも床面もしくは床面上に残存する板材ーとからの出土であり、特に3511j1ilは住居跡内北西[i同部の

一回にまとまっており、その内 411f!1及び61屈はそれぞれ重なり合った状態で検出された。

姿形土師器は 21国が小形のもので、ロクロにより成(整)形されており、内一例は底面に回

転糸切り痕を留め、ヰ形土器の場合と同様、底部外国にヘラケズリ調整を施しているの他の 1

f回は日阿部上半にロクロの使用痕を留めており、下半部にかけては~'Í'Lいへラケズリを施している。

套形土器はいずれも口減部が、くの字状に外反するもので、前者の 2舗は西町付近から、銭 1)

はカマド燃焼部内より出土した。

須恵;器はいずれもカマド束面に隣接した床面から出土したもので、内一例は高台を付し、底

rfliに回転糸切り痕を留めるう

この様に本遺構出土の土器はいずれも床面上や、床面上に残存する炭化板材上、もしくはカ

マド内より検出されており、 S101住居跡が偶発的に焼失し、その後廃棄されたと思われる状

況と兼ね合わせ、ほほ、生活時の土器使用状況を最小限留めているものであり、良好なj宝物のセ

ヮト関係を示していると考えられる。

S 102の場合は器形の判明できるものは、土師器が、原形土器1511菌、護形土器 7個で、須恵:

器はrí~ ，W;土器が 1 f位lであるj:手形土自f!i器はし 1ずれも底部に回転糸切り痕を弘Jめ、その内、!主部

付近にへラケヌ:リ調整を施すものとそすでないもののよ七は 2 1であるつその他 6側、 40%の

土器は内i面にヘラミガキを施し 内41出はさらに黒色処理を砲しているが、他に同住居跡内よ

り出土している破片の場合も考慮するならば、その比率はさらに高くなると考えられる。器形

;土、 立ち上がるものと、内湾状に立ち上.がるものがあり、その比率は 4 1で

あり、内面処理を施すものは 多い

姿形土朗i器はいずれも比較的大形のもので、外面iには脱毛目やへラナテ、内面には1泣い刷毛

自を器める。口紘部はくの字:1犬に外反する

乙01ム
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須恵器はよ不形土器が 1点である。

これらの遺物はカマド内から主として出土した護形土師器を除き、他の多くは堆積土 3層か

ら床面にかけ、いずれも破片で散乱した状態を呈しており、住居跡内東部の方形に一段I~んだ

一画に集中している事から、意図的に投棄されたとも考えられる。

以上の事から出土土器中、士手形土師器においてはいずれも成形にロクロを利用し、底部の切

り離しは回転糸切りによるものであり、かつ須恵器を共wしており、桜井氏による第 II型式、

及び氏家氏の表杉ノ入式の範i需に加わるものであろうっ加えてロクロにより製作された土師器
(註 3) 

は一般に時期が下るにつれ手)11震を省略する傾向を持ち 糸切りの後へラケズリにより再調整を

行うものがより古い段階とみられる。この事は表杉ノ入式が10C前半を中心にかなりの幅を持
(~ì4 ) 

った時期と考えられる中で、ロクロ使用により成形、糸切り手法で切り離す段階を 9C以降と

設定しながらも、その過程として体部の一部に再調整を施すものから、これらを一切省略する

変遷がみられる事である。従って本遺跡で最も多く出土した、底部にへラケズリ調整を施す坪

については、平安時代中期を境とし、ややそれ以前の時期、 9C 後半~10C 初頭が設定される

と思われ、同時にこれらの土器を一括出土した S101竪穴住居跡に関しでも、同様な時期設定

が推察される。

遺構について 本遺跡で検出された遺構は{主席跡 2軒土境 2基 フラスコ状ピソト 3

及び陥し穴状遺構 1基であるつ住蔚跡が平安時代に属するのを除き、他の遺構については出土

遺物が無く時期は不明である。本項では平安時代の住居跡の内、焼失家屋と思われる S1 01に

ついて、特に検出された炭化村ーからその考えられる遺構の特色を観察してみたい。

住居跡内より多量の炭化物と炭化材が検出されたのこれらはいずれも堆積士 2層の浮石層を

除去した時点で認められ始めたっ検出状況は、① 3層堆積土中で検出され、遺構内ほぽ全域

に分布している。@ 盤面に沿って直立しはほ、一巡する。③ 床面藍上にて検出され、主とし

て住居跡内南商部の壁付近に集中している。①の場合、その多くは細片である。しかし

東寄りに検出された板材(第21図①)は、一端が壁面に近接し、その下位に、接合する板材が

している事から、壁板材の倒壊したものである。この折存する板材は長さ1.2mで、

接合する壁板材の上端は置の上面下0.12mに残存している。この事から壁板材は、現況で壁の

上端より少なくとも約1.08mの高さまですえられておった事になり、上屋構造としては、

を地表から切り離した切り上げ造りであったと考えられる。②で検出された板材はよ記の事と

兼ね J合せ、周壁の土留めのための腰板の役目も兼ねていたろつが、むしろ壁板としての性格を

主としたものと考えられる。これらはいずれも本来はそれぞれの側部を密着させ規則的に並べ

られておったもので、現存する良好な例の場合幅はO.24~O.34m 、中でも 0.28~ 0.3 mのもの

Q
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が多いっ又、壁講の一部では底面に長楕円;1犬の

11:11みが検出され、 上位に残存する炭化壁板材と

掻めて似かよった幅 長きを示すものもあり、

さらにわずかではあるが、東Eまでは壁j轟内堆積

土中に壁板材の残存が一部にわずかながらみら

れるウこの事¥から壁板材は時溝内にその下端部

を設置しその後構内に褐色土を混入した土を埋

め戻し回定したと考えられる。なお北面、北西

面及び北東面では床面にしかれた板材の壁方向

の端部を、竪板材に密着させており壁板材の固

をさらに強化しているつ曜版材は壁面に密着

させて立てかけているが東面部では壁面と板材

との間に i幅O.7~O.1m のすき間を設け、ここに

地山褐色土を封入している c ③の場合は、板i;~

及び棒材でも板材は残存の良いものでi幅O.35~

6 まとめ
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区Z2ZQ)倒壊壁板材 に二二二@敷板材 留置車璽号島根太

す.4m 、長さ O.8~O.9m である合板材の多くは 第21歯 S 1011竪穴住居跡残存炭化材概略図

壁面に平行して規則的に並べられそれぞれの、側部を互いに密着させている。敷板材(第21図

②)と考えられる。丸太材は壁面及び敷板材に直交する形で検出され、その一部は板材の下に

しかれた状態で検出されており桜太(第21図③)と考えられる。根太は下位部分を土中に埋め

こみ安定を良くしており、根太と敷板材との間に生ずる空間には褐色土をしていて、板材の罰

を計っている。又、敷板材の検出された住居跡内北側では、板材除去後の床面は軟かくブサ

ブサしており凹凸が激しい。これに対して南側はカマド周辺を中心に硬くしまって比較的平坦

である。この事は本住居跡、において床面の利用が土聞と板敷きに分かれており、カマド周辺を

土間としそれに対面する北側の空間を板敷きにし居間として使用した事がつかがえるの加えて

北側の一画に、 351留の1手形土器が集中しており、一部は重ねられた状態で敷板上に検出された

ら、肩掛としての利用状況の一端ーがうかがえよう。

次に本住居跡は、焼失により廃棄されたものと考えられ、 行われたものでなく、

遺物の出土状況等から偶発的に生じたものと思われる。その後、住居後内の遺物、用材等につ

いては再利用する事なく}立ちに廃棄されたと二考えられるコしかし上屋に関しては梁、桁及び柱

使用したであろう用材は検出されなかった。この事ーは用材が完全に焼失もしくは腐桁した

か、あるいは再利用のため撤去きれたかが考えられるつこの事についての明確な痕跡はみられ

ないが、柱に関するならば、柱穴内の堆積土は極めて軟質でブサブサしており、炭化物の紬片
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を比較的多く含む事から、焼失後に撹乱された可能性がある。この事は柱材が住居の廃棄時点

で抜き取られた事によるものとも考えられる。

火山反(大湯浮右)と往居跡との関連について 近年発撒調査の増加により、鹿角地方にお

いても大湯浮石との関連を示す事例がふえて来た。これをみると、遺構内堆積土に浮石が一様

に粒状やブロック状に混入している場合と、明確な層堆積を示している場合がある。前者は浮

石の降下堆積が地表に行われた後、一定期間を経て遺構が構築、廃棄されたと考えられる。

一方後者の場合は、① 浮石層が遺構内深く、床(底)面近くまで堆積しているものと、②

遺構内に堆積はしているが、①程深くまでなされていない場合がみられる。これらは遺構の廃

棄時期を基準にして、火山灰の降下が、① 廃棄後極めて短期間の後におこなわれた。② 廃

棄後一定の時間を経てからおこなわれたと考えられ、遺構の廃棄時期は、①の方が新しい。こ

れを各該当する鹿角市内の遺跡、についてみると、②に相当する鳥野遺跡では遺構内上面に、浮

石層が厚くレンズ状に堆積している。出土土器は護形土師器が主体で、頚部に段を有し、器面

調整は刷毛百を主体とする。①の場合は本遺跡で検出された S101住居跡であり、鹿角市高市
(註 6) 

向館遺跡の第31号住居跡もこれに相当する。両者に共通する点として出土土器は土手形土師器の場

合底部付近にへラケズリ調整を砲し、護形土師器では頚部に段を有するものは無く、一部はロ

クロにより成形されているのこの事は土器の形態、特に護形土師器の場合からみても、①は舎

に後続するものと考えられる。②の鳥野遺跡、では、その該当する時期を報告者は 8C後半と設

している。又、大湯浮石は十和田 a降下火山灰に連続するものであるが、十和田 a降下火山
(註 7) 

灰の噴出年代は「平安時代中期~末期(AD 1 ，000年前後)と推定J されている。これらの事か

ら本遺跡における大湯浮石の降下年代は前述した様に S101竪穴住居跡廃棄の時期と大きな隔

たりが無く同住居跡出土の土器年代と兼ね合せて、平安時代中期、 10C初頭に基点をおきなが

らも、ややi隔を持つ時期を設定しておきたい。
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S 1 01)l穴住居跡炭化梅出土状蛾
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SK(F)017ラスコ状ピット{北惨南)
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